














天獄の御子




【電子特典付き】








金沢有倖





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この貧びん乏ぼうな少年は、自分で天てん涯がい孤こ独どくの身の上だと思っていました。

　しかしある日、遠い王国から使者がやってきて、状況が一変したのです。

《あなたは、我わが国くにの王子様です。お迎むかえに参りましたので、どうか、国王になるために国にお戻もどりください》






　──寝ねる前に読んでもらった絵本は、そんな感じにハッピーエンドで終わっていた。

「水み夏かくんと水み緑ろくくんが、もしその立場だったらどうしますか？」

　いつも読み聞かせをしてくれている神父様が、柔やわらかい笑え顔がおとともに質問してくる。

「油田もってるような、超ちようかねもちでゆたかな国なら、ちょうてんにたってもいい」

「ありえないです、できすぎた話には警けい戒かいがひつようだとおもうし。詐さ欺ぎの、かのうせいがきわめてたかいでしょう」

「……まだ、五歳さいなんだから。もっとこう、夢を持ちましょう……」

　──正直すぎる意見には、悲しそうな目を向けられてしまった。
















（昔、神父様がしてくれたお伽とぎ話ばなしが、いきなり脳内再生された）

　現状にはもちろん、関係はない。

　共通していることは、今いるところが異国というか自分の暮らす場所と異なっている、ということくらいか。残念ながら、自分が王子様であるような気配も、国王になってくれとお願いしてくる使者の気配もない。

「……何でオレは、こんなところにいるんだ？」

　水緑は？　どこに行ったのか。ただただ、水緑の身が心配だ。

「おーい、水緑……どこだ？」

　独り言に応えてくれる人すら、いない。

　石積みの壁かべと床ゆかを照らすのは、燭しよく台だいに立てられた蠟ろう燭そくとランプの火だけだ。

「アレだ、ここはファンタジー系な漫まん画がや映画に出てくる典型的な地下牢ろうだろ」

　水夏は、両手で鉄てつ格ごう子しを握にぎったまま、ぐるり、と周囲を見回す。

　古くさい木でできたベッド兼けん椅い子す。そこに置かれた敷しき布ふ？　掛かけ布ぶ団とん？　は毛布かと思ったら、うちの教会の物置にある埃ほこりまみれのズタ袋ぶくろとほぼ同質の麻あさ製だった。

　薄うす暗ぐらい部屋の隅すみに、出入り口が一つ。分厚く頑がん丈じようそうな扉とびらにはいかつい鎖くさりと錠じようがかかっていて、恐きよう竜りゆうが暴れでもしない限りは破は壊かいできそうもない。

「しかも、扉の向こうって螺ら旋せん状の石段を延々降りてきたよな……西洋甲かつ冑ちゆうを着た、衛兵のおっさんに引っ張られて」

　現状を理解できていないままに、ズルズルと。

　でなければ平へい凡ぼんに暮らす一いつ介かいの高校生が、インフラ設備がほぼない岩の地下牢に押おし込こめられるなんて、そうそうできない経験だろう。できれば、お断りをしたかった。

「……水緑が、隣となりの牢屋に入ってるってことないかなー……ないか。うーん、どうしよう」

　いれば今後の相談ができたのに。とはいえ、いずれ水夏を捜さがしに来そうだから、それを待つのが得策か。

　──つまり、今、できることは一つしかない。

「……よし、寝よう」




　果報は寝て待て。これは夢の可能性がまだあるし。
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　朝は、普ふ段だんと変わらない日常そのものだった。




「日本史の授業で、市内の歴史的建造物を見学するのですか？　神社仏閣を学ぶのは良いかもしれませんね、普段は教会に暮らし、まったく縁えんがありませんし」

（歩けば神社仏閣だらけの古都だし、オレは水み緑ろくとともに寺が経営している幼よう稚ち園えんに通っていたくらいには、縁がある気が）

　ちなみに、お釈しや迦か様さまのお誕生日が四月八日なのも判わかってる。

「オレと水緑は、市内の明治大正時代の洋館調査が担当なんで。寺は行かないです」

「この教会も対象になりませんか？　全力で協力しますよ、神の御み言葉や賛美歌を歌ったりして」

「ははは。神父様の愛ある応おう援えんは、心の中にのみとどめておきます。ははは」

　小学三年生の時の水族館への遠足に、『応援に行きますね』と言われて、『わーい楽しみ～』と答えたら、ペンギン大行進のショーの最中に現れて賛美歌を歌われてしまった。そのときの、多種で多数のペンギンに囲まれた神父様の姿は忘れられない。

「学校は楽しいですか？　友達はできました？　虐いじめられていません？　悩なやみは？　水み夏かくんがもし迷うことがあっても、神様は常に助けてくれますよ。心配ありません」

「心配は特にないです」

　高校二年だし学校に慣れる慣れないの時期はとうに過ぎているし、水緑はともかく水夏は一晩寝ねたら悩みも忘れるタイプだ。何より、幼い時から培つちかったスキルで二人とも普ふ通つうの子供よりは逞たくましい。

（親がいなくて教会で育った子供だから、虐められてないか心配なんだろうけど……）

　確かに教会に引き取られたばかりの頃ころは、同年代の子供に心ないことを言われた時もある。しかし、水夏はケンカが、水緑は裏工作的な三倍返しが得意だったので、何の問題もなかった。







　──水夏と水緑は、この教会の前に捨てられていたらしい。

　しかも、クリスマスイブの深夜。記き憶おくにはないが、『育ててください。水夏と水緑、一歳さいです』と書かれたメモを握にぎりしめて、二人互たがいに暖を取るように密着し階段で蹲うずくまっていたという。

　兄弟という明記はなかったが、おそらく兄弟──二に卵らん性せいの双ふた子ごではないか、と神父様は感じたという。まあ、それ以外で同時に捨てられてることはあまりないだろうが。

　あり得ないほどに時代錯さく誤ごな話だが、事実らしいので仕方ない。

　水夏と水緑は、その後すぐに知ち音おん院いんにある養育院に入所することになった。神父様が教会で二人を育てる、と申し出てくれたそうだが、まだ一歳と小さかったのもありかなわなかったのだ。

　だが、水夏は物心ついた頃から養育院に馴な染じみにくくなっていた。気が強すぎるのだ。

　相手が年上だろうが、気に入らなければケンカを買ってしまう。それを、大人しい水緑が止めに入ってかろうじて大きな衝しよう突とつはなかったのだが。

『お前、ちっこい癖くせになまいきなんだよ』

『うるさい、ずうたいがデカいだけだろ、おまえ』

　五歳になった時、ボス的な子供（八歳）と水夏が大ゲンカとなった。理由は、年下なのに生意気な水夏をボス的な少年がこらしめてやろうとした、子供の世界ではよくあることだったのだが、かなりの大おお騒そう動どうになった。

『あーもう……！　水夏ちゃん！　ケンカはダメっていってるのに！　大けがしたらどうするんだよ！』

『だってあいつ、ムカつくだろ。オレだけじゃなくって、水緑のこと、よわいとかバカにしたんだぞ？　ぜってー、ゆるせるかっての』

『はいはい、水夏くん。だからって、水緑くんに心配かけちゃダメでしょ？　この世でたった二人きりの兄弟なのよ？　……水緑くんまで、水夏くんと一緒にしかられたいとか……もう、仲が良すぎる双子ちゃんだわ』

　結果、職員全員に怒おこられて水緑まで巻まき込こみ、しかもボス（八歳）やその手下の子供たちがしつこく嫌いやがらせをしてくるのに、水夏はすっかり養育院で暮らすのが嫌になっていた。

　──そして、ある夜。

『水緑、にげるぞ。ここにはオレたちのいばしょはない』

『え？　どうして？　リュックにおやつつめて、どこいくの？　水夏ちゃん』

『いえでする』

『どこに？　ぼくたち、ほごしゃがいないんだよ？　ふたりであるいていたら、けいさつにつかまるだけだとおもう』

　少しは驚おどろいたり心配したりすればいいのに、水緑は水夏がケガさえしなければ冷静だ。

　四キロ近く離れた教会へ、二人は手を繫つないで帰ってしまった。

　クリスマスのイルミネーションが光り輝かがやく教会はとても暖かい光に満ちていたけれど、外にいた水夏と水緑はあまりの寒さに震ふるえが止まらなかった。

『水夏ちゃん……さむくない？　ぼくが、あっためてあげる。ぎゅっとして』

『だいじょうぶ、それより水緑、すげーふるえてるけどだいじょうぶか？　おまえ、からだよわいからな。おれのうわぎ、きてろ、ほら』

　年長児童のお下がりジャンパーは袖そでとかボロボロだが、暖かい。だから、脱ぬいで水緑に差し出したのに、水緑は震えつつも頑がんとして受け取らなかった。

『水夏ちゃんがかぜひいちゃったら、ぼく、いやだ』

　水緑は言い出したら、絶対に引かない。頑固なのだ。

『水夏ちゃんのくち、むらさきだ。ね、ぐあい、わるくなったらたいへんだよ。なか、いれてもらおうよ』

『ダメだって、水緑。つれもどされるぞってずっといってるだろ』

『……水夏ちゃんの、がんこもの』

　水緑には言われたくない。頰ほおをぷくっと膨ふくらませて抗こう議ぎしようとしたら、水緑がそんな水夏の頰をつついてきた。寒くて震えてるクセに、何がおかしいのか笑ってる。

『水緑はのんきだからしらないのかもしれないけどな、しせつに、なにもいわないででてきちゃったのに、しんぷさまにあっちゃったら、しんぷさまが、ユーカイはんにまちがわれるかのうせいあるんだぞ？』

『せいしょくしゃだし、だいじょうぶじゃないかなあ』

　当たり前のように言われると、そうかも、と水夏の心も揺ゆれた。

『よ、ようすみて……ドアあけるから……！　まってろ……！　わわ』

『あらまあ、なんて可か愛わいらしい子供たち。教会に祈いのりを捧ささげにきたの？　偉えらいわねえ、一いつ緒しよに中で賛美歌を歌いましょう？』

　歯の根が合わなくなった頃、祈りを捧げに来た信者に横抱だきにされ、二人は不本意ながら教会に入れてしまった。

『水夏くん？　水緑くん？　……どうして……？　ああ、こんなに凍えて、一体、どうしたのですか？』

　氷のように冷たくなっていた水夏と水緑を、神父様が驚きつつも優やさしく温かく迎むかえ入いれてくれたことは忘れない。

　──その後。色々なことが、すごいスピードで変化したり決まったりしていった。

　もちろん養育院では、五歳の子供二人が夜にいなくなり、大おお騒さわぎとなっていたそうだが。

　しかし神父様が水夏と水緑と一緒に全力で謝罪してくれて、その後、色々養育院と話し合ってもくれたらしい。

　さらに、事情を汲くんだ神父様が、そのまま二人を引き取る手続きをすぐに行ってくれたことも後で知った。

　拾われた一歳の時とは違ちがい、五歳ともなれば自じ我がもはっきりしている。そんな中で、大人との話し合いの中、水夏と水緑は揃そろって神父様の元へ行きたい、と明確に望んだので教会に引き取られることが許された。

　さらに後から知ったのだが、神父様はいずれ水夏と水緑を引き取るために、二人を送った直後から里親認にん定ていを受けたり、養育院へ細かく問い合わせをしてくれていたらしい。

『──君たち二人はクリスマスイブの深夜に私の元に現れ、そしてまた、聖夜に戻もどってきてくれました。……サンタクロースからの、ステキな贈おくり物ものですね』

　慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおでそう告げる神父様が、水夏と水緑の親になってくれたのだ。

『お礼に──私からも、二人へプレゼントを』

　そう言って、お揃いのロザリオを水夏と水緑の首にかけてくれた。

























「遠えん慮りよなく相談してくださいね。神の声の代弁者である私が、水夏くんを困らす悪あく魔まを声こわ高だかに説得しましょう。十じゆう字じ架かを掲かかげて聖書を胸に」

「大変良いことに、悪魔と遭そう遇ぐうした経験はまだないというか」

　本気だから、神父様は放っておけない。

　常に神に従い、人のため水夏や水緑のために生きると断言する聖人は、街まち中じゆうの教会の神父でありながら世事に疎うとく、そしておそろしく人が良い。

『不治の病を抱かかえた父の入院費が足りず……、このままではとんでもないことに！　助けてください……！　とりあえず三〇〇万円ほど本日中に必要なんです……っ！』

『あーオレオレ、会社の書類なくしちゃって、今すぐ五〇〇万円ないとクビになっちゃう！　助けて親おや父じ！』

『これは呪のろいの壺つぼです。神父様に二五〇万円で引き取っていただかないと、私や私の子孫が代々呪われることに……っ！　助けてください!!』

　等々、悩める子羊たちの自じ称しよう深刻な不幸話に本気で胸を痛め、

『それはみなさん、大変ですね。判りました。私がバチカン法王庁や京きよう都と銀行などに頼たのみ借金をしてでも、みなさんをお救いしますのでどうかご安心を……』

『待て待て待てそこの奇き跡せきのド単純聖職者ああああ尊敬してるけど！！！！！！』

　さすが神の御使いだ、などと感心したのは二度目まで。笑えない。水夏と水緑は、子供ながらに頭脳と行動力を駆く使しして寸止めしてきたのである。

　とんでもないお人ひと好よし聖職者は、何度も悪人に騙だまされ路頭に迷いそうになってきた。

　誰だれにでも優しく穏おだやかで、疑うことを知らない純じゆん粋すいな《聖職者の鏡》である神父様のことは大好きだが、水夏たちの日常はおかげ様でスリリングすぎる。

　危機回かい避ひスキルが、半はん端ぱなく高くなれたのはよかったが、水夏も水緑も齢よわい十七歳にして、神父様の分まで社会の恐おそろしさも世間の裏表も、酸すいも甘あまいも世よ渡わたりも、駆かけ引ひきも知しり尽つくしたと言えよう。

（父の難病って水虫だし、オレオレに至っては誰だ？　オレも水緑も高校生で会社の書類関係ないし、神父様のことを親父なんて呼ぶわけねー）

　壺ネタの詐さ欺ぎ師しは、幸福系でないところにオリジナリティを入れ込んだのか。

「たくさん、食べてくださいね」

　神父様は手慣れた様子でウィンナーに模様を刻みながら、聖母のような優しい微笑ほほえみ（男だけど）を水夏へ向ける。

　朝食のトーストに塗ぬるペーストも野菜ジュースも、敷しき地ち内の畑で取れた野菜を使った神父様の手作りだ。とても美お味いしい。

「さ、お弁当もできました。本日も、しっかり勉学に励はげんでくださいね」

「がんばります。色々……。……」

　神父様が、いつものように水夏と水緑の弁当を目前に置いてくれた。司祭としての聖務日課に忙いそがしいだろうに、神父様は毎日欠かさず、水夏と水緑の食事の世話をしてくれている。

　ありがたい、とても嬉うれしいし感謝だらけだ。

　ちなみに、早朝ミサに参加する料理自じ慢まんの信者さんが手伝ってくれようとしても、

『彼かれらは血のつながりがなかろうとも、神に導かれこの教会にやって来た、私の大切な子供たちです。子供の食事は、私が愛情こめて作りたいのです』

　そうして、神父様オリジナルの意欲作《キャラ弁当》が、毎朝のように爆ばく誕たんしていた。

　ちなみに何な故ぜキャラ弁なのかというと、《楽しくお弁当を食べてもらいたい》かららしい。

　昨日のキャラ弁の図ず柄がらは、十字架に張り付けられ血の涙なみだを流すイエス様がご飯の上に、海の苔りと紅ショウガその他で描えがかれていた。一昨日は、イエス様の死に噎むせび泣なく使徒と悪魔が表現されていた。唐から揚あげや卵焼き、ウィンナーなど普通の食材で、一体どう作っているのか。プロ顔負けのできばえすぎて、毎度のことながら食欲が失うせる。

（神の御み許もとな教会に暮らす者として、神父様と別次元で俺おれや水夏も修しゆ行ぎようを強しいられてるよな。こういう前衛的な弁当を第三者に晒さらしつつ食うのは……試練だ）

　だが、やめてくれ、とは言いにくい。

「どうしたらより喜んでもらえるか、お弁当を広げた時の二人の笑顔を想像しながら作るのは、本当に楽しいです。本日のお弁当は、いつも以上に自信作なんですよ」

「それはそれは……楽しみです……かね」

　一点の曇くもりもない眩まぶしい笑顔に、罪悪感しかなくて視線を逸そらす。

　神様この噓うそは必要悪です許してください、と祈りつつ、幼いあの時にもらったロザリオをぎゅっと握りしめた。神父様へ噓、いや真実をオブラートに包む時は、こうしてロザリオを握りしめるのが癖になっている。

（こりゃまた、水緑と二人きりで隠れて食うしかない系かー……）

　まあ、水緑は学校の人気者すぎて周囲にいつでも人がいるから、昼休みは水夏と二人きりが息抜きになるみたいなので結果オーライと言えなくもない（多分）。

　神父様は本当に立派な方だ。

　路頭に迷っていた水夏と水緑の里親になってくれて、親以上の愛情でこうして育ててくれている。多少とは言いがたい厳しいほどの天然要素は、時には二人のライフポイントも激減させかねない代しろ物ものだが、それでもこれからもずっと敬愛しつつ側そばにいたいと願っていた。

　それは、水緑も同じ気持ちに違いない。

「ああ水緑くん、おはようございます」

　考えていたら、礼拝準備室に続くドアが開いた。振ふり返かえり、神父様が笑顔を向ける。

「おはようございます、神父様。……というか水夏ちゃん。また、早朝の礼拝堂の準備をサボったね。僕、全力でたたき起こしたの憶おぼえてる？　二度寝した？　待ってたんだけど」

「んー、憶えてはいるんだけど……」

　顔面に辞書を積まれての起こし方をされたのだ、命の危機を感じる容よう赦しやない手段をされて、忘れられるわけがない。

「どうしても起きられなくてさ、悪わりぃ。夕方の掃そう除じは一人でするよ」

「そういう問題じゃないんだけどね。……一緒にやりたかったって、話」

　すでにきっちり制服を着込んだ水緑が、いっそ大げさなほどため息をつきつつ、水夏に並んで自分の食しよく卓たく席に座すわった。

「水夏ちゃんと僕はお互いがお互いを一番判ってるし、僕一人でできるからって認にん識しきされたと前向きに考えるよ」

「うんまあ、そういうことで。ほら、水緑って優等生だし何でもそつなくできるってわかってたからっ」

「水夏ちゃんだって同じだ。僕ら、性格と得意分野は正反対だけど、スペックは双子そのものそっくりだから」

（それは違う。水緑の方がはるかに優ゆう秀しゆうだ）

　物心ついた時からずっと。すくなくとも、周囲はそう評価しているし、水夏もそうだと納なつ得とくしてる。ただ水緑と神父様だけが、昔から水夏を高評価してくれているだけで。

　朝は、六時半から始まるミサなどの聖務の準備がある。そして夜は礼拝堂の掃除だったり、翌日のミサや説法会に使う書類の準備などがあった。

　信者さんを手伝う形ではあるが、幼い頃からの水夏と水緑の仕事だ。なのに何故か水夏は朝の準備に参加できないことが多かった。

　違う用事があったり、何もない時は寝ね坊ぼうしたり。スポーツ少年であるので、気分爽そう快かい、どんな早朝でも颯さつ爽そうと起きて動けるくらいの健康優良児なのに。

　神父様が、うーんと首をかしげた。

「そうですね……。前から提案しているように、朝は水緑くん、夜は水夏くんが礼拝堂の掃除係と決めた方がいいかもしれませんね」

「幼い時からずっと二人一緒にやってますし、水夏ちゃんが寝坊し出したのも最近ですし。何より、僕は水夏ちゃんとやりたいのでこのまま様子見で。ね？　それで文句はないよね？　水夏ちゃん」

「は、はい。鋭意努力します……っ」

　神父様のもっともな提案に、水緑がきっぱり、お断りを入れる。言い出したら聞かないし、一度決めたことは変へん更こうしない石頭なのは水夏がよくわかっているので、とりあえず頷うなずいておいた。

「とはいえ、オレも神父様に賛成なんだけど……」

「何か言った？　水夏ちゃん、自分を甘やかすのは許さないよ。いつでも自分を高める努力は怠おこたってはいけないって神父様も仰おつしやってるんだし。堕だ落らくするのは簡単だからね」

「はいはいはい。判りました」

「本当はわかってないだろ。その不満あふれる口調と態度でバレバレだ」

（こうるさい）

　子供の頃からの理り屈くつ屋は、ますます磨みがきがかかっている。勉強大好き頭でっかちの水緑らしいというか。昔はあんなに可愛かったのに、とつい過去を振り返り寂さびしくなる。

「あ、けど。水緑が聖堂でのおつとめをしている間に、今日、オレたちが社会科見学に行く旧府庁舎の資料は揃えておいたから」

「それは当たり前だよね、僕が働いている間に寝てたんだから。そのくらいしておいてくれないと、僕だって怒るよ水夏ちゃん」

（可愛くない）

　水夏はケンカっ早くて口が達者な負けん気が強いワンパク少年、水緑は物静かで気が弱い優等生で無口、そして水夏の失敗の尻しりぬぐいをしている、と小さい頃からご近所さんや教会に来る信者さんたちに誤解されがちだが、実は違う。

「……まあ、実際はオレの数倍も口が達者で負けず嫌いで、気が強いのにな」

「何の話だよ」

「水緑ばかりが人生得してるよなーって話。みんな、誤解してるなって」

「水夏ちゃんは僕のこと誤解してないじゃないか。だから、それで良い」

「……あ、そう」

　この、水緑の《水夏だけいれば良い》思考は幼い時からまったく変わらない。人当たりが良いくせに人見知りで、誰にでも好かれているのに水夏にしか懐いていないことを知っているから、情にほだされついつい許してしまう。

「僕は上う手まく立ち回れているからね。不器用すぎて人間関係が下手すぎる水夏ちゃんと違って、長年積み重ねた信用はある」

（ぐうの音も出ない）

　育ての親の神父様は危険度マックスな天然とはいえ心が広く優しいのに、水緑のこの減らず口は一体。

「水緑が、あまりにも女子受けする見た目ってのもあるだろ。中身がどうであれ、ルックスが完かん璧ぺきなら世の中は楽々と渡っていけるって証あかしだよな」

「僕の見た目を褒ほめてくれてありがとう」

　新聞を読むから水夏の相手はもうしてやらない、と言わんばかりに会話は切られた。あああ、本当にかわいくないったら。

（確かに、水緑は顔が超ちよう一級、手足も長くて頭が小さくて、長身なモデル体型だよな）

　水夏と同じ十七歳なのに、できが違う。涼すずやかで端たん正せいな顔立ちは、女子が理想とする王子様？　的でいて欠点がない。

（その上、成績優秀、品行方正。そりゃー高評価で当たり前だよなあ）

　そういった意味でも、水夏と水緑は正反対であった。

「……学校の女生徒も女教師も近所の老ろう若にやく女子も、揃いも揃って水緑へ♡マークを飛ばしまくっているしな……男連中からの信頼も厚いし」

「え、私は水夏くんも、とても美少年だと思いますよ。身だしなみに興味がなくて、目つきが悪くて髪かみを整えておらず粗そ暴ぼうでがさつで、身長は水緑くんより低いとはいえ、一七〇センチですし」

「神父様、オレの身長は一七〇・三です」

　三ミリはデカい。しっかり認識を改めて欲ほしい。というか、水夏をフォローしているようでいて全力でディスってくれた。

「オレが信者さんからいただく古着は、ノーブランドでいて雑ぞう巾きん手前ばっか……いやそのくらいが着やすくて重宝はしてるんですけど。心置きなく雑巾にできますし。けど、水緑はブランド物の新品ばかりもらえて、換かん金きん率が高いから羨うらやましいというか」

「水夏くん、信者の皆みな様さまからいただいてるものを、売ってるんですか？」

「冗じよう談だんです」

　しまった、神父様相手につい本心がダダ漏もれした。

「な？　水緑が着ない服をほんの数着、たまたま、僅わずかな枚数だけちょっと売ったけど……毎回とかじゃないよな？　な？　なってば……水緑？」

　話を誤ご魔ま化かすために、横に座っている水緑を肘ひじで突つついた。

　コーヒーしか手をつけず、他の朝食は離はなれた場所に置いてある。

「お前、また朝食食わない気？　トーストもジュースも美う味まいぞ？　無む臭しゆうニンニクを使った神父様の手作りガーリックペーストのトーストと、夏ばて予防の特製野菜ジュース」

「ニンニクは、どうやっても駄だ目めだから」

　新聞に視線を落としたままの水緑を、神父様も心配そうに顔をのぞき込んだ。

「ニンニク嫌ぎらいの水緑くんも食べられるように、無臭だけでなく味もかなり工夫したつもりだったのですけれど……ダメですか？」

「アレルギーじゃなくて、ただの食わず嫌いだろ？　ホント美味いから、一度騙されたと思って食べてみろ、ニンニクペーストトーストと、ニンニクの味がまったくわからない、超健康野菜ジュース」

「アレルギーだよ、だからそういう問題じゃない」

　きっぱり断言しているが、水緑は噓をついている。以前、病院でアレルギー検査をした時に引っかからなかったのだから、ただの食わず嫌いだ。

「残すのもったいないぞ。自然の恵めぐみに、ちゃんと感謝して食わないと」

「感謝はきちんとしているし、水夏ちゃんの嫌いなニンジンとピーマンは、僕が毎回食べてやってるのに理り不ふ尽じんだ。水夏ちゃんってすぐ自分を棚たな上げするから直しなよ」

　むっすり反論をしてくる水緑は、かわいげがない。いやまあ、昔と違って図体ずうたいデカいし、可愛いとかではなく綺き麗れい系イケメンだがそういう問題じゃなくて。

　断固としてニンニクを憎にくむ姿勢を崩くずさない水緑の様子に、神父様が悲しそうなため息をついた。

「そうですか……水緑くんは、やはり駄目ですか……。気持ちを込めて、一いつ生しよう懸けん命めいに作ったんですけど……」

「あっ！　神父様！　ホント！　ホントに美味しいですし、オレ、水緑の分まで食えて飲めてマジ幸せですので！！！！！！」

　わかりやすいほど肩かたを落とす神父様に慌あわてて、水夏は水緑のトースト（四枚切りの分厚いやつだ）を無理矢理口に突つっ込む。それを、水緑の残した（素材の存在感たっぷりな）野菜ジュースで一気に胃へ流し込んだ。

「ああ……！　水夏くん、ありがとうございます。喜んでいただけて、本当に嬉しいです。神に感謝しなくては」

「はははぶひゃひゃひゃばば」

　──美味い。美味いのは事実だが、しかし。

「……水……っ！」

　諸もろ々もろが、喉のどに詰まった。死ぬ。
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「水み夏かちゃんって、神父様の善意に押おしつぶされそうになってるよね。無理なものは無理ってちゃんと意思を伝えた方がいいよ」

　水み緑ろくの、呆あきれた呟つぶやきと視線が痛い。

「別に、オレが好きでやってることだし、神父様が悲しむ顔は見たくないだろ」

「無理をしてるって知れば、水夏ちゃんの大好きな神父様は悲しむと思うんだけど」

「う」

　痛い指し摘てきだ。しかし、あの疑うことを知らない神父様が水夏の『無理』に気づくとは到とう底てい思えないのだが。

「というか水緑、その言い方なんだよ。《オレの大好きな神父様》って」

「事実じゃないか」

「水緑だって、神父様のことは好きだろ？　オレたちを第一に考えてくれて、ここまで育ててくれた大恩人の里親だぞ？」

「……まあ、そういうことになるよね」

　なんだ、この態度。

（最近の水緑は、反はん抗こう期か？）

　もともと、水緑は子供らしくない皮肉だったり不信めいた言動をすることは多かったが、最近は神父様に対しても斜ななめな言い方をするようになっていた。

「僕ぼくは、水夏ちゃんだけが大事なだけだよ」

「知ってる」

　多分一いつ緒しよに生まれて、一緒に捨てられて、一緒に救われた。水緑は水夏を唯ゆい一いつの家族として大事に思っている。

　──水夏だって同じ気持ちだしそれはありがたいのだが、以前から水夏としては不満なこともあった。

「水緑さ、神父様からいただいたロザリオ、どうした？」

「どうって？　机の中に大切にしまってるよ」

「いつも、首にかけて守護としなさいって、神父様が言ってたのに？」

「……。……水夏ちゃん、僕が誕生日にあげたイラスト、ちゃんと身につけてる？」

　話を逸そらしたな。

　しかし、とりあえず質問には答えてやる。

「もちろん。財さい布ふに入れてるぞ。お守り代わりにしろって言ってた、あの変な模様だろ？」

「変って何だよ。僕が水夏ちゃんのためを思って描いたのに」

「はいはい、ありがとう」

　毎年誕生日にはお互たがいに贈おくり物ものをし合っているが（同じ誕生日なので、交こう換かんしてる）、六歳さいの誕生日に水緑がくれたのは不思議なイラストカードだった。

　絵というか文字というか。子供が描いた落書きとしては不思議な模様で、当時から知能指数が高い神童だのと言われていた水緑だったので、天才の脳内図？　と水夏は認にん識しきしていたのだが。

　ちなみにその時に水夏が水緑にあげたのは、水緑のリクエスト通りに水緑がどれだけ大事か熱く語った手紙であるが、恥はずかしいから処分して欲ほしい。未いまだに、ケンカになるとそれをちらつかせてくるのは本当に卑ひ怯きようだと思う。戦意が喪そう失しつする。

「──ともかくさ、神父様にもし少しでも不満があるなら、まずオレに相談してこいよ、一緒に対策考えてやるから」

「対策って何」

　呆れたように横目で水夏を見てくるその態度が、生意気というか大人びているというか。多分双ふた子ごだろうに、何でこんなに水緑は水夏と異なるのか。

「え、えーと……神父様の良いところを、語る……？」

「それは、水夏ちゃんのせいで食傷気味だから。僕としては改善点を話し合いたいよ。ニンニクが毎日出てくるのは、ホント困ってる」

「それは、神父様なりの心こころ遣づかいだから」

「ほら、水夏ちゃんは神父様の味方ばかり。一体、何を相談しろって？」

　ああ言えばこう言う。水緑は、子供の時と変わらず水夏に独占欲を抱いているので面おも白しろくないのだろう。

「……昔はまだ、かわいげあったのに。最近の水緑は可か愛わいくない」

「僕に、かわいげなんていらないよ。可愛いのは水夏ちゃんだけで十分だろ」

「オレこそ目つき悪くて可愛げないっつの」

　真顔で冗じよう談だんを言わないで欲しい（神父様も同じような言動をするが、あっちはマジだからさらに困る）。

「水夏ちゃんは、神父様が大好きすぎて見えてないことが多いんだよ」

「見えてないって何だよ。好きでいて当然だろ」

　──居場所を与あたえてくれて、温かいご飯も食べさせてくれる。いつでも大事に想おもってくれている大人が、捨てられ子の自分に存在するなんて、奇き跡せきみたいなものだ。

「……お人ひと好よしなのは、神父様じゃなくて水夏ちゃんだから」

　はー、と大おお仰ぎようなため息を水緑はわざとらしくついた。

「そんなだから、お弁当だって前衛的アーティスティックなキャラ弁当になるんだよ。最近なんか神父様も腕うで磨みがきすぎて、キリストの処しよ刑けい図もジャンヌダルクの火あぶり図も、食材で見事に描えがききってるじゃないか。クラスメートに見られたらどん引きされるよ」

「う……まあ、それを避さけて、水緑と二人でしか飯食えなくなってるけどな……」

「それはいいけどね。僕は、水夏ちゃんと二人きりの方が落ち着くし。ただ、神父様としては計算外じゃないのかな」

「ま、神父様はオレたちが学校でみんなと仲良くコミュニティ築いているかってのを心配なさってるもんなあ」

　まさか、自分が気合い入れて作った弁当が原因で、昼飯は周囲から逃にげてこっそり二人きりで食べてるなんて、知ったら悲しむに違ちがいない。だから内ない緒しよにしている。

「……僕といつも二人きりでいるのは、嫌いやみたいだからね」

「友達が他にできていないみたいで、心配なんだよ」

　みんなと仲良くしているか、それを心配している。やはり、教会に引き取られる決定打になった、養育院ボス（当時八歳）とのケンカはインパクト大だったのだろうか。

「ねえ、何の話してるのー？　二人して」

「いっつもくっついてるよねー。ホント仲良し双子すぎ。飽あきないの？」

「飽きないよ」

　にっこり笑顔で即そく答とうするな、水緑。訊きいてきた女子が黙だまったぞ。

「おーい、先に中へ入っちまうぞ。二人だけの話は家に帰ってからしろよ」

「悪い、行く行く」

　確かに、家庭の話をしている場合じゃなかった。現状をはっと思い出す。水夏は慌あわてて水緑の腕を摑つかんでみんなの元へ走った。

　そうだ、今は社会科見学の真っ最中なのだ。重じゆう厚こうな石造りの、まるで西洋の城のような建物を見上げた。

　五名でグループになって見学に来たここはご近所──というか、旧庁舎の立派すぎる玄げん関かん前というか、車寄せというか。高級マンションの入り口みたいである。

「タダで夏は涼すずみに、冬は暖を取るのに年中来てるよな、旧府庁舎ここ。こうして奥おくまで入るのは、滅めつ多たにないけど」

「教会が参加するバザーの手伝いでも、せいぜい一階のホールまでだからね。僕たちの住む教い会えからほとんど離はなれていないし、こうして学校の勉強で来るのはちょっと不思議な感じはあるかな」

「……ここにオレたちがいるって知ったら、応援に来そうだよな、神父様」

「うん、来るね」

　班の残り三人が離れた隙すきに、水夏は水緑とこっそりため息をついた。

　ちなみに、班ごとに重複しないよう見学場所は異なっていて、この旧庁舎に来ているのは、水夏の班だけだ。

「まあ、オレと水緑は神父様に愛されちゃってるから仕方ないけど。幸せな悲鳴みたいなもんかなぁ」

「……それはどうだろ。愛されてるのは……」

「え？」

　水緑がぼそり、と何かを呟いたが、前を歩く班の女子たちの感かん嘆たんの声で消された。

「すごい、外見だけじゃなくて、中も昔のままなんだー」

　築百年を超こす日本最古の官公庁建物は見た目からして重厚だが、中に入って最初に圧あつ倒とうされるのは吹ふき抜ぬけた天てん井じようの高さと、正面の荘そう厳ごんでいて大きな階段だ。

　金髪巻髪のお姫様に似合いそうな大理石の大階段と大きな窓に、同じ班のみんなからもため息が漏もれた。

「すごい……初めて中に入ったけど、豪華……」

「外見は前を通る時によう見てたけど……中もこんな綺き麗れいやったんねえ」

「和風ばかりもてはやされるけど、この街って空くう襲しゆう受けてないから昔の洋館が残ってるし、貴重だよなあ」

　高い位置にもあるアーチ型の窓からは後光のように陽が差しているし、シャンデリアも年代を感じる貴重品そのものだ。感心したまま、みんなはきょろきょろと周囲を珍めずらしそうに眺ながめている。

「来慣れてるオレも、この建物にはトキメキ抑おさえられないから判わかるなー」

「水夏ちゃんがトキメキ？　誰だれに？」

　玄関ホールから廊ろう下かへ向かいながら呟けば、水緑が突つっ込こんできた。

「いや、ほら、ファンタジーな世界に入り込んだような感じがするし、非日常というか、洋風のお屋や敷しきって色々と想像膨ふくらむだろ？」

「僕は別に。ああそうか。水夏ちゃんって《光掲かかげし最強戦士・ミカ》だから、洋館に入るとそっちのスイッチが入ってしまうのか」

「…………」

　足が、無意識に止まってしまった。

「……はいぃ？」

「大人気対戦型バトルゲーム『壊かい滅めつの福ふく音いん』で、最強の騎き士しとして有名なんだよね？　裏うら技わざを使わず正当かつ真っ向勝負でいて無敵、しかし弱者には情を傾かたむけ救いの手を差さし伸のべることから、《後光が差したような存在》の意味で《光掲げし》と言われるようになったんだっけ」

「ななな……な……っ！」

　びっくりだ。何な故ぜ、誰にも言っていないのに知ってるのか。

　ちなみに『壊滅の福音』は、天使と悪あく魔まが、それぞれの世界を守るために戦うゲームだ。ユーザーは自分の好みで悪魔か天使のキャラクターに扮ふんし、自分の世界を護まもるために敵の世界を墜おとすのである。個人で戦うもよし、仲間を得てチームを作るもよし。全国的に人気のあるゲームだからユーザーであっても恥ずかしさはないのだが、神父様も水緑もゲームに興味がないから、コソコソと一人で楽しんでいた──のに。

「水夏ちゃんは隠かくれてやっていたつもりかもしれないけど、部屋は一緒だし、スマホの画面なんか通りがかりに見えるから全部判ってるよ」

（はあああ!?）

　うっかりしていた。それで何故、水夏のハンドルネームや活かつ躍やくまでもが判るのか。目や勘かんが良いとかいうレベルを超えてるだろう。

「ゲームする時間があるなら、教会でのおつとめに参加しなよ。忙いそがしいんだし、手伝うべきだ。水夏ちゃんは自分に甘あますぎる」

「けっけど、天使側のキャラだから……！　オレ……！」

「そういう問題じゃない」

「ですよね」

　水緑は、心の底から呆れているようだ。つらい。

「天使側だなんて、面白くないのに。どれだけ、教会や神父様が好きなんだよ水夏ちゃん」

「え？」

「僕は、悪魔の方が好きだ。僕だったら偽ぎ善ぜんのない悪魔側につく」

「えーと。……水緑なりの冗談？」

　教会に暮らしていて、なかなかシュールだが。

「というかお前……！　そこまで知ってて、何で今までそ知らぬフリしてたんだ!?　あ！　やっぱりゲームやってるとか!?」

「残念だけど、アカウントは持ってないよ。というか、『やっぱり』って何だよ」

「思いあたるキャラクターがいるんだよ！　《偽善剣けん士し・姑こ息そくデヤンス》とか、《詭き弁べんの商人・ゲスイ》とか！　ないしは《裏切り詩し吟ぎん家・ナルシス仮面》とか!?」

「数多くいるユーザーの中で、名前からして問題あるだろうことが判る連中キヤラばかりチョイスして、なんで僕だと推測してたんだよ水夏ちゃんは」

「いやだって水緑って、日ひ頃ごろは穏おだやかだけど実は手段を選ばないえげつない手法とか得意だろ？　まあ、そのおかげで神父様のお人よしによるピンチを幾いく度ども切きり抜ぬけて来られた……むぐ」

「うるさいよ水夏ちゃん。廊下に響ひびく」

　思わず声を上げてしまったのだが、しっと指を立てられて口をふさがれた。

「……仮想空間なんか、退たい屈くつで仕方ないよ。現実の方が、よほど……」

「え？」

　水緑が水夏の耳元で、小さく囁ささやく。ふざけたような、真しん剣けんなような、感情が複雑に入り交じった冷たい声こわ音ねに、真意を尋たずねようとしたのだが。

「いやー、重厚すぎて、空気まで変わってきた感じするよなー」

「貴族に遭そう遇ぐうしそうで、緊きん張ちようする」

「コスプレ撮さつ影えい会とかやれる、ってポスター貼はってあったよ。遭遇してもおかしくないかも」

　しかし、先を進む班の仲間たちは水緑と水夏を振ふり返かえることはなく、前をさっさと歩いて進んでいく。

（ん？　……これって）

　細長く大きなアーチ型の窓からさんさんと陽が入っているとはいえ、妙みように薄うす暗ぐらく思えるのは、外が明るすぎるゆえの目の錯さつ覚かくだろうか。

　赤いカーペットはずっと奥まで続いていて、その先が真っ暗く感じる。班の三人がその闇やみに消えていくのに、水夏は胸むな騒さわぎがした。

「庭も立派だよー、アーチ状の格こう子し窓ステキ」

「庭の向こうにも洋館あるけど、何やろ……あ、この庁舎、くちの形してるん？」

「このまま行けば一周できるんだろ？　二階にも、見学できる部屋あるんだよな？　旧知事室とか」

「二階の前に、旧議場が曲がったところにあるらしいわ」

「お城の中を巡めぐっているみたいで楽しいよね。ドアから貴族が出て来そう」

「いやーそこは華か族ぞくじゃね？　明治時代の建物なんだし」

　重厚な廊下を侵食する濃こい影かげに飲まれながらの、クラスメートたちの声音は対象的に明るく聞こえた。

　水夏と水緑は、その十数歩後ろを歩いていたのだが、窓の横を歩いているせいか明暗の差が激しすぎて目が慣れない──窓のない影を歩く三人は、完全に闇に消えた。

　昼近くとはいえ、ここまで強く日光が差すだろうか。

「春なら庭の桜、見応え最高だったろうに、葉桜かぁ残念。水夏が春を見たかってー」

「あはは、何それダジャレ？」

「けっこう苦しいよ、春を見たかって何ー」

「そうだぞ、オレをそんなアホみたいなダジャレネタにすんな」

　ははは、と笑う男子へ水夏は女子とともに思わず突っ込む。彼かれは隣となりを歩く女子たちに小こ突づかれ大げさに痛がるような声は上げるが、水夏へ返事をすることはなかった。

「？　おーい？」

　聞こえなかったのか、と思って再度声をかけてみる。しかし、それでも返事はなかった。廊下を曲がってしまったのか、三人の姿は見えないまま、楽しそうな明るい笑い声も豪ごう奢しやなルネサンス様式の廊下の遠くに去っていく。

（気配が、急速に消えていく……）

　違い和わ感かんが酷ひどい。

（何だろう。……影が濃くて……重い。みんなは、どこ行った……？）

　水夏の立つ、日差しの中との差だけでここまで変わるか？

　窓から入る陽光は眩まぶしく、それは延々と水夏を追っているかのように続いている。

　──三人と水夏、水緑の距きよ離りは数メートルあったものの、水夏がおかしくなったのではないとすれば、姿を見失うわけがなかった。

「なあここ、おかしくないか？　どう思う？　水緑。……水緑？」

　思わず、横にいるはずの水緑へ声をかけるが、返事がない。嫌な気がして振り返って、驚おどろいた。

「え？　水緑……？」

　いない。

　みんなみたいに影に入ってしまって姿が見えないのかと思ったのだが──違う。気配がない。慌てて、周囲を見回した。

「水緑？　おい、どこか部屋に入ったのか!?」

　返事はない。しかしいきなり、水夏の耳には先を行ったみんなの笑い声が飛び込んできた──姿が見えないのに、真横で聞こえる。

　嫌な気しか、しない。

「……っ!?」

　水緑を捜さがすために走ろうとした途と端たん、鳥とり肌はだが立った。

《バン！！！》

「わ！」

　いきなり、窓が開いて水夏を殴なぐるような強風が吹き付けてきたのだ。

「な、何だこれ……！」

　息が出来ないほどの強い風に、一面の花びらが舞まう。

　淡あわい桃もも色いろは、桜か。それが大量に、息苦しくなるほど水夏を包つつみ込む。

（え!?　ちょ……っ、何で!?）

　異常だ。絶対に、あり得ない。今は桜の季節じゃないし、何より数分前に見た中庭のしだれ桜は、確かに緑の葉ばかりが繁っていたのだ。

　桜の香りにむせる──風の音が、女の笑い声のように聞こえる。

「な、んで……!?」

　前を見ると、廊下が伸のびるわけがないのに窓が延々と続いていた。闇そのものな廊下に、窓と桜だけが陽に照らされていた。それが、合わせ鏡のように連なっているのだ──まともな状じよう況きようじゃないとすぐに判る。

　なのに、未だに班の連中の笑い声や話し声だけは耳元ではっきり聞こえる。

　水夏は息を飲み、混乱する頭に冷静さをたたき込もうと努力する。

　早くしないと。

　水緑が、心配なのに。

「あ。も、もしかして……っ！　オレがおかしいだけ!?」

　これは幻げん覚かくかもしれない。そういえば昨夜、水緑にベッドの中での菓か子し食いを咎とがめられ口論になり、感情のまま部屋を出ようとした時に、柱の角に頭をぶつけたが──それが原因か？

「なわけないだろ。柱をへこませた超ちよう石頭なのに。もし具合悪くなってるとしたら、二人分の朝食を完食しての食べ過ぎだよ」

「え？」

　いきなり声がかかる。

　そちらを見て、驚いた。

「え？　どちら様……？　職員？」

　そこにいたのは、見知らぬ青年だ。二十代中頃で、知性を感じる。柔やわらかい表情をしていても、冴さえた双そう眸ぼうが印象的だった。

「こんな気品溢あふれる優ゆう雅がで知的な美青年の公務員なんて、そうそういるものか」

（聖職者ならいる）

　公務員ではないが、神父様も天然なだけで気品も優雅さも知的さもかね備えた美青年だ。年齢不詳で、二十代前半にしか見えないのは神の奇跡か。

（というか、誰？　職員じゃないとすれば、一般見学者？）

　少なくとも初見だ。水緑ほど記き憶おく力は良くないが（頭のデキが違う）、生まれてからずっと家族以外（そもそも家族が水緑と神父様しかいない）の大勢の人間に接してきたからか、出会った人はほぼ憶おぼえている自信があった。

（何よりこんな人、一度見たら忘れない）

　本人が自信満々に言う通りの美青年だからではなくて（実際にかなりのイケメンだが）、色々とおかしいから。なんと言っても、服装がアレだ。

「何だい？　僕をじっと見て。見物料取るよ」

　視線を逸らした。冗談ではなく、有言実行しそうな本気を感じたのだ。
















「えーと……その、時代に背そむいたデコラティヴな服装は……？」

　この旧庁舎の西洋館に似合っているが、違和感しかない。西洋の貴族のような……いや、ファンタジーゲームに出てくる《若くて女子受けが良い》系の頭脳明めい晰せきキャラというか偉えらい立場みたいな格好をしている。分厚くタイトルが読めない本を手にしてるが、問題なのは帯たい剣けんしていることか。

　すぐ裏に、府警本部があるのに勇者すぎる。

「あ、判った撮影だ。コスプレイヤー？」

　この旧庁舎は、映画、国営放送の堅かたい歴史偉い人じんドラマ、ドキュメンタリー撮影など幅はば広ひろく利用されているし、素人しろうとの撮影会にも使われたりしてるらしい。

「失礼すぎるよ君、せめて超美形カリスマモデル？　くらい言いなよ」

「はあ」

「ま、そんな偽にせ物ものじゃなくて本物だけどね、僕は。本気の本当に、大悪魔とも言える魔ま界かいの実力者さ」

「ああ、そういう本物」

　なるほど、なりきりコスプレイヤーだと確信が持てた。

「そんな僕の紹しよう介かいなんかより。君、探し物あるんじゃないのかい？　あそこ歩いてるの、お目当てそのものな気がするんだけど」

「いや水緑はモノじゃなく人間だし……って、え？」

　自じ称しよう大悪魔で魔界の実力者は、やたら存在感のある剣を軽々と左手で抜いて、切っ先を廊下の先へ向けた。

「ああ、僕はペンより重いものを持ったことないから疲つかれる……」

　右手の分厚い本は電話帳より重いだろうに。いや、そんな戯言たわごとを気にしている余よ裕ゆうがないほど驚いた。

　いつの間にか、廊下は普ふ段だんと変わらない様子に戻もどっている。窓はしまっているし、中庭の桜も元の葉っぱだけ……にはなっていなかった。淡く見事な頰ほお紅べに色はまだ満開のままだ。

（これはもう、コスプレイヤーの謎なぞ演出!?）

　この実力者、いかにも金持ちにしか見えないので、コスプレに合った演出をしたのだろうか。金持ちの、金の使い道ほど理解不能なことはない。

（いや、桜より何より廊下の先の階段……！」

　さっきまで真っ暗で見えなかったのに、今ははっきり見える。廊下の先にある階段を、ゆっくり上る人影は──。

「おい!?」

　思わず声を上げてしまったが、水緑は水夏を見ない。

　廊下に響いた水夏の声が聞こえないのか、二階へ向かい黙もく々もくと階段を上っていた。

「ちょ、待てって！　オレの声が聞こえないのかよ!?　無視すんなって!!　次は旧議場見学だろ!?　──あ、ありがとう」

　慌てて水緑を追いかける前に、教えてくれた魔界の実力者様様様へ礼を告げるが、文字通り顎あごを上げた見下し目線で、ふーん、と何かを感心された。

「へえ、お礼は言えるんだ。礼れい儀ぎ知らずな悪ガキ……じゃなくてヤンチャかと思ってたら、結構、常識は判ってるんだねぇ」

「この程度は必要最低限の礼儀だから！　何よりお礼とかきちんとしないと神父様よりあいつのネチネチ嫌味説教が面めん倒どう……じゃなくて！　待てよ！」

「ま、頑がん張ばって追いかけてくれたまえ」

　重厚な、大理石の階段を上って追いかける水夏に、魔界の実力者様はひらひらと優雅に手を振ってきた。

　もちろん、面倒くさそうなこのイケメンなんか連れて歩きたくない水夏としては、大歓かん迎げいだ。

「班で集団行動しないと迷めい惑わくがかかるってば！　サボって点が取れなかったらボコられるぞ！　というか成績優ゆう秀しゆうなお前の邪じや魔ましたと誤解されて、オレが女子やその他大勢から批ひ難なんされまくるんだからな!?」

　問題行動するのは水夏で、それを諌いさめる天下無敵の優等生が水緑、という信用が完かん璧ぺきに出来ているのだ。

「君が嫌きらいで、逃げてるんじゃない？」

　魔界の実力者の声が下から響く。戻ってしばいたろか、とは思うが、剣ないしは分厚い本で返かえり討うちに遭あいそうだから我が慢まんをした。

「っ。オレたちは、生まれた時からずっとお互いを支え合って生き抜いてきたんだよ……！　絆きずなの深さはそんじょそこらの、平へい穏おんに生きてる兄弟と違う！　いい加減なこと言うな！」

　理り屈くつっぽくて皮肉屋で毒どく舌ぜつなところもあって最近では反抗期っぽいが、そんなの関係ないほどに強固な絆がある。

　階段を駆け上がり、廊下を見回す。すぐに、水緑の背中を見つけた。追いかける。

「……旧知事室へ、入った……？」

　重厚な扉とびらの一室に、水緑が入っていった。

　勢いそのまま、水夏もその中に飛び込む。

「待てよ！」

　ようやく追いついた、との思いで叫さけぶ──のだが。

「ノックくらいすべきだろう」

　優雅かつ威い厳げんに満ちた声音が、水夏に向けられた。

「あっ、すみま……。…………」

　予想外すぎて、思考が止まる。




　何故──やたら巨きよ大だいな黒くろ猫ねこが、立派な机の前に座すわり、書類にサインしまくっているのか？
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「え……っ？　市立動物園から脱だつ走そう……？　曲芸？　何のイベント……？」

「昨今、道ばたにもカフェにもいるような動物とっ捕つかまえて、動物園から脱走とかって想像力おかしいよね、君。まあ、あそこには確かに山ほど虎とらがわらわらしてるから、もしかして君、これ、黒い虎に見えた？」

　来たのか、魔ま界かいの実力者。来なくていいのに、わざわざ水み夏かを馬ば鹿かにしに来たのか。

「……いや、猫ねこにしたら十分巨きよ大だいだから……」

「え？　黒い虎が現れたの？　珍めずらしい、どこに？」

（トラじゃなくて、お前だよ）

　羽根つきペンをペン立てに置き、椅い子すから立ち上がった黒猫はきょろきょろと室内や窓の外を見回している。

　サイズ的に人間が中に入っているのはわかるが、チャックが見当たらない上に、縫ぬい目めも判わからない。毛並みは見事なほどふっさふさで、リアルそのものだ。かなりのクオリティの着ぐるみで、これは制作費が結構なものだったんじゃないかと推測できた。

「ま、いっそ動物園に展示されてもそれはそれで楽しいんだけどね。魔界の高官が、人間界の檻おりに入って見世物って、最高のギャグだ」

「魔界の実力者様は、市立動物園にも詳くわしいとか」

　とりあえず、ボケどころを探して設定に付き合ってみる。

「当然だろ、すべての世界の情報を網もう羅らしていて。僕ぼくは管理職なんだから、魔界は当然として、人間界や天界のことすらにも詳しいさ」

「了りよう解かい」

　魔界がどうとか人間界が何とかとか。手短に、魔界の実力者様との会話は終えるに越こしたことはない気がした。

「うーん……。黒い虎は見当たらないなあ。そもそも吾わが輩はい、猫アレルギーだから猫科の動物がいたら、すぐに判るはずだし」

　大きな金目で周囲を見回して黒猫が告げる。ツッコミどころ満まん載さいだが、とりあえず、猫の一いち人にん称しようが《吾輩》なのはかの有名な小説のシャレなんだろうか。

　いやそれより。

「この巨大な黒猫は、何？　魔界の高官ってホント？　実力者様の仲間？」

　彼かれらの詳しよう細さいな設定を聞いておくべきだ。混乱しかけている頭を整理させるために優先して行う。

「ああサタさん？　うん、僕より上位なんだよ。偉えらい順に上から五番目がコレで、僕が六番目だから」

「コレて」

　決して、上位に対する扱あつかいではない。

「サタさんとアガさんって、気楽に呼ぶことを許すよ。僕もこれも寛かん大だいなんだ」

　黒猫がサタで、魔界の実力者はアガという名らしい。

「……じゃなくて！　水み緑ろくは!?　この部屋に入った筈はずだけど！」

　はっと我に返り、水夏は慌あわてて問とい詰つめる。

「「水緑？」」

「オ、オレの双ふた子ごの相方っ……。いや、本当に双子か判らないけど、そういう風に育ってる！　その水緑が、この部屋に入っていったんだ。それをオレは追ったんだけど……！　水緑はどこに行った!?」

「君と双子って、ぱっと見た感じ似てなかったけど」

「人間が、魔界のこんな中ちゆう枢すう部に侵しん入にゆうしたらすぐに判るけど、気配はないよ。どんな感じの人間なんだい？」

　しかし、サタとアガは顔を見合わせてから、水夏へいかにもな疑問を投げてきた。

　そうだ、重要なことを告げていなかった。

「あ、えーとオレと同じ制服を着てて、シュッとしたイケメンで、スラスラッとしたルックスで、キラキラッとしたオーラを全身にまとった……！」

「君さ、効果音多いの何？　大おお阪さかのおばちゃん？」

　ほっといてくれ。

「……アガ……さんって、魔界から来たのに、大阪にも詳しいとか？」

「だから、優ゆう秀しゆうだからだよ。莫ばく大だいな情報量も広い視野も持ち得ているんだから、そんなの当たり前だろ、少しは想像力働かせなよ」

　設定が徹てつ底ていしているし、何よりこの実力者・アガとは仲良くできない気しかしない。

「大阪って、何ぞや？」

「はい？」

　机の下をのぞき込こんで未いまだ虎を探していた黒猫サタが、アガへ疑問を投げかけてきた。

「大阪っていうのは、人間界の都市名か？　吾輩、行ったことないんだが」

「人間界にある奥おく深ぶかい都市の一つですよ。あそこの連中は非常に逞たくましく、魔ま物ものとのハイブリッドかと思うレベルに強きよう靱じんかつ不死身のごときしぶとさです。四方八方からの飴攻こう撃げきも特徴的でして」

「え、吾輩、飴大好き」

「……明るい、商人の究極形態だから」

　水夏は噓うそがつけないので、敢あえてコメントは避さけた。

「というか、大阪知らないのか？　サタさん。この辺りで生まれ育った猫じゃないの？」

「いや、生まれも育ちもこの魔界だ」

　──そうだった。ここは人間界ではない設定か。

「ＯＫＯＫ、奥が深い」

「君、信用してないだろ」

　じと、と睨にらんできたアガが、ずばりと水夏の心を見み透すかしてくる。

「いや……まあ」

「ほら、あれでも？」

「へ？」

　一応とぼけて視線は逸そらしたが、サタの指す大きな窓を見てしまう。

　何だろう、外に何かあるのか。ここは二階だから、先ほどのしだれ桜が見えてきっと美しいはずだ。

　そんなことをぼんやり考えつつ、窓辺に寄ったのだが。

「…………え!?」

「判った？」

「……う、うそ……っ!?」

　驚おどろいた。

　──あり得ない。

「ま、一見は百聞よりも説得力あるからね」

　得意げなアガの声も、頭をすり抜ぬけていく。

　アーチ状で細長い大きな格こう子し窓の外は、水夏の知っている世界ではなかった。

　口の形をしている旧庁舎のはずなのに、目前に建物がない。いや、あるにはあるのだが、かなり離はなれたところに西洋の城や塔とうが見えた。

　建物も旧庁舎と同じなのは石造りということだけで、敷しき地ち面積も建物の壮そう大だいさもまるで違う。やたらと見晴らしが良くなっていて、遠くの林や森や山も見える。草原が広がり、点在する建物はのどかなヨーロッパの田舎いなか景色にあるやつだ。

　方角的に山が見えてもおかしくないが、本来あるはずの寺社仏閣や現代建築の建造物がまるで見えないことも含ふくめ、おかしすぎだろう。

（し、しかも……っ）

　歩く人々の中に、Ｔシャツにジーンズとか、ワンピース、スーツの着用者はいない。

　世界史の教科書で見た、中世期あたりの人たちの服装に似ている。しかも、自動車ではなく馬やロバを引き、カートではなく背負い籠かごを背負っていた。

　見るからに、水夏の知る世界ではない。

「なんで！？！？！？！？！？」

「何が!?!?!?!?」

　思わず叫さけんでしまったら、また仕事をし始めて書類に没ぼつ頭とうしていた黒猫サタも、思わずというようにハモって叫んだ。背中の毛が立って尻尾しつぽが太くなったので、驚いたのかもしれない、申し訳ない。

　アガはというと、呆あきれたようなため息とちら見をしてみせ、嫌いや味みを感じる。

「何でも何も、コレが言った《ここが魔界》が事実だってことだよ」

「コレって？　上司の吾輩を指してコレ？」

「人間界、じゃない……」

　サタとアガを交互に見比べ、水夏は息を飲み込む。

「じゃあ……もしかして、サタさんの、このもっふもふは着ぐるみじゃなくて……。ほ、本物……？」

「当然。本物だよ、なんでメリットもないのに、上司に巨大な黒猫コスプレさせて書類にサインさせなきゃいけないんだよ。人間界で絶賛、魔界キャンペーン中！　のイメージマスコットにしてるわけでもないし。もしそんなんだったら、やっすくて使い古された汗あせ臭くさい着ぐるみの中古を着せてるよ」

「吾輩、臭くて死んじゃう」

「いやいやいやいや」

　サタへの無礼千せん万ばんなアガの言動が気になるが、それよりこの現実をどうにかして消化しなくてはいけない。

「お、オレの頭が、どうかしてしまった可能性も!?」

「それ、さっき聞いた」

　目を何度もこする。窓の外に見えるものは一いつ緒しよだ。いや少し異なるか、さっきまでいなかった二足歩行の羊がスキップしてるし──じゃなくて。

　夢から覚めようと、頭を叩たたいてみた──ダメだ、羊が踊おどり出した。見事なタップダンスだ。意識を向けまいとさらに強く叩く。

「窓まど枠わくで額割ろうとするの、やめてくれないかな。物ぶつ騒そうだし、額かち割った少年が大将の執しつ務む室にいるなんて軽いホラーじゃないか」

　止められてしまったが、そこに水夏を心配する気配がミジンコほども見えなかったのは、気のせいじゃないだろう。

「夢から覚めたいから、一心不乱に、つい」

「だから夢じゃないって言ってるだろ。飲み込み悪い脳みそしてるね、君」

　アガは水夏へ視線すら向けず、黒猫サタの書しよ斎さい机の上にあった書類に目を通しつつ、やる気のない口調で応える。どうでもいい、といった風ふ情ぜいだ。

「夢じゃないなら空想か!?　リアルなんて認めたくない……！　巨大な黒猫が人間よりも真面目に仕事してるとか、無理設定だろ。寝ねてなんぼだろ、猫は……！」

「え？　吾輩、無理設定？　悪あく趣しゆ味み？」

「誰だれがセレブな空想家だよ。僕がセレブなのは事実だけど、かなりの現実主義者と自負してるよ。上司が天然で間抜けだからね。けど僕ぁ何もしてないよ。窓の外の景色はこの世界の日常、ナチュラル、平日な風景だよ」

「天然間抜けな上司？　誰？　ルキさんのこと？　吾輩わからない」

　ルキという上司もいるらしい。サタは、長いひげを震わせながら耳をぴくぴく動かし首をかしげている。見た目も可か愛わいいし、癒いやし系けいだ。その上働き者だなんて、どれだけ好感度を上げているのか。

「少し普ふ段だんと外の景色は違ちがうよ？　ほら、羊がブレイクダンス踊ってる。普段はそんなのいないし、この少年が驚くのも無理ないよ」

「ああ、それは非日常だったんだ」

　窓の外を眺ながめつつ、サタが教えてくれた。

　水夏は、冷静を自身に言い聞かせながら深呼吸をする。

　認めたくない。ないが、しかし。

「本当に、現実……？　壮大なコスプレ大会のセッティングで、景色まで変えてしまったんじゃなくて……？　もしそうなら、使われた大金がもったいなさすぎて卒そつ倒とうしそうだったけど……。うちの教会に少しは寄付しろよ、とか言えたのに……」

「魔界の高官が、何で教会に寄付しないといけないんだよ」

　正論だ。

（けど、じゃあなんで、教会に暮らして聖職者が里親のオレが、魔界にいるんだよ!?）

　魔物が教会に寄付をするのと同じくらいに理り不ふ尽じんではないか。

「ここが人間界じゃなくて魔界だって、認めたかい？」

「……不本意ながら……」

　その結論が、一番《自然》なのだ。

「わかった、ここは魔界。理解……した。多分」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。認めるしかない。窓の外を、背中に人を乗せた巨大な竜りゆうが横切っていったし。

　ああ、脳がついて来ていない、油断するとパニクる。

「け……けど、なんでオレ、いきなり魔界に来た……？　ただ、旧庁舎を歩いていただけだったのに……。役所から問答無用の魔界行きって、究極ブラックすぎだろ」

「京の街には、複数の異世界への入り口があるよ。そういう風に都を作ったみたいだしね。有名なところとしては、地じ獄ごくに直結してる井い戸どだってあるじゃないか」

　なるほど。

　井戸はともかく、書店には《魔界京きよう都と》やら《京都に存在する異世界への入り口》とか、怪あやしげなタイトルのついた本が並んでいる。まさか旧庁舎がその一つだったとは。

「観光客を増やすために、魔界と結けつ託たくしてるのかよ、うちの市は」

「大昔から、繫つながってるじゃないか。この街って、異界と関わり深いよね。何せ、三代怨おん霊りようの二柱はごりごりの京のセレブだし」

　納なつ得とくするしかない。

　ちなみに、黒猫サタは大きな金目で水夏たちを眺めている。水夏はさらに問う。

「──で、アガさんは、そんな委い託たく業務をし合ってるうちの府庁に用事があって、人間界に来ていた、と？」

「魔界のセレブな僕を、営業回りで人間関係に疲ひ弊へいしまくっている、人間界の平公務員扱いしないでくれる？」

　つくづく思うが、このセレブ魔物は人間界に詳しすぎだ。

「僕を召しよう喚かんした誰かがいたから、お呼びがかかったなってご指名に従い人間界に行ったんだよ。その時、僕が出て来た魔界と人間界が繫がった次元穴に、君が自ら入ったんだよ」

「ええええええ!?」

「というか、君が僕を召喚したとばかり思ってたし」

「そんなことできるかー！」

　教会に暮らしてて、神父が里親なのにそんな特技があったら笑えない。

　ぶっちゃけ、もし召喚するなら天使だろう、聖職者に育てられているのに悪あく魔ま召喚が大得意とか、育ててもらった恩知らずもはなはだしい。

「うーん、じゃあ誰が僕を召喚したのかな……。自じ慢まんじゃないけど、僕ってサタさんみたいに単純馬鹿じゃない上にさらなる超ちようエリートだから、よほど実力がなければ呼び出しなんかできないはずなんだけど」

「自慢溢あふれる説明はともかく、サタさんに失礼きわまりなくね？」

「光と陰いん影えいが濃こく、闇やみが現れた時は魔界と繫がった時なんだけど」

　水夏の疑問は無視された。

「そういう変化が身の回りになかったかい？　例えばしだれ桜の狂くるい咲ざきがあったり、時空が歪ゆがんで窓が無限に増えたり、鈍どん感かんで無神経な下級人間でも判る異常はあったと思うんだけど」

「あ！　あれか……っ！」

　なるほど。確かにあれは異様な光景だったが──まさか、異次元の出入り口が開いていたからの、不思議状じよう況きようであったとは想像できなかった。

「周囲のあの異常な変化にオレ、本気で驚いて……っ、ただ、窓から入る光の中でうろうろするしかできなかったんだよな……。右往左往というか。闇というか影かげ部分に入るのがただ恐こわくて……」

「へえ、どんな感じに、光の中でうろうろしてたんだい？」

「こう……」

　憶おぼえてないけれど、何となくこんな感じ、というのを小回りして再現してみた。

「あ、それそれ」

「え？」

　黒猫サタが、もっふりした尻尾をパタつかせつつピンクの肉球を水夏の足あし下もとへ向けた。

「再現だから確実じゃないけど、その足の動きって、アガさんの印章を描えがくように動いてないかい？　印章は、魔ま方ほう陣じんを作るのと同じくらいの召喚効果があるからねえ、結果的に召喚しちゃう可能性は十分にあり得るよ」

「マジか」

「とはいえ、僕ほどのセレブともなれば、印章を描かれたくらいでは召喚されないよ。それなりの強大な能力や問答無用に、最強のアイテムを持ってるとかしないと。簡単に呼ばれてほいほいやってくるような、安い大悪魔じゃないもんで」

　水夏が話について行けなくても、アガの自慢は止まらない。

「ちょっと人間界に用事があったから行こう、とアガさんが準備してたタイミングでの召喚だったのもあるんじゃないかな」

　用事とはなんぞや。

「……あれ？　おかしいぞ」

　重要なことに、気づいた。

　水夏が挙動不ふ審しんな足の動きで指令の印章を作ったのは、周囲に異変が起きてからだ。

「魔界の入り口が開いた方が、オレが足の動きで印章を作るより先だったもんな。ってことは、やっぱりアガさんが人間界に召喚されたのには、オレは無関係ってことになるよなあ」

「いやいや、そんな謙けん遜そんしなくても。その場にアガさんが現れたということは、少なからず君が導いたという何よりの証あかしだろう。人間界での用事が終わって魔界に戻もどるのに、アガさんの迎むかえを期待して、自分で魔界の入り口作って召喚したと吾輩は予想するぞ。あんな雑の極きわみの印章にも応えて呼び出されてやるなんて、アガさんも親しん戚せきの子には弱いんだなあ」

「アガさんの、親戚？」

　耳をぴくぴくさせての黒猫サタの言葉に、水夏は眉を顰ひそめた。そりゃ偶ぐう然ぜんの足の動きなんだから、雑で当然だ。

「いや……！　まったくの初対面だから！　魔界の住民に知り合いなんていないし！　だからオレ、教会で育った、里親が神父のごりごりな天使側だっての！」

「それは周囲の天使を欺あざむく仮の姿で、実は悪魔側ってオチはないか？　吾輩の直属の部下にも、結構そういうの得意な子いるよ？」

「いやいやいやいや！　違う……！」

　猫の部下って何か判らないが、とりあえず誤解を解きたくて大きく首を横に振った。

「オレ、ただの人間！　何で魔界に来たかまったく理由判ってない、悪魔の召喚なんてできるワケがない一いつ般ぱん人じん！　ただただ迷子になっているだけ！」

「いやいや、謙遜はいらないから」

「本当に!!　本っ気で!!　魔界に縁えんはないから!!」

　水夏の断言に、びっくりした金目が四つ、凝ぎよう視ししてきた。

「……本当に？　サタさんの親戚とかでもなく？　猫の姿を知らないのはどうかとも思うけど、ほら、執務室に堂々と入ってたし……」

「えー、吾輩の親戚にこんな子、いなかったような……。アガさんが召喚されてるんだから、アガさんの親戚だよ。お互たがい知らないだけでさあ」

　新手のなすりつけ合いか。何な故ぜかこんなのでも悲しい。

「とりあえずアガさん、一度きっちり戻りなさい。もしかしたら、猫やめたら少年の方が思い出すかもしれないので」

「そうかな？　うーん」

　首をかしげ、サタさんは少し考える。そして、書斎椅子に座すわった。

「親戚そこそこ多いから、忘れてるだけかなー。やっぱ三桁けた数の完全暗記は無理か」

「わあ!?」

　ぼん、という何かの爆ばく発はつ音と同時に、いきなり黒猫サタが煙けむりに包まれる。

「サっ……！　サタさんが……！　アガさんに殺された!?」

「なんで、君よりサタさんから離れてる僕のせいになるんだよ」

　いやだって一番犯人になりそうだし、完全犯罪をゲームとか言って実行しそうだし。

「ただ、変身を解くだけですよ」

「あ、良かった。変身解いただけなら……っ」

　サタさんの元気な声が、煙の中から聞こえてほっとする。見ていると、視界がクリアになるにつれ、サタさんの姿が見えてきた。

「────」

　──のだが。

　口があんぐり開いて、言葉が出なくなった。
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「どうかな。私に見覚えはある？」

「み、水み緑ろくよりびけい……っ？」

　一体何が起きた？　着ぐるみを脱ぬいだのか、ないしは手品か。

「……っ、サタさんが消えたら……！　超ちよう絶ぜつイケメンが出た……！」

　今までのもっふり丸い体型はどこに消えたのか。目前には、スレンダーで長身、金きん髪ぱつで金目の気品あふれる青年が一人、優ゆう雅がに椅い子すに座すわっていた。

「すべての女性を魅み了りようする魔ま力りよくの持ち主だからね、サタさんのルックスは魔ま界かいでもトップクラスだよ」

「っ、猫ねこの着ぐるみの、中身なのに？」
















　着ぐるみ愛好家を悪く言う気はないけれど、あんまり驚おどろいたので、つい。

「着ぐるみじゃないって。サタさんは猫の変身を解いただけだよ。高位の大悪あく魔まなんだから、変身能力くらいあって当然だろ。バカ？　君」

　そんなことを言われても、人間界の常識しか知らない。

「人間界の常識なんか、魔界と大差ないよ」

　アガに言われ、ふと窓の外を見る。巨きよ大だいな猛もう禽きん類が、背に三人ほど人を乗せて飛んでいる。視線を逸そらし──深呼吸をした。なるほど、常識って何だろう。

「でもなんで……？　美形の自分を隠かくし、巨大猫に変身してた……んです？」

「猫の方が、モテるから」

　すがすがしいほど、堂々とした返答だった。

　というか、この超絶イケメンより猫の方がモテるのか。猫というのはなんと恐おそろしい動物だろう。

「猫は、ただ寝ね転ころがり、腹を見せ、上うわ目め遣づかいに一声鳴くだけで人間を魅了し、惹ひきつける。間ま違ちがいなく最強の生き物」

　とうとうと語り始めるサタが綺き麗れいすぎて、頷うなずき忘れた水み夏かへ、さらに主張は続いた。

「猫が大好きな某ぼう国軍隊からの攻こう撃げきを避さけるため、猫を盾たてにして戦力を無効にした都市すらある。そんな最強、かつ偉えらい猫こそ、至高の存在」

「女性だけでなくおっさんにもデレデレされて、抱だっことかチューとかされまくるのが嫌いやで巨大化したって言ってたよね、サタさん。魅み力りよくありすぎるのも問題があるんじゃ」

「それはつらい」

　アガの話には同情を禁じえない。というか、サタは猫の時と人格が違くないか？　一いち人にん称しようも《私》になっていたし。

「ま、僕ぼくは猫見ても何とも思いませんけどね。猫嫌ぎらいの犬派なんで」

　なるほど、だからアガは冷静か。

「猫ほど愛くるしい存在を嫌うとは、人間にあらず」

「魔ま物ものなんで」

　上司のサタへアガが堂々と反論する。そして、傍ぼう観かんしていた水夏を見た。

「で？　サタさんは親しん戚せきだった？」

「悪魔の身内はいないから」

　ぶんぶんぶん、と首がもげるほど思い切り横に振ふる。水緑以上の美形なんか、人間界で見たコトあるはずない。

「じゃあなんで君は、魔界トップクラスの僕らと一いつ緒しよにいられるんだろうね？　普通の人間なら、魔僕物らの気に当たって死んでるけど」

　そんなことより水夏の頭の中は、水緑を捜さがしに行くことで一杯だ。

「人間が魔界に彷徨さまよい込こむことすら滅めつ多たにないのに。その上、僕らレベルの大魔物に遭そう遇ぐうできるなんてあり得ない。誰だれかの手引きがあったとか？」

「話がかみ合ってないぞ。本当に、水緑知らない？」

「人間は見てないって言ってるだろ、しつこいね」

　初耳だし、大事な相方がいなくなって心配するのは当然だし。

「少年、名前は？」

「水緑だってば。……って、あ、オレ？」

　サタが、ふと尋たずねてくる。そういえば、まったく名前を名乗っていなかった。

（ええと、こういう場合は姓せいから言うべき？　サタやアガみたいに、オレも名前だけ答えるべき？）

　どう答えるべきか悩なやんでいると、ああ、とサタさんが気づいたように声を上げた。

「まず、私たちが真の名でもある本名を答えないと教えられないということかな。本名は弱点に通じるからね。少年は賢かしこい」

「双ふた子ごの兄弟の名前はばんばん言って、そっちを踏ふみ台だいにして自分は助かろうとする手段、確かにズル賢いかもね」

（違うわ）

　そんなこと微み塵じんも考えるわけがない。というか、水緑や神父様に危険が及およぶくらいなら、水夏は自分一人でどうにかしてやる。そのくらい大切な存在たちだ。

　睨にらんでいたら、大おお仰ぎようなため息をつかれた。

「何、その批ひ難なんの目は。……ああ、さっさと僕たちに名乗れって？　上級魔物に対して、大した度胸だねえ。まあいいか。……魔界一、女子にモテモテなイケメンのサタさんが、サタナキア大将。僕が司令官で、アガリアレプトっていうんだけど」

「は？」

　あっさり告げられる名前に、水夏は間ま抜ぬけな声を上げてしまった。

　サタ＝サタナキア大将はアガ＝アガリアレプトをびっくりして凝ぎよう視しするが、自分の口をぱっと塞いだ。隠し事がありありの様子だが無視し、アガの自己紹しよう介かいは続く。

「ルシファー様、ベルゼビュート様、アスタロト様という三大支配者のすぐ下にいる高級魔物さ。まあ僕もサタ大将もルシファー様の直属なんだけど。このお三方に次いで偉い大悪魔ってことだけ憶おぼえればいいよ」

「は？　え？？　は？？？」

「グリモワールっていう、悪魔学の本は知らないかい？　悪魔の紋もん章しようを手ての甲こうに描えがいたりしている、深刻な厨ちゆう二に病者のクラスメートがもしいたら是ぜ非ひとも訊きいてみてほしいね。間違いなく、詳くわしく教えてくれるだろうから」

　確かに、大学ノートの表紙にマジックで《悪魔の書》と書かれた自作の秘術書を持っているヤツは中学の時までいたが、残念ながら高校では存在を確かく認にんできていない。

「グリモワールが判わからないなら、《エロイムエッサイム　我は求め訴うつたえたり》という悪魔召しよう喚かんの一節はどうだろう？　有名じゃないかな？　日本の子供たちの間で、絶賛流行中と聞いていたが……」

「前世紀の漫まん画がが元ですよ、サタ大将。この少年の生まれるより、何十年も前です」

　昭和時代は、悪魔召喚の呪じゆ文もんがはやるほど世間や情勢は不安定だったのか？

（というかあああ……っ）

　なんということだ、とりあえずぶっ倒たおれたい。

（知らないわけがない……！）

　水夏は物心ついた時から、水緑とともに聖堂で聖書やキリスト教に親しんできたのだ。

　天使や聖人について学ぶのと同時に、何でも知識として吸収したがる水緑に付き合い、キリスト教系の悪魔やグリモワールについても学んでいた。

　──最近ハマっているゲームも天界と魔界の戦いなので、そこでも非常によく知っている。

（というか水緑！　余計に所在が不安なんだけど！　ホンッキでまずい大悪魔たちだし!!　こいつら!!）

　状況を理解すればするほど、焦あせりが募る。

（オレ、魔界のトップ悪魔と遭遇してるのか、確かに謎なぞすぎる!!）

　一刻も早く水緑を捜さないと、大変なことになる気がする。

（いやしかし……っ、オレみたいに、大悪魔にとっ捕つかまっていたらどうしよう……！）

　ルキフゲ・ロフォカレ宰さい相しように、とか。

　サタナキア大将、アガリアレプト司令官より上位の大悪魔だ。アガリアレプト司令官はサタナキア大将とほぼ同列ではあるが、ルキフゲ宰相は、三大支配者のすぐ下にいる大悪魔だった。

（そういえば、サタナキア大将は女を意のままに操あやつる能力に長たけているよな……。アガリアレプト司令官は、秘密や機密を全部知っているけど、というか世界中の弱みを握にぎっているアガリアレプト司令官って実はすごい実力者だよな!?）

　そりゃあ、水夏ごとき人間の高校生なんか見下して当然だ。

（ヤバイ、逆らえない……つか、なんで旧庁舎がそんな大悪魔のいる部屋に繫つながってるんだよ!?　だから京都は魔都市やら魔界と繫がってますみたいな変な説が生まれるんだって！）

　いや実際繫がっていたので、誤解ではなかった。

（ほんとピンチ！　水緑が心配だけど、現状でオレ危き機き一いつ髪ぱつすぎて動けない！）

　予想していなかった事実をつきつけられ、水夏の驚きよう愕がくは止まらない。今はもう、一刻も早くこの場から離はなれて水緑と合流したいと願うのみだ。

「眉み間けんをこれ以上ないほど寄せて、すごく変な汗あせかきはじめてるけど、理解できなくて混乱してる？」

　アガリアレプト司令官にからかわれる。するとサタナキア大将が、ああ、と声を上げた。

「難しすぎたかな……。少年は、日本人なのだろう？　宗教が何でもありなチャンポン大国だが、仏教メインゆえに悪魔には疎うといか」

「いやサタ大将、この少年は教会関係者らしいから、キリスト教系の悪魔である僕らの名前くらいは知ってるでしょう」

　ぎくっとなる。天界贔びい屓きだ、とバレたらまずい。昔から天使と悪魔は犬けん猿えんの仲というか、戦い合っている間あいだ柄がらだ。

「とはいえ、頭悪そうだから微び妙みようかな」

　顔をのぞきこんだアガリアレプト司令官、殴なぐりたいが殴れない。

「……横文字の名前に、慣れていない日本人なのかな？」

　まさかのそっち方面に察したか、サタナキア大将。

　この、顎あごが外れんばかりに大口を開けてぽかーんとしつつ、冷ひや汗あせだらだらで混乱している水夏の、余よ裕ゆうない様子で察して欲ほしいが、欲しくない。

「──で、少年の名前は？」

「えっ」

「君の名前。自己紹介したんだから、君もしなよ」

「えー……え？」

　ここは、正直に言っていいのか。悪魔に名前を教えると、魂たましいを抜かれたり操り人形にされたりするんじゃないのか？

「……山やま田だ太た郎ろうです……」

「は？　水夏くんだよね？」

「────」

　ここまで見事な瞬しゆん殺さつは、そうそうあるまい。

「西にし大おお路じ高校二年生十六歳さい、誕生日は今暮らしてる教会の司祭に拾われた十二月二十四日で、日本で一番誕生日が多い前日設定とか」

「えっ、クリスマスって誕生日多いんだ？」

　知らなかった。というか、バレバレにもほどがあるだろう、さすがのアガリアレプトだと感心の方が先に立つ。

「国家機密ですら速そつ攻こうハッキングできるこの僕に、噓うそ言う度胸は感心するよ」

「判ってるなら、聞くなよ」

「いや、どう答えるかなって思って。想像以上につまらない返答だったね」

　鼻で笑われた。アガリアレプトこいつとは絶対に相あい性しようが悪い。いや、大悪魔と相性良かったらそれはそれで深刻だ。

「も、もうバレバレだから正直に言うけど……！　オレは教会で育って里親が神父様で……！　魔界や悪魔と真逆な生活をしている、天界側の人間だし！　なんで《大奥おう義ぎ書》に描かれているレベルの六柱上位の大悪魔と遭遇したのか、さっぱり判らないんだけど！」

「いや、だから私たちもそれを不思議がってるんだよ。里親の神父に内ない緒しよで魔界に関わってるとか、悪魔の紋章が体に刻まれているとか、悪魔の書を肌はだ身み離さず持ってるとか、ない？」

（ねーわ）

　サタナキア大将の穏おだやかで柔やわらかい口調は、見た目の美しく上品な様さまと相まって大悪魔らしくない。

「紋章も本もない！　おい、アガリアレプト！　……司令官様！　証明してくれ！　……ください！」

　動どう揺ようしまくり口調も荒あらく態度も大きい水夏の方が、よほど魔界属性か。

　呆あきれたように、アガリアレプトがしらけた視線を向けてくる。

「セレブなこの僕へ、ギリギリで敬けい称しようつけたね、水夏くん。……ま、根に持つけど怒おこらないよ。何で大悪魔のこの僕が、初対面の水夏くんのことを詳しく知らないとダメなんだい？」

「え、だって機密すら全部判ってるし、オレのプロフィール知ってたじゃないか!!」

「機密秘密は判るけど、秘密を『視みる』のって疲つかれるし。面めん倒どうだし」

　この悪魔、使えない。

「魔界に精通してるなんて、七二柱以上の大悪魔以外にはいないよ。で、君は何柱？」

「だから悪魔じゃないって！」

「その割には、《大奥義書》知っていたよね？」

「……。……ゲームで……」

　ここは正直にならないと、余計にややこしくなると判断した。

「人間界の遊び？　追いかけっことか、かくれんぼとか？　男子ならベーゴマかな？」

　もしかしたら、サタナキア大将は昭和の日本にいたことがあるのだろうか。

「いや、対戦型ＲＰＧというか……。最近オレがはまってるのは天界と魔界の戦いで、その中に天使や悪魔がたくさん出てくるから、アイテム含ふくむ名めい称しようを知っているというか」

「名称？　例えばどんな？」

「天使や悪魔の名前や地位、強さ、特技とか……。それら情報を駆く使しして仲間を作ったり、闘ったりしてるんだけど……。最近、超ちようレアな《大奥義書》を手に入れたから。たまたま知ってただけで……」

「《大奥義書》を手に入れた!?　本物を!?」

（いや、話の流れでゲーム内って判るだろそれ）

　何な故ぜ驚くのか判らないが、天然ボ……サタナキア大将だからか。

「オレは天使側だから、滅め茶ちや苦く茶ちや強い攻撃道具になってるんだ。悪魔のデータが載ってるから、撃げき退たいして世界を奪うばうのに必要不可欠というか」

「世界を奪う!?」

「何の偽ぎ善ぜんだよ、水夏くん」

　面倒なことに対戦型ＲＰＧを知らないらしいサタナキア大将の顔色が変わる。そんな様子をちらりと見ただけでフォローもせず、水夏の悪口を言ってる場合か、アガリアレプト。大将へ説明してくれ頼たのむ。

　期待できないので、水夏が説明するしかない。

「ええと……。つまり、どういう話かというと、『壊かい滅めつの福ふく音いん』っていうゲームの中で、オレは天使側で戦っている《光掲かかげし最強戦士・ミカ》なんだけど……」

「えええ!?　光輝く最強天使!?」

「裏うら技わざを使わず正々堂々と真っ向勝負を悪魔側に挑いどんでいて無敵なのを自負してて、弱っている天使側を見つければ助けてるから、『壊滅の福音』内では有名で……最大ライバルは、悪魔側で得点トップの《６６６》なんだけど！　そいつがめっちゃ強くて、オレの性格を理解してるかのような攻撃をしかけてくるんだ。けどまあ、今のところは五分五分の勝敗なんだけど……って、あれ？」

　サタナキア大将へ熱弁を振るっていたから、背後に誰かいたことには気づかなかった。

　ガシャン！　と陶とう器きのようなものが割れた音がして、慌あわてて振り返る。

　すると、メイドの服装をした少女が三名ほど立っていた。

「あ、せっかくのお茶が……」

　大きなトレーで運ばれた茶と菓か子しは、アフタヌーンティなるものか。菓子やサンドウィッチが三段のトレーに可か愛わいらしくのっていて、とても豪ごう華かだ。

　ちなみに、彼女らが人間でないことはすぐに判った。羊のような巻角があったり額に一本角があったり、コウモリみたいな羽が背中についていたりする、個性豊かな風ふう貌ぼうだからだ。

「え？　あの……」

　明らかに、怯おびえた目で水夏を凝ぎよう視ししている。何だろう、と、つい一歩寄よって声をかけてみた──のだが。

「……！　天界最強戦士のＭＩＣＨＡ!?　おおお願いです！　殺さないで！」

「いやー！　いつの間に、こんな魔界の中ちゆう枢すう部に天界側が侵しん入にゆうしてるなんて！」

「大変です！　誰か！　誰か来てください！　サタナキア大将とアガリアレプト司令官が、天界側のＭＩＣＨＡＥＬに殺されかけてます！」

「え？　ちょ!?」

　メイドたちが、慌ててバタバタと部屋から逃にげ出だしてしまう。

　その背を慌てて追おうと廊ろう下かに出て、驚いた──水夏が入ってきた旧庁舎と違う。あれは重厚な造りだったが、今、水夏の前に広がる廊下は豪華絢けん爛らんで、写真で見たことのあるヨーロッパの大貴族の城のようである。

「っここどこ!?」

「だから、魔界の中枢って彼かの女じよたちも言ってたろ？　サタナキア大将の執しつ務む室だよ」

　思わず叫さけんだ水夏の背後から、アガリアレプトが冷静に教えてくれた。いや知ってた、ただ冷静になりたくて叫んだだけだ。

「で、どうしようかね。思い切り場内の兵たちが慌ただしく動き出してるし……。水夏くんに提案なんだけど、大人しく捕まって地下牢ろうに入るのと、抵てい抗こうして殺されるの、どっちがいい？　なお、殺された場合はもれなく天界側へ首を送ってあげるけど」

「天界側だって、まったく知らない人間の首送られたら困こん惑わくするわ!!」

　アガリアレプトが愉ゆ快かいそうに提案するのは業ごう腹はらだが、本気だ。殺気溢あふれる兵士があっという間にやってきて、水夏へ剣けんや槍やりや長刀？　の切っ先を向けつつ周囲を取り囲んでしまった。

「天界軍の司令兼けん大将兼特とつ攻こう兼暗殺部隊長である、《光掲げし最強戦士・ＭＩＣＨＡＥＬ》！　僅わずかでも動けば命はない！」

「ミカエルじゃなくて、ミカ！」

「だからミカエルだろう!?」

「ちがーう！」

　何か大きな誤解が生まれていて、大おお騒そう動どうに繫がったらしきことは理解できた。

「本当に誤解だって！　光掲げしどうのって厨二病満まん載さいな名称も、『壊滅の福音』内で正体がバレないだろうからできた、一種悪ふざけの呼び名だし！」

「《ちゅうにびょう》とは天界用語か！」

　どっちかというと、魔界寄りだ。

　隊長みたいな偉そうな兵士が叫ぶのに、水夏は本気で困惑する。

　つまり、天界には本物の《光掲げし最強戦士・ＭＩＣＨＡＥＬ》がいて、魔物と闘っているらしい。それが、水夏だと間違われている。

（誰だよ知らないよ！　会ったこともないしＭＩＣＨＡＥＬって……！　……？　……!!）

　考える。すぐに、理解した。

「ってぇ!?　ＭＩＣＨＡＥＬって、大天使ミカエルのこと!?」

　気づいたら、水夏の血の気が引いた。すごい大物と勘かん違ちがいされていないか？

「ねえ水夏くん。君が天界の、あのケンカ馬ば鹿かの大天使じゃないって証しよう拠こあるかい？」

　さすがは大悪魔だ、ミカエルへさらっと暴言をかましてきた。

「ほらこれ、ゲームの『壊滅の福音』の世界地図！　こんな感じで世界が真っ二つになってて、魔界側がこっち！　天界側がこっちにいて……！　次の写真！　そこに映ってるのが悪魔側、天界側のおもな登場人物なんだけど！」

「へえ」

　水夏は慌ててポケットを探さぐり、スマホを取り出して写真を見せる。さすがに圏外だったが、ゲーム内のレアなシーンをスクリーンショットで撮とっていたのだ。それをアガリアレプトに見せると、逡しゆん巡じゆんしているような表情をした。

　そして、興味はあるけど覗のぞいていいものか悩んでいるようなサタナキアへも、スマホの画面を見せる。

「こ、これは……っ！」

（あれ？　顔色が……）

　緊きん張ちよう感が走った気がする。何で？

「あーこれ、本気でアウトかも」

「なんでええええええええ!?」

　アガリアレプトの呟つぶやきで、水夏の首に幾いくつもの武器の切っ先が当たる。そんな水夏の危機的状況を眺め、アガリアレプトは面おも白しろそうに目元を細めた。

「このままだからね」

「は？」

「魔界と天界の戦争にしても、世界地図にしても、登場キャラも、その能力や地位や性格も。驚くほど、《事実》と同じだよ」

「ええええええええ!?」

　マジか。そんな奇き跡せき、こんな簡単に起きるものなのか？

「しょ……っ、少年が、まさかの過激思想のあの戦いくさバカだったなんて……っ！」

「いや、サタナキア大将、違いますって！」

　誤解を解きたいが、何より魔界側における大天使ミカエルの嫌われっぷりが気になる。

「アガリアレプト司令官の身内にしては、正直で明朗で悪わる巧だくみ考えなさそうで性格が歪ゆがんでいないなって、好感持てていたのに……！　まさかのミカエルの……」

「サタナキア大将、同じく魔界の司令官であり大将でもある僕へ、なかなか興味深いイメージをお持ちで」

　水夏の状況が危機的なのに、その横で新たな危機と戦が勃ぼつ発ぱつか。ただですら緊きん急きゆう事態なんだからやめてくれ。

「どういたしましょうか、サタナキア大将、アガリアレプト司令官。《光掲げし最強戦士》を殺しますか？」

（ひえええええ！）

　衛兵の容よう赦しやない質問に、水夏は思わず立ちすくんでしまう。

「ミカエルを、衛兵きみらが殺せるわけないだろう」

　しかしアガリアレプトが即そく答とうした。サタナキアも頷く。

「魔界の三大支配者のトップ、ルシファー様と同等の力を持っている、誰もが認める史上最強にして至高の天使のミカエルだ。手は出さないのが賢けん明めい。とりあえず、特別室に案内しておくように」

「色々と、質問したいしねぇ、いやーびっくりびっくり」

　大悪魔が言えば、一いつ斉せいに水夏の首元から刃は物ものの切っ先が離れた。

　ほっとしたのもつかの間──。

「──ということで。落ち着いて話をするには、邪じや魔ま者が来ない、地下牢なんてどう？」

　笑え顔がおが恐ろしい、アガリアレプトが水夏の肩かたを叩たたいてきた。




　──これは、いわゆる八方ふさがりという状況ではないか？
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　そして現状の水み夏かは、冒ぼう頭とうの状じよう況きように至る。

　地下牢ろうで落ち着いて話を、なんて言っておきながら、アガリアレプトは衛兵に命じて、自分は地下牢までついてこなかったのだ。何様だ、魔ま界かいトップ６か。そうか。




（水み緑ろく、ホントどこに行ったんだろ……大だい丈じよう夫ぶかな）

　寝しん台だいに横になっても、心配で眠れない。

『……か、みか……』

（え!?）

　ばっと目を開く。心臓が口から飛び出ると思った──今、確かに近くから、水緑の声が聞こえたのだ。

（水緑……っ!?）

「何、暢気のんきに牢屋で寝てるんだよ」

「あだ」

　毛布にくるまっていたら、頭に衝しよう撃げきが走る。殴なぐられた!?　と飛び起きて振ふり返かえれば、片足を上げて腕うでを組み水夏を見下しているアガリアレプトがいた。

「……殴ったんじゃなくて、頭を踏ふみつけたのか？」

「手がふさがっていたもんでね、不ふ可か抗こう力りよくさ」

　ほら、と水夏に差し出されたのは、陶とう器きのポットと皿に乗ったパンだ。腕を組んでいたのではなく、食料を抱かかえていたらしい。

「差し入れだよ。魔界へ来てから何も食べてないだろう？　ほら、紅茶とサンドウィッチ」

「……毒入っていたりしない？　魔ま物ものは食えても、人間は一口でヤバイとかいう、魔界原産的なまずい材料使ってないよな……？」

「失礼だね君、僕ぼくは美食家なんだ。ついでに言えば、魔界は今、空前の人間界食ブームでね。人間界から食材を輸入してるんだよね」

「あ、じゃあ大丈夫か」

　ほっと一安心したので、ポットとサンドウィッチを受け取った。温められていたカップにポットの中身を注げば、ミルクティの香かおりがする。一口飲むと甘あまい。水夏は実は甘い物が大好きなのでありがたい（絶対に、里親の神父様の影えい響きようだ）。優やさしい味が体に染しみこんでいく。

　そして、サンドウィッチにもかじりついた──肉厚のハムとしゃきしゃきレタス、みずみずしいトマトにタマネギだろうか。しかもソースもマヨネーズをアレンジしたもので、水夏の好みだ。美お味いしい。

「魔界で、こんな美味しい人間界飯にありつけるなんて……」

「ま、人間界食ブームっていっても、人間の肉を食う方なんだけどね」

「!?!?!?」

　しれっとアガリアレプトが呟つぶやいたことで、思い切りむせた。恐きよう怖ふな案件すぎじゃないか。サンドウィッチを持つ手が震ふるえる。ヤバイ、齧かじってしまった。

「まままま……まさか……！　この肉!?」

「それは今日、人間界に行った時に錦にしき市場で買った鳥肉ハムだよ。今の、僕のブームなんだ。そもそも僕みたいな超ちよう高級魔物が人間みたいな雑食動物、食べるわけないだろ。栄養管理されてないし、美味しくないよ」

　とてつもなくリアルな理由だから、噓うそじゃないだろう。とりあえず安あん堵どする。

「え？　じゃあもしかして人間界に来てたのは、錦市場での買い物が目的……？」

「いやだから、召しよう喚かんされたからだって。たまたま重要任務もあったけど」

　いや、アガリアレプトなら召喚がウソもあり得そうだと踏んだのだが。

「配下の魔物が人間界に潜ひそんでるんだけど、そろそろ魔界に戻もどって一度報告をしてもらわないといけない時期だから、迎むかえに行かなきゃって思ってたんだよね」

「人間界に、部下である魔物……？」

「ただ、諸事情あって、誰だれが魔物なのか、判わからなくて」

「どんな機密でも真実を読み解くアガリアレプト司令官でも判らない？　なんで？」

「何でかなんて、僕が知りたいよ。天界側からの邪じや魔ま程度で、判らなくなるなんて。滅めつ多たにあることでもないんだけどねえ」

　アガリアレプトの直属の部下といえば、大悪あく魔まにして大総裁のブエル、同じく大総裁で伯はく爵しやくのボティス、大公こう爵しやくのグソイン、だ。

　彼かれらに共通しているのは、悪魔らしくない《知性》《平和》だと水夏は認にん識しきしている。

　ブエルは自然哲てつ学がく、道徳哲学、論理学の他に人に必要な薬学も教え弱者を助けてくれる。グソインは過去・現在・未来を知っていて召喚者に学びを教え、悪意を善意に変化させることができて、ボティスも同じく現在・過去・未来の知識を人に与あたえるが、さらに争いに介かい入にゆうし調停をして鎮しずめてくれる大悪魔だった。

「……アガリアレプトの直属の部下なら、人間界にいてもそんな迷めい惑わくにはならないよな」

「いや、僕の直属の部下とは言ってないけど」

　そうなのか。

　というか、どさくさ紛まぎれに名前を呼び捨てしたら睨にらまれたが、ぐっとこらえる。水夏は聖職者の里子として教会で生きているのだ。意地は貫つらぬき通とおしたい（何度か敬語を使ったが、本番は今からだ）。

「正直、旅団長サルガタナスか、総そう監かん督とく官ネビロスの直属の部下あたりだと、人間界に来られて困る悪魔だな。争い大好きな大公爵ゾレイとか、盗ぬすみ大好きな公爵ウァレフォルとか、インテリ殺さつ戮りくマシーンの、グラシャ＝ラボラス大総裁とかだったら、ホント絶対に人間界に来るなって思う」

「……君。どん引きするほど悪魔に詳くわしいね……。ゲームだけの知識レベルじゃないだろ。本当は、厨ちゆう二に病こじらせ組だな？」

「違ちがう。そりゃ教会で育ってるから、天使とか悪魔には元々詳し……あっ」

　気づけば、アガリアレプトの手には水夏のスマホがあった。感心しながら画面を見ている。水夏がスクリーンショットで写したゲーム画面を見ているらしい。

「いやー、悪魔の名前や関連もホント詳しいんだねこのゲーム。僕も登録してやってみようかな。天界側について、味方のフリして内部から破は滅めつに追いやるとか」

「うっわ、陰いん湿しつな戦法」

「華か麗れいなる頭脳戦と言ってくれ」

　電波の届かない魔界でどうするつもりなのか。無理だと断言できない、アガリアレプトなら手段を選ばず魔界でも快適にゲームしそうな気がする。

「水夏くん、君さ、羊を飼うの得意？　羊飼いの極ごく意いとか、羊の毛刈がりがプロ顔負けに上う手まいとか、そういうのある？」

「は？」

　いきなりな質問だ。

「人間界に行ったまま行方ゆくえ知れずになっている大悪魔は、サルガタナスなんだよね」

「って、さっきもオレが名前出した魔界三大支配者直属の大悪魔六柱のうちの、五番目である旅団長？　ものすごい大悪魔じゃないか」

　どんな鍵かぎでも開けられ、しかも人をあらゆるところへ移動させることができる、ドラ○モンのような能力を持つ大悪魔だ。

「そう。で、サルガタナスの特技に、羊を飼い慣らすことができるってのがあってね」

「何で、その大悪魔の特技をオレも持ってないか確かく認にんする？」

　というか、能力を聞く限りでは魔界ナンバー８の実力者って感じではないと日ひ頃ごろから思ってはいたのだが。アレか、どんな能力でも極きわめると最強になれるという、熱血格かく闘とう少年漫まん画がによくある設定みたいなものか。

「にしても、そんな大物悪魔が人間界に潜もぐり込んでいるなんて。だから、最近不ふ穏おんな事件が多いのかもなあ、人間界」

「常に六柱の誰かしらは人間界に出張してるよ。でないと、人間界に不幸と絶望を与えるなんて大事業、できないじゃないか。小物な悪魔を送り込んだくらいじゃあ、せいぜい町内会の小こ競ぜり合あいくらいしか生み出せないよ」

「それでもかなり深刻だから、やめろ」

「天使側だって、常に幹部クラスの高位天使を人間界に潜ませてるから。お互たがい様さ」

　つまり、善と悪が互いに人間界に影響を及およぼし、均きん衡こうが保たれてるということか。

「今、人間界にいるのはサルガタナスなんだろ？　つまり、世界中で未解決の、鍵開け犯罪の首しゆ謀ぼう者なんじゃないか？」

「……鍵開け犯罪って、なんだよ。金庫破りとか、厳重管理された秘密文書を盗み出すとか、コンピューターの鍵解除とか、そういうこと？」

「うん、まあ……」

　何となくイメージで言っただけで、具体的には考えていなかった。

「してないと思うよ。言ったろう？　本人は魔物の記き憶おくが封ふうじられてるんだから、のうのうと人間だと思い込んで暮らしてるだけさ。ったく、天界からの邪魔があるだけでも面めん倒どう臭くさいというのに」

（魔物の記憶を封じられてるなんて、初耳ですが）

　しかし、ほんと腹立つよね天使って、とため息混じりに呟くアガリアレプトの様子からして、本当にサルガタナスがどこにいるか判っていないようだった。

「で、色々考えた結果なんだけど」

「うん」

　アガリアレプトが、水夏の座すわるベッドに両手を置いた。何だろうと思って顔を見たら、想像以上に間近に綺き麗れいな顔が寄ってて息を飲んでしまう。

「水夏くん、君がサルガタナスなんじゃないかなって」

「召喚者疑惑の次は、サルガタナス疑惑？」

　よくもまあ、次から次へと。

「……幼い時から記憶ははっきり鮮明だけど、人間以外だった覚えはない」

「記憶のすり替かえくらい、いくらでも出来るよ。悪魔も天使も」

　サンドウィッチをミルクティで流し込むのを再開していた水夏はふたたび手を止め、人間とまったく変わらないが人間にしては美しすぎる顔を凝ぎよう視ししてしまう。

「君がサルガタナスだとしたら、当てはまること多いんだよね。教会に暮らし神の代理人を里親としてるけど、姿を消す能力で正体を隠かくしていて、僕ですら正体を解明することが困難。でも、六柱としての高い魔力で僕を召喚したとか」

「無理矢理か」

　心の底から抗こう議ぎだ。

「旧庁舎がいくら時空の歪ゆがみができやすいホラーエリアでも、大悪魔と繫がってしまった現実が、何よりの証あかしだよ」

「いや待って、あそこ時空の歪ひずみできやすかったの？　怪かい談だんスポットってこと？」

「百年以上の時代を生いき抜ぬく建物には、人間の言うパワスポ的なパワーが生まれる。……とにかく、そんな魔界への入り口をあっさり超こえて六柱が二のサタナキア大将の執しつ務む室に入り込んだのに、君をただの人間と認識なんかできないね、とは何度も言わせてもらうよ」

　パワスポなんて、ポジティヴな世界か？

「君がサルガタナスだと仮定すれば、ほとんどが理にかなうんだよ。瞬しゆん間かん移動と鍵開けの能力に長たけた悪魔だから、人間界から魔界への瞬間移動も可能だし、鍵が直接あるわけじゃないけど、広域の定義として魔界の大結界を破り大悪魔に近寄る能力を鍵開けの一種とすることもできる」

「い、いやそれは……っ、アガリアレプトが人間界に来たいタイミングだったから……っ！　たまたま！　たまたま色々な偶然きせきが重なったって……っ！」

　一いつ生しよう懸けん命めい言い訳を考え、反論をする。

　ずい、とアガリアレプトの顔がさらに水夏へ寄った。いつの間にか壁かべドンされている、嬉うれしくない。

「……まあ、君がサルガタナスじゃないって可能性も勿もち論ろんある。だから、身元がはっきり判るまでこの客室に滞たい在ざいいただこうと思ったんだけどね」

「え……？　あ、ああ……」

　今までにこにこ笑え顔がおで会話していたのに、目が真しん剣けんだ。さすがの大悪魔だ、迫はく力りよく満点すぎて恐怖心すら感じる。

「で、君がサルガタナスじゃなかった場合の、正体だけど」

「あ、はい……」

　敬語は使わない、という決心が早くも崩くずれた瞬間だが仕方ない。大悪魔に真正面から睨まれて怯おびえない人間なんか、いるはずがない。

「天界側ってことになるんだよね。君には、天界側のスパイ疑ぎ惑わくも丁度、今あるし」

「え……っ！　いや！　だからオレはただの水夏で、《光掲かかげし最強戦士・ＭＩＣＨＡＥＬ》じゃないって言ってるじゃないか！」

「そんなの判ってるよ。君ごときが、ルシファー様と同等の強さを誇ほこる最強天使ミカエルのわけないだろ」

　即そく答とうはいっそ、すがすがしかった。

「あいつ、先日も魔界側との戦いくさに先せん陣じん切って現れていたしね。あのケンカ馬ば鹿かは、人間に転生しているヒマがあったら魔界にケンカ売ってるよ。君がミカエルじゃないことは、大悪魔なら誰でも簡単に判る。判らないのは、ルックスと女にモテるだけしか取とり柄えのないサタナキア大将くらいだ」

　アガリアレプトの毒どく舌ぜつは、味方にも容よう赦しやない。

「え？」

「ちょっと、君の体に訊ききたいことがあるんだけど」

「うわっ」

　驚おどろいた、いきなり押おし倒たおされた。

　寝台は頑がん丈じようだから乱暴に倒れてもミシリともいわなかった。ただ、堅かたすぎて背中が痛い。

「あだだ……うわ！」

「この胸むな元もとから鎖さ骨こつの辺りのライン、気になっていたんだよね……」

「ららららいん……？」
















　シャツの上から胸元に、指先でそっと触ふれられた。何をしているのか判らない。そもそも、男が男の体に触れて楽しいことなんかあるはずない──と思ったが、それは敬けい虔けんなカトリック的な考えであって、魔界は何でもありであることに気づいた。

（えええええ!?　じゃあ、もしかして……っ、そういう未知なる、アダルトな感じ!?）

　それは困る、困りすぎる、水夏にその気はない。

　口元が引きつったまま、心臓が激しく脈打ち始めた──のだが。

「!?」

　牢の外から殺気に似た気配を感じ、慌あわててそちらを見る。

　気のせいではないらしい、アガリアレプトも同じ方を見た──そして、はあ、とため息をつくと、降参したように肩を竦すくめる。

「えーとまあ、これはあくまでも探すためであって、それ以上でもそれ以下でもないから。大人しくしててくれない？　僕だって、さっさと終わらせたいんだ」

　水夏ではなくて、違う誰かへ説明しているような口調だ。

「ああ、こわこわ」

　何のことか、と聞こうとする前に、ちゃり、と金属がこすれる音と、胸元から何かが離はなれる気配を感じる。アガリアレプトの体も離れたので上体を起こして見て、驚いた。

「それ、神父様からいただいたロザリオ……！」

「こんなもの持ってるんだから、そりゃー普通の悪魔が怯えるのも判るよ。衛兵だって、君へ武器を向けても近寄ることができなかったろ？　これに下手に触れたら、普通の悪魔なら大たい概がいが溶とけて死んでしまうからね」

「そ、そうなのか……」

　溶けるとは、エクソシスト系映画によくある悪魔の最後みたいな感じだろうか。

　衛兵たちは水夏を威い嚇かくしても、誰一人触れることはなかった。震えていたメイドたちに至っては、後ずさりして逃にげようともしていたし。

「ふうん……ずいぶんと、天界の気を感じるね。君の里親である司祭は、かなり天使に愛されてる存在みたいだ。ヴァチカンの幹部？」

「俗ぞく世せの教会の司祭してるのに、まったく世俗に感化されていない、奇き跡せきの純じゆん粋すいさがある神父様なんだよ。……つか、アガリアレプトは触れても大丈夫なのか？」

「僕ほどの大悪魔になれば、たかがロザリオや聖水レベルじゃ痛いたくも痒かゆくもないよ」

　言いつつ、アガリアレプトは自分のポケットへロザリオを突つっ込んでしまう。

「あ！　オレの！　神父様からいただいた宝物！」

「魔界にいる間は、こんなもの持たれたら困るんだよ……って、うわ!?」

「わっ」

　ロザリオを入れたポケットが、いきなり輝かがやき始める。

　そして、ひゅん、とポケットから飛び出て水夏の手元に戻った。

「……何これ？　念力？　瞬間移動……？　手品？」

「君、やっぱり自分がサルガタナスだと主張したいの？　違うって言っておきながら、びっくりサプライズ的なノリ？　それとも、天使なんだと開き直った？　どっち？」

　どっちでもない。何が起きたかなんて、水夏にも判らない。

「オレじゃない！　ロザリオが自分の意思で！　勝手に！　戻ってきただけ！　何もしてない！」

　言ってて、超常現象を普通に受け入れてるな自分、と思うが、誤解は正したい。

　その間に、握にぎりしめていたロザリオの光は消えた。

「えええええ!?」

　何が起きたか判らなくて、アガリアレプトに説明を求めた視線を向けるが、口元に手を置き、逡しゆん巡じゆんしつつロザリオを凝視したままだ。

「つまり、予想以上の力に護られているってことか……。さすがというか、いい根こん性じようしている、というか……」

「オレはもう一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいだし、いい根性なんか……！」

「君のことじゃないよ、このロザリオに力を込めたヤツのことさ」

　馬鹿にしたように見られて、ロザリオを水夏に渡してくれた神父様のことを言ってるのか、と気づいた。

「……って、神父様？　知ってるのか？」

「そりゃ知ってるよ。僕くらいの大悪魔になると、人間界の聖職者は全部記憶してる」

「さっき、うちの神父様のことを色々聞いてなかったっけ」

　素す直なおな疑問は、胸を張って断言した大悪魔からの凄すごみを利かせた睨みを受ける結果となった。黙だまってロザリオを再び首にかける。

「悪魔側に寝ね返がえって汚お職しよくしまくれるいい人材がいないか、見込みのある聖職者を捜しているからね。その神父、信者に安物のロザリオを一〇〇万円くらいで売りつけるような、楽しいことしてくれそうな才覚ない？」

「まったくねーわ」

　何でも見み透すかせる大悪魔のくせに、神父様が俗世間にまったく穢けがされていない奇跡の純粋培ばい養ようであることは見み抜ぬいていないようだ。

「神父様が、神の御み使つかいとして完かん璧ぺきすぎることは判ってるんだろ？　それより、水緑を捜してくれって」

「知らないよ。それに、なんで僕が菩ぼ薩さつを捜すんだよ。西洋の悪魔なんだけど」

　ミロク違いだ。

「第一、君が人間界の旧庁舎の旧知事室のドアを開くまでは魔界に通じていなかったろうし、君より先に部屋に入ってるなら人間界にいるんじゃないの？」

「……それなら、いいんだけど」

　心配すぎて、そこに考えが至らなかった。

「けど、魔界にいる気がする」

「君、気軽に相方を見つけてくれって頼たのむけど、悪魔が頼み事を受ける場合は、報ほう酬しゆうとして命をもらうことになるんだけど、その覚かく悟ごちゃんとある？　君の命なんか欲ほしくないから、一応確認取るけど」

「教会関係者なので、そういう思考はない」

　だから悪魔は嫌いやなんだ、という嫌けん悪お感たっぷりに返してやる。無言の牢屋内となったが、アガリアレプトはふと牢の外を見た。

「……ま、もし君が僕の同どう僚りようである六柱の五、サルガタナスだったら、コンビで仕事をよくしていたよしみで相方を捜してやっても良いけど」

「いやオレは違う……って、え？　悪魔の仕事って、何だ？」

　断じて水夏はサルガタナスではないが、ふと興味を持った。

「最近だと、ローマ教皇庁のヴァチカン図書館最さい奥おうで厳重管理されている、ダヴィンチ・コードの真実が書かれた機密書類と、ファティマ第三の預言の詳しよう細さい書を盗もうとしたことかな」

「せいぜい大だい企き業ぎようへのハッキングかデータ消去くらいかと思っていたら、予想以上に世紀の大犯罪だった！」

「大企業のデータいじる方が、人間界的にはアウトだろ。ああけど、それアリだよね。世界が大混乱するのを見て笑いたいから、先進主要国のマザーコンピューターのハッキングしてみようか」

「前言撤てつ回かいするから忘れろ」

　大悪魔の戯たわむれが怖すぎる。

「ちなみに、成功しなかったから安心しなよ。天界側の、ケンカ馬鹿が現れて邪魔してくれたから、失敗したよ」

　先ほどと同じく、最強天使にして最も神に愛される最高位天使・ミカエルのことか。

　さすがだ、尊敬だ。子供の頃ころからずっと、憧あこがれている最強天使だ。

「インターネットとか本気で苦手だから、ゲームをちょっとするくらいでしか触さわれないオレはサルガタナスじゃないな」

「今じゃ、ジャングルの奥おく地ちや砂さ漠ばくの果ての民族ですらＨＰ作ったり、ＳＮＳを巧たくみに駆く使しして自己表現や世界観アピールを楽しみ人生を充じゆう実じつさせてるのに。無課金でゲームを楽しむだけにしかスマホを使わないとは、地味だね」

「水緑が、オレは言葉の選び方が下手だからって禁止してくるんだよ」

　水夏だって、スマホを持った時は色々興味は持ったのだ。しかし水緑から、さまざまなネット被害の恐こわい話を聞き、かつＳＮＳでの炎えん上じようの恐おそろしさをまざまざと見せつけられ、ＳＮＳ＝恐怖でしかなくなってしまった。なので、周囲のほぼ全員がやっている無料コミュニケーションツールのアプリすら未いまだに触れてもいない。

「……何、見てるんだ？　時間？」

「覗のぞくなよ」

　水夏と会話していても、手元の懐かい中ちゆう時ど計けいみたいなものへ視線と意識がいっているアガリアレプトをのぞき込もうとしたら、さっと隠された。さっきは、水夏のスマホを勝手に見てたクセに。

「魔界の機密情報が詰つまってるし、これで悪魔同士が連れん絡らくし合ってるんだから」

「悪魔って、伝書魔ま獣じゆう的なものを飛ばしたりして、連絡し合うんじゃないのか？」

「いつの時代だよ、現代悪魔はインターネット駆使しまくってるに決まってるだろ」

　水夏は、悪魔よりアナログなのか。

「ルシファー様から、お呼びがかかったんだよ。話があるって」

「ル……!?」

　いきなり魔界の頂点の名前が出て、緊きん張ちようしてしまう。

「……なあ、考えたくないけど、水緑が、アガリアレプトより高位の悪魔に捕とらえられてるとかって……あり得る？　例えば、ルシファーとか……」

「三大支配者の思考も行動も現状も今後の予定も、畏おそれ多おおくて存じ上げてないよ。近づいてヘマして、魂たましい削けずられても困るし」

「…………」

　嫌な気がする。

　水夏としては、気が気でないのだ。先ほどは、確かに水緑の声が聞こえて気配を感じたのだ──まるで、水緑が水夏のすぐ側そばにいるかのように。

（そうか。違う牢に、幽ゆう閉へいされてる可能性ある？）

　アガリアレプトが真実を答えてくれる可能性は低そうだ。

　どうすれば迅じん速そくにこの地下牢を抜け出し、水緑を捜しに行けるのか。それを考えて黙っていれば、じっと見ていたアガリアレプトが声を上げた。

「君って、相方のこと本当に大好きだよね。人間ってみんな、そんなに他人のことを大事に思えるもんなんだ？」

「他人じゃない、苦く楽らくをともにしてる、オレの半身だ」

　まるで顔も違うし、性格も正反対だ。もしかしたらたまたま一いつ緒しよに捨てられただけで、血の繫がりはないかもしれないけれど、気持ち的にはどんな一いち卵らん性せい双そう生せい児じよりも近しい。

「君がそう思い込んでるだけで、向こうは君を心配してない可能性だって……まあいいや。で、何だっけ？　ブッダ君？　シャカ君？」

「ミロク」

　ものすごく興味ないのが見え見えだ。というか、水夏以上に水緑は心配症しようだぞ。

「ああその、教会より寺の方が引き取られ先としては適正だった、五六億七〇〇〇万年後の救世主菩薩様な彼の特とく徴ちようだけ一応聞いておくよ。台座に座って半目にしてる？」

「それは弥み勒ろく菩薩。水緑はこれだよ」

　スマホに保存しておいた写真を見せる。どれどれ、とのぞき込んだアガリアレプトは、何の感かん慨がいもなさそうにしばらく写真を眺ながめていた。

「なるほど。ま、自力で捜しなね」

（じゃあ、なんで特徴を訊いてきたんだよ。何の確認だよ）

　妙みような不自然さに、水夏はますます確証を持った。これは、間違いなく──。

（水緑、アガリアレプト以上の大悪魔に捕つかまってる……？）

　その推測が正しいか凝視していると、さて、とアガリアレプトは寝台から立ち上がった。

　そして、あーあ、と伸のびをしてから鉄の格こう子しへ向かう。

「じゃあまあ、ルシファー様へ、諸もろ々もろ報告して来るかなあ。サルガタナスがサルガタナスって認めないから、天使側の超下したっ端ぱかもしれないって」

「転生ものは読み尽つくしてもう飽あきてるから、自分がその対象って言われても、ごく普通の人間だから恥はずかしい」

「余よ裕ゆうだね、ただの人間でも下っ端天使でも、君がサルガタナスでないのなら下級魔物の餌えさになる未来しかないんだけど」

「それは嫌だけど、悪魔の転生がオレだったら神父様が寝込むぞ」

　あんな純粋で聖職者の鏡みたいな人の里子が、実はサルガタナス上級魔物だったりしたら申し訳なくて合わせる顔がなくなる。いや、悪魔ならリアルにもう会えないが。

「転生？　何言ってるのさ。生まれ変わりなんて、誰も言ってないだろ」

「は？　オレがサルガタナスとか言ってたのは、何だよ」

「転生じゃないよ、悪魔のまま出張だよ」

「出張」

「天界から来たヤツも同じく。ないしは、転勤」

「転勤」

　使い古されていようが、自分の現状に限り転生の方が格好いい響ひびきであることに、水夏は気づいた。

「ほとんどが記憶を持ったまま人間界に降りるんだけどね……ほら、定期的にこっち戻って報告する必要あるし。けれど、記憶がない方が人間界に溶け込めるからって、魔界の記憶を閉じてしまうヤツもいる」

　サルガタナスが今回、それか。

「定期報告に来るハズもなく、仕方ないから上司か同期あたりが人間界へ迎えに行くんだよ。で、こっちの世界に連れてきて記憶を一時的に戻し、報告終しゆう了りよう後にまた記憶を閉じて人間界へ仕事に戻す、という面倒臭いシステムさ」

「なるほど」

　アガリアレプトが人間界にいた理由が次々と積まれていく。

　魔界の話をしているのに、妙に理解できやすいのは人間のサラリーマン的な悲ひ哀あいを感じるからか。

「で、普ふ段だんなら記憶のあるなしに関係なく、人間界に出向してる悪魔が誰か僕は判るんだけど、今回に限り判らないんだよねえ。サルガタナスが能力を発揮したのでないとすれば、天界からの邪魔が入ってるとしか思えない」

「天界からも天使が出張してきてるのか？」

「大物天使が、裏で糸引いてね。じゃなきゃ、僕みたいな大悪魔が任務遂すい行こうに苦戦するなんてあり得ない。ホント、こっちの都合も考えない迷惑な連中だよ」

　まるで天使が悪いみたいだ。まったく違う、騙だまされない。

「大物って、どんな天使が力貸してるんだ？」

「ナタナエルだよ」

「？　名前聞いたことはあるけど」

　まあ、魔界側がサルガタナスを出張させているのだから、天界側だってそれなりの大物天使を人間界担当にしていてもおかしくはないが。

　アガリアレプトが、呆あきれたような声を上げた。

「君、本当に司祭に育てられてる？　ナタナエルは御み前まえ天使が一柱の、大物天使だよ」

「御前天使って、神の御前に姿を現し、側に寄ることの許された十二柱の天使のこと？　うーん、どういったことを司つかさどるのかまでは、憶おぼえてないなあ……」

　神父様のために教会や聖堂での用事を手伝っているが、水夏は水緑と違ってそんなに勉強が好きではないので、有名すぎるほど有名な天使以外は、あまりよく判っていない。

「神の子が誕生した時も人間のフリして側にいた、人間に化けるのが得意の天使さ。人間界での出張、転勤、出向のエキスパートのあいつが担当官だから、抜け目ないんだよね」

　なるほど。それは、さぞや見つけるのが至難そうだ。

「しかもナタナエルは第一階級位の超大物・熾し天てん使しだ。さらに人間界の総そう括かつでもあるケンカ馬鹿も邪魔だし、さっさとサルガタナスと合流しないと何もできないったら」

（だから、偉い大だいなる大天使ミカエルをケンカ馬鹿言うな）

　このままだと、法王庁のコンピューター的な何か（があるのか水夏は判らないが）をハッキングしそうだし、是ぜ非ひとも何もできないで欲しい。

「まあ、そんなこんなで、僕ら悪魔と天使は人間史の中でずーっとケンカしてるんだよ。勝敗は人間の幸不幸を左右するし、何がなんでも勝たないと」

　つまりは人間界に悪いことが多い時は悪魔が優勢で、平和で幸福なら天使が優勢ということだろうか？　よく判らないがそんな気がした。

「まあ、そういうことで。魔界に来た以上は、サルガタナスを捜す協力はしてもらうよ。滞在にかかる食費光熱費分は働いてもらわないと」

「協力って何するんだ？　命取るとかじゃなきゃいいけど……」

　超セレブな大悪魔のくせに、かなりケチくさいことを言うな、と思いつつ、しかし元をとる主義は水夏も同じなので、嫌とは言えないのが辛つらいところだ。

「呼び覚ます努力はしようか、君の中の、サルガタナスを」

「……はいい？」

　水夏に迫せまり来る、アガリアレプトの笑顔が恐い。

　いやだから、違うって言っているのだが。
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「もし、君がサルガタナスでなければ、すぐに人間界へ行って本物を捜さがさないと駄だ目めだしね。僕ぼくは忙いそがしいんだ、さっさと白黒つけた方が君も都合がいいだろ？」

　軽いノリで殺人予告をしてきていたアガリアレプト相手だ、白黒はっきりついてサルガタナスでないと判わかったら殺されそうだと、水み夏かは警けい戒かいしまくる。

「ということで。僕よりも真実を見み抜ぬく能力に特化してる悪あく魔まの前に君を連れて行って、確かく認にんしてもらおう。ええと、『あらゆる秘密を知る』悪魔なら、パイモンか、三大支配者が一柱のアスタロト様だけど」

「パイモンでお願いします」

　恐きよう怖ふの魔ま界かい三大支配者の一柱に会うほどの、度胸も覚かく悟ごもまだない。

「パイモンは西を治める大魔ま王おうだから、スケジュール確認しないと」

「って結局、そっちもものすごい大悪魔だった！」

　というか、アガリアレプトだって人間が遭そう遇ぐうできるレベルではない大悪魔だ、その悪魔が選ぶのだし当然だった。にしても、そんな大悪魔アガリアレプトへ速そつ攻こうでツッコミができるようになっている。慣れって恐こわい。

「じゃあ、ちょっと確認してくるから待っててくれる？　ああ、地下牢ろうの中は自由にしてていいから」

「六畳じよう一間程度の狭せまさだし、何もないし。寝ねるしかないだろ」

　もちろん、スマホは圏外でゲームもできない。文句を返しても、アガリアレプトは気にした様子もなく、牢から出ると扉とびらの向こうへ消えていた。

「……水み緑ろく、どうやって捜そう……！　悪魔がいない、今が大チャンスなのに！」

　一人になると、現実が余計に重くのしかかる──一番気になることが、口から出た。ああ頭の中は水緑のことでいっぱいだ、心配すぎて胃がきりきりするし不安すぎて心臓が口から出て来そうでもある。

「水緑！　水緑！　どこか牢屋に入ってないか!?」

　大声で叫さけんでみる。確かに先ほどは水緑の気配を感じたのだが、今は何の返答もなく気配もなかった。ただ、岩の壁かべにかかっている燭しよく台だいとランプのみの薄うす暗ぐらい牢内に水夏の声が響ひびくだけだ。

「人間が、悪魔の作った牢から出るなんて不可能……!!」

　絶望的すぎて鉄てつ格ごう子しを摑つかんだまま、へたり込こんでしまう。

「じゃあ、さっき感じた水緑の気配は……？　まさか、双ふた子ごならではの、魂たましいの共鳴？　双子かどうか不明で確証ないけど……っ！」

「すごい♡　愛のなせる技わざ？　神の奇き跡せきみたい♬　それって」

「えっ」

　いきなり声をかけられて、ぱっと顔を上げる。

　すると、明朗活発そうな、水夏と同じくらいの年とし頃ごろの──メイド服の少女がにこにこ笑え顔がおで立っていた。

「あはは。《光掲かかげし最強戦士・ミカ》が牢屋入ってるんだー♪　笑えるー」

「……え？　何でメイドが、ここにいるんだ？」

　判らない。『壊かい滅めつの福ふく音いん』と同一の悪魔ばかりと思い込んでいたが、こんなキャラは出てこない。いや、無課金の水夏は知らないだけか。

（いやいや、ここは『壊滅の福音』の世界じゃないから、リアル魔界だから。ゲームにいないメイドがいても不思議じゃないだろ）

　リアル魔界って何だ、うっかり厨ちゆう二にっぽいことを考えてしまった。

「いやメイドいたら変！」

「何!?」

　うっかり叫んでしまったら、メイドがビクッとした。色々と情報量がありすぎて混乱しているようだ、申し訳ない。

（だけど、こんな地下牢すらも『壊滅の福音』そっくりだから……！　ゲームの世界と魔界が同一って思い込んでも無理なし！）

　というか、何な故ぜこんなにそっくりなのか、この偶ぐう然ぜん（？）の重なりはホラーだが。

「メイドは、どうやってここに来た……んだ？　アガリアレプトと交代する感じで、扉から入った？　もしかして、牢屋の番人的な当番的な、監かん視し役的な悪魔への差し入れにでも来た……？」

「ううん、瞬しゆん間かん移動だよぉ♪」

　楽しそうにメイドは手を左右に振ふった。

「僕は、君を迎むかえに来たの♪　ほら★」

（僕？）

　じゃら、と華きや奢しやな手に不ふ釣つり合あいな厳いかつい鍵かぎの束を背後から取り出し、その中から一本を選ぶ。そして、水夏が閉じ込められている牢の鍵穴にガツン、と大きな音を立てて突つっ込んだ。ガチャガチャと鍵を回す粗そ暴ぼうな仕草は妙みように男らしく、清せい楚そな美少女の外見と合わなすぎてついつい凝ぎよう視ししてしまう。

「うーん、鍵が回らないなあ、これじゃないのかなっ、仕方ないなあっ♬」

（げげ）

　小首をかしげたかと思うと、メイドはぶっとい鉄格子を握にぎり、そのままぐんにゃり、と左右に大きく開いた。

「はいっ！　広がったよお♡　じゃっ、さっさと出ちゃおーねっ♪」

「えええええ!?　何その怪かい力りき!?　そういう能力持ってる悪魔!?」

「違ちがうってばー♪　僕はこの通り、華奢なんだから非力だよっ★」

　あはっと笑い、メイドは水夏の腕うでを摑んで引っ張る。驚おどろくべき握あく力りよくだ。目を瞑つぶると筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのマッチョなドラゴンに手首を摑まれているイメージしかない。

「およ★？」

　しかし、ばしっとそんな手を誰だれかがはたき落とす。そして強ごう引いんに水夏の上じよう腕わんを強く捕つかまえ、方向転てん換かんさせてきた。

「こんなところで、何してんのさ」

「──っ!?」

　声は、あまりにもよく知っているもので──驚いて目を開き、想像通りでさらに驚いた。

「水緑!?」

「水夏ちゃん、僕にさんざん心配させておいて、何変な連中とスキンシップ図ってるんだよ。緊きん張ちよう感なさすぎだよ」

　むっすり不ふ機き嫌げんそうなイケメンが、別れた時と何ら変わらない様子のまま、水夏をじっと見つめていた。

　水夏としては一いつ瞬しゆんポカーンとしたものの、すぐに我に返る。

　水緑の腕を自分から摑んで立ち上がると、端たん正せいな顔を掌てのひらで包つつみ込んだ。

「本物!?　本物の水緑!?」
















「当たり前じゃないか。本物以外の誰が、こんなに水夏ちゃんのことを心配するんだよ」

　両りよう頰ほおを挟はさんだ水夏の手を払はらうと、水緑はすぐに水夏の手を握りしめた。指に指を絡からめるいわゆる恋こい人びと握りをぎゅっとしてくる様子に、本気で水緑が水夏の所在を捜していたことが判った。

「いやまあ、そうなんだけど……！　って、神父様もいるし！　じゃなくて！　それこっちの台詞せりふだから！　水緑のことすっげー捜して捜して、色々尋たずね回って……！　お前こそ、どこにいたんだよ!?」

「僕？　ずっとここにいたよ。水夏ちゃんを待ってた」

「はあ!?　牢屋で待ってた!?　何だそれ!?　……って、あれ？」

　声を上げてから、はっと気づいた。

「牢じゃない……。ここ……どこ？」

　周囲を見回す──水緑にばかり意識が集中していたから、まるで気づかなかった。

　豪ごう華か絢けん爛らんでキラキラしている、部屋──いや、広間だ。

　天てん井じようの飾かざりも見事だが、シャンデリアも輝かがやいているし、壁もデコボコ模様があったり高そうな装そう飾しよくがあったりしている。

　足あし下もとを見れば床ゆかにはふかふかで、いかにも高級な絨じゆう毯たんがあって──。

「謁えつ見けんの間に、瞬間移動したね」

「謁見!?」

　誰と!?　とびっくりしたのと同時に、肩かたをぽん、と叩たたかれた方を見る。さらにぎょっとした。

「アガリアレプト……！」

「僕がちょーっと、パイモンのスケジュール確認しに来ていただけなのに、君はせっかちだなあ。サルガタナスの鍵開けの能力発動して出てきた？」

　違うというのに。しかし、アガリアレプトがいることで、偉えらい悪魔との謁見の間であることがほぼ確定した。

「水夏ちゃんに馴なれ馴なれしくしないでくれる？　下級悪魔のくせに」

「みっ、水緑!?」

　水夏を背に隠かくし、アガリアレプトを睨にらむ水緑に焦あせる。しかし六柱が三でもある大悪魔の方は、そんな水緑の暴言や睨みにもまったく興味なさそうだった。

　おおこわ、と口を動かして肩を竦すくめるくらいだ。

「この彼かれ？　君が捜していた菩ぼ薩さつは。本当に魔界にいたみたいだねーいやーごめんごめん、全然気配探さぐれなかったよーそうかーいたのかー」

　見事すぎるほど、わざとらしいごまかし方だ、あからさまに噓うそをついているのが判る。

「そ、そうだよ！　水緑、どうして魔界にいたんだ？　謁見の間にいたってどういうこと!?　誰と謁見してたんだ!?」

「謁見というか、現状の説明とか色々してただけ。水夏ちゃん捜す許可、もらわないといけないから」

「え？　誰に……？」

「そりゃあ、三大支配者が一柱、アスタロト」

　水緑が、あっさり答えた。え？　聞き間違い？　と訂てい正せいを求めようとするが、しかし指差されてうっかりそっちを見てしまう。

「ほら、あの高い段のさらに幕の向こうの椅い子すに座すわって、こっち見てる」

「────」

　無意識に、体ごと視線を水緑へ戻もどしてしまう。

　その手の冗じよう談だんは好きじゃない、と一いつ蹴しゆうできない緊張感が、広間内に走っていた。水緑が指を差した方を見る勇気はない。

（気配でわかる。本当に、いる……！　バシバシかつ迫はく力りよく満点な気が！）

　勇気を出して、おそるおそる振ふり返かえると──いかにも高貴な方が、下々を見下すようにして鎮ちん座ざされているのが気配と影かげで判った。

　気配と影というのは、玉座（？）はデコルテなアーチに豪ごう奢しやな幕が下りている向こうにあるので、視覚でははっきりと見えないゆえだ。

　じっと凝視されてるように感じる──怯おびえたわけではないが、絶対にないが、間違いなく恐くないけど、水緑の手をぎゅっと握りしめて耳へ口を寄せた。

「お、おい……！　水緑は、どうやって、魔界の、三大支配者と、知り合ったんだよ……？」

「旧庁舎の二階の旧知事室に入ったら、この広間に繫つながっていただけだよ」

　やはり、元凶はあそこか。

「いきなり現れたので怪あやしいヤツ？　とザワついたけど★　専属精せい鋭えい隊ですら簡単に撃げき退たいしてしまったことでっ♬　アス様はァ興味を持ったようです♪」

「えっ」

　明るい声に驚く。すると、幕をばっと開いて元気よく現れたのは、先ほどのメイドだった。

「なんでそこから出てくるんだ!?　瞬間移動マジックかよ!?」

「アスタロト様の代弁役だからだよ。まさか、君レベルの下々と直接お話しするわけないだろ」

　アガリアレプトが、横から冷めた口調で説明をしてくるが、僕っこメイドはいいのか。

　専用召めし使つかい的立ち位置かもしれないがとりあえず、水緑を不機嫌にさせるような暴言込めた説明はやめてくれないか（自分を棚たなに上げ、他が水夏を見下すことが大だい嫌きらいなんだ、こいつは）。

「ていうか、水緑は魔ま物ものと互ご角かくに戦えたのか？　本当に!?」

　僕っこメイドに頷うなずいてから、驚く。水緑は冷めたままだった。

「別に、何もしてないよ僕。勝手に向こうが自じ滅めつしただけ」

「なんで……？　あ、もしかして、神父様がくれたロザリオをかざしたりしたとか？　お前、持ってないような態度取ってたけど、やっぱり大事にしてたんだな」

「部屋に置いてきたつもりだけど、何故かポケットに入ってんだよ」

　牢屋でのアガリアレプトとのやりとりで、あのロザリオには力があると確信できている。水夏が自分のロザリオを取り出せば、広間にいた衛兵がざわついた。

「……そういう物ぶつ騒そうなもの、気軽に出すのやめてくれない？　君、アスタロト様の近この衛えを全滅させる気？」

「あ、そうか」

　大悪魔以外には危険なものだと言われたばかりだ。すぐにしまうが、しかしふと気づく。

（……悪魔退治するの、むしろ良いことだよな？）

　いっそここでロザリオかざして戦いまくり、一人十字軍となるのも良いかもしれない。そう考えていれば、アガリアレプトが、何かを放ってきた。

「え？　何これ」

「へえ、摑めるんだ」

　条件反射で手にしたものが黒い靄もやを放つ。その靄が消えたかと思えば、ブレスレットが手首に絡まっていた。

　慌あわてて水緑の手首も見ると、そちらにもはめられていた。

「水夏ちゃんとおそろいって、どういうことさ」

　そういう問題じゃない。しかし、不機嫌な口調に水夏もうっかりムッとする。

「何だよ、嫌いやなのかよ水緑」

「嬉うれしいよ」

　それならいい。じゃない、駄目だ。魔界（の中ちゆう枢すう）にいるのに、緊張感がない。

　しかしよく見ると手首のそれは黒く鈍にぶい光を放つ鋼製のようで、アクセントのドクロやらドラゴンやらが高級ブランドのものみたいで、うっかり格好良いと思ってしまう。

「僕ら大悪魔の気を凝ぎよう固こして作った、純じゆん粋すいな魔界製なのに。気分悪くもなってないし、やっぱり君って悪魔だよ」

「違うっつの」

　神父様のロザリオを持っているから、悪魔の気にやられないだけだ。

　へえ、と水夏の否定をアガリアレプトが愉ゆ快かいそうに受け止めた。

「じゃあ、その証しよう拠こを見せてもらおうかな。天界に侵しん入にゆうしてみなよ。本当に悪魔じゃないなら、できるよね？」

「は？」

　いきなり何を言うのか。

「アスタロト様のところに、天使側から連れん絡らくがあってね。人間界で天使ともめた悪魔をそのまま天界へ連行したんだって」

「人間界で、異界の連中が戦争か……」

　そういえば、ゲームの戦せん闘とうエリアの中に人間界もあったことを思い出す。そこでの戦いで勝った方が負けた方を捕ほ虜りよとして、欲ほしい敵の等価アイテムと交こう換かんできていた。そんなところまで似ているのか、と感心してしまうのだが。

「その捕まった悪魔が誰なのか確認したいんだけど、悪魔は天界に行けないから君が丁度いいかなって。ちょっと見てきてくれる？」

「マジに？」

「まあ君が悪魔だったら、天界に侵入した時点で死亡フラグなんだけど。自じ称しようで違うって言うし大だい丈じよう夫ぶだろ？　あ、もちろん君の相方も連れて行っていいよ。本人とは話ついてるから」

「は？　え？」

　あんまりサクサクと告げられて、軽いノリでバイバイ、と手を振られてしまうと、了りよう解かい、と明るく出て行きたくはなる。が、ちょっと待て。

　何を言ってるんだ、この大悪魔アガリアレプトは。

「……もしかして、人間界に出張していたサルガタナスが、天界側に捕まっているかもしれないから助けてこいって言うのか？」

「助けろとまでは言わないよ」

　言われても困る。

　ほっとした。当たり前のことだが、ただの人間の水夏に悪魔を助ける能力なんかないし、神父様の里子として悪魔を助けようとも思わない。

「じゃあ、どうしろと？　名前を聞いて来ればいいのか？　似顔絵でも描く？」

「美術の成績最下位の君の画力なんか信用してないし、悪魔が本当の名前なんか言うわけないだろ」

　何故、水夏の画力を知っているのか。というか、悪魔にとって正体を知られることを何よりも嫌がるというのは本当だったのか。

（あれ？　だったらなんで、サタさんやアガはオレに名前教えてくれたんだ？）

　水夏が本名を伝える条件だったから、誠意を見せたのか。それともやはり水夏がサルガタナスだと断定している証あかしだろうか？

「君が本当に君の言う通りに聖職者寄りの偽ぎ善ぜん人間だとしたら、天使たちは君を歓かん待たいするだろうし。天使を油断させて、君と君の相方の手にあるブレスレットを捕とらわれた悪魔へ差し出して来てくれるかい？」

「言い方に、悪意を感じるんだけど……」

「天使に襲おそわれそうになった時には武器にもなるから、気合い入れて戦って何が何でも捕虜悪魔と接せつ触しよくしてねよろしく。そのブレスレットさえ渡わたせば、悪魔は自力で脱だつ出しゆつできるから。まあ、サルガタナスなら瞬間移動してくるし、殺さつ戮りくの悪魔なら天使を殺戮しまくるなりして己おのれの能力をフル活用するだろうけど」

「そんなの……っ！」

　悪魔の手先になるみたいで、絶対に嫌だ。お断りする、と勢いよくブレスレットを外そうとするが──取れない。何だこれ。

「ぐああああ……！　まったく取れない！　何したんだよ、アガリアレプト！」

「僕に言われてもねえ、アスタロト様の魔術だから、術の解除はアスタロト様かアスタロト様以上の魔ま力りよくを持っている大悪魔以外は無理。ま、頑がん張ばってきて」

「えええええ」

　つまりは、天界の捕虜悪魔にブレスレットを渡す以外に道はないのか。

「どうやって天界に行けばいい？」

「水緑？」

　ブレスレットとアガリアレプトを見比べていた水夏の肩を摑むと、水緑は幕の向こうのアスタロトをじっと見つめる。

「僕がちゃんと、道案内できるから心配無用だよっ★」

　僕っこメイドの言葉を受けて、水緑があっさり頷いた。

「じゃあ、さっさと用事を済まそう。ほら天界へ行こう、水夏ちゃん」

「え？　いいのかよ……っ！　水緑!?」

　驚いた。しかし顔を見て引き留める手も止まる──ヤバイ、かなり不機嫌だ。

　機嫌がいい時は、一言多かったり文句を言っても水夏の言うことに耳を傾けるのだが──不機嫌だと、絶対に無理だ。何も耳に入らない。

「その代わり、成功したら僕たちを人間界へ戻せ。いいな？」

「おい水緑……っ！　大悪魔相手にそういう啖たん呵かを切るのは……」

「うるさいな、たかが知れてる悪魔のくせに横おう柄へいで、いい加減ムカついてたんだ」

「いや、たかが知れてないから！　かなりというかものすごい上位悪魔だから！」

　自分の、今までのアガリアレプトへの態度も棚に上げて、あわあわと水緑を止めようと努力はする。幕向こうのアスタロトの気が緊張したのが判った。ヤバイ、消される。

「戻せと言われても。勝手に来たのは君の方だから」

　しかし、広間にいるほぼ全員の緊張感張はり詰つめた中に、アガリアレプトののんびりとした口調が響いた──腹の内は判らないけれども、機嫌は悪そうではない。ちょっと安心してしまう。

「身に覚えがない、と水夏ちゃんが言うんだからそれが正しい。お前が人間界にいる悪魔の居所を摑めないままなのが、元げん凶きようだろう」

「不ふ可か抗こう力りよくさ、記憶を消して出張してる悪魔が悪いだけだよ」

「それこそ、悪魔の都合だ。僕は真実なんてどうでもいい。とにかく、僕と水夏ちゃんが人間界へ戻る手助けをしろ、いいな」

「……大悪魔との取引は、人間の生ぬるい口約束と違うんだけどね、もちろん、判ってるよね？」

「等価交換だろう？　僕たちはお前たちが行けない天界へわざわざ行ってやって、お前たちの仲間を見つけてきてやるんだ。十分すぎる交換条件だ」

「……言うねえ」

（あわあわあわあわ……！）

　一歩も引かない水緑へ、アガリアレプトの声音が低くなったように感じた──これは、まずい。

「っ！　とにかくさっさと道案内しろ！　僕っこメイド！」

「ほっほーい♪」

　水緑とアガリアレプトの間にある殺気を逸そらすためにも、とにかく声を上げる。すると、条件反射のように僕っこメイドが、黒い羽根と黒いハットのついたカボチャがアクセントの、ステッキ風巨きよ大だいな鍵を振り回した。

「ＴＨＥ★　魔術ーっ♬！　二名様！　天界へいってらっしゃーい♪」

「えっ!?　お前は来ないの!?　道案内役なのに!?」

「だって僕、悪魔だからー天界は無理無理♪　大丈夫！　地図も一いつ緒しよに墜おとすからー！　それ見てたどり着いてねっ！　ファイトっ！」

　僕っこメイドがエールを送ってきたと同時に、目前に巨大な穴が現れた。

「ぎゃああ！　何か暗黒に飲み込まれ……！　ぬを!?」

「おっと、足が滑すべった」

　怯ひるむ間もなく、水夏はアガリアレプトによって穴へたたき落とされてしまった。

　ヤバイ飲み込まれてしまう──。焦っていると、水緑が水夏の腕を摑み、そのままがばっと抱だきしめてきた。

「水夏ちゃん、僕に摑まれ」

「み、水緑……っ」

　言われた通り無む我が夢む中ちゆうで、シャツにしがみつく。

　──ああ、これで天界へ行けるかなんて判らないけど、二人揃そろって何かとんでもない状況に巻まき込まれているという事実だけは、間違いない。

「ま、僕らの役目はこんな感じで～お疲つかれ様さま～」

（どういう意味!?）

　アガリアレプトは暢のん気きに手を振っている。役目とかお疲れ様って何だ。依然打ち合わせありなビジネスめいているのが解せない。




　もし魔界に再び戻ることがあれば（ない方がいい）、ぶん殴なぐる、とは心の中で誓ちかってみた。
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「ぶは！」

　穴は煙けむりみたいなもので、すぐに薄うすれていった。

　目を閉じていても周囲の明るさが判わかるようになってから、息を吸って目も開ける。

　そして──びっくりした。今までいた広間と明らかに、違ちがう。

「なんで……水の中？」

「教会の中にある、洗礼場所に似てるね」

「……なんで、水み緑ろくは水に入ってないんだよ」

　水み夏かは小さな人工池の中に入っているが、水緑はそこを囲む大理石に優ゆう雅がに座すわっていた。カトリックの大聖堂がギリシャ神しん殿でんみたいに壁かべなしになったような豪ごう華かで迫はく力りよくのある、真っ白い大きな建物だ。この洗礼用と思わしき池は、そんな建築物の手前、真っ白でゆったりめの階段を下りていったところにある。

「何か見たことあると思ったら、『壊かい滅めつの福ふく音いん』の天界世界の景色か……」

　さっきは余よ裕ゆうがなくて気づけなかったが、アスタロトの謁えつ見けんの間もゲーム内にあった。

　偶ぐう然ぜんとは思えない、ゲームを作ったのは天界か魔ま界かいの関係者だろうか。

「ここは大聖堂だろ？　高位の天使たちの居場所ってことか……」

　水から出るが、びしょ濡ぬれのままだ。

　タオルはないし、着き替がえなんかもっとない。仕方ないので水がしたたるまま乾かわくのを待つしかないが、体は冷えないし寒くもなくて良かった。

「って、あれ？」

　どこへ行くべきか、と考えていると自分の胸むな元もとが熱くなっていることに気づく。慌あわてて触ふれれば、ロザリオが光っていた。

「うわ。勝手に動く……!?」

「大聖堂の奥おくを指してるみたいだね。そっちへ行けってことじゃない？」

　輝かがやくロザリオは、まるで生きているみたいに聖堂の奥を示している。水緑の推測に水夏は頷うなずいた。何な故ぜなら、『壊滅の福音』での天界見取り図で悪魔を収容している場所を指しているから。気づけば服は乾いていて、これはロザリオの力か？　と感心しつつ、水夏は真っ白な大理石の道を水緑の背を追いかけて進む。

「うーん。世界の大だい富ふ豪ごうが、聖堂をモチーフに建てたお屋や敷しきっぽい気もしてきた」

　もしかしたら『壊滅の福音』マニアの外国の大富豪が、設定そっくりの屋敷を作った可能性も脳のう裏りをよぎる。金持ちの金の使い方は貧びん乏ぼうな水夏には理解できないものがあるのだ。

「間違いなく天界だと思うよ」

　ほら、と水緑に空を指差されて見上げると、白くて大きな羽の生えた人間が複数飛んでいた。

「ユ、ＵＭＡ……？」

　大富豪の戯たわむれ説は、消えた。

　未み確かく認にん生物ＵＭＡの中に、フライングヒューマンという空飛ぶ人型がいたはずだが。

「写真撮とって、人間界のメディアに持もち込こんだら、結構な金になるんじゃないか？」

「能天使パワーズじゃないの？　武装して天界を巡じゆん回かいしながら悪魔の侵しん入にゆうに目を光らせている、ゴリゴリの体育会系な戦闘専門の天使たちだけど。……怒おこられるよ？」

「冗じよう談だん、冗談だってあはははははは」

　うっかり神父様に聞かれたら、悲しそうな目を向けられるような本音が口から出てしまっていた。というか、プロにケンカは売れない。

「教会の修理費になるかなって思ったけど……って、ヤバ」

　フライングヒューマン、じゃなくて能天使パワーズと、ばっちり視線が合った。

「っ何故、悪魔がこのような天界中ちゆう枢すう部に!?」

「誰だれか！　早くカマエル様にお知らせを！」

　彼かれらが声を荒あららげると、一いつ斉せいに空気が変わったのが判る。

「いや悪魔じゃないし！　ともかく逃にげるぞ水緑！」

「たかが人間が二人侵入してきたからって、能天使の指揮官を呼ぶとは大げさすぎるな」

　そんな暢気のんきに呆あきれている場合じゃないし。

　水緑の手を摑つかみ、神殿のような大聖堂の中へ入る。良かった、大きな扉とびらは鍵かぎがかかっておらず、祈いのりの場であろう内部も静せい寂じやくのみで誰もいない。

　そんな中、壁に幾いくつもある扉の一つへ、確信をもったまま走り寄った。

「……っ！　ゲームと同じ作りなら……！　このドアでいいはず！」

　開けば思った通り、階段がある。それを上に駆かけ上あがった。ここは北の塔とうの階段で、延々と続く石いし畳だたみの螺ら旋せん階段の最上階──塔のてっぺんに、悪魔は収しゆう監かんされているはずだ。

「あの僕ぼくっこメイド、すごいな。こんなところまで、人間のオレたちを移動させられたなんて」

「女装メイドの力じゃないだろ。悪魔の力を及およぼせない天界だから、僕ら人間を使おうとしたんだろうし。水夏ちゃんもだろうけど、僕も悪魔が捕とらえられているところの近くに入り込めれば都合いいって願ったから、それが影えい響きようしてるんじゃないかな」

「マジか」

　考えるだけで大悪魔ですら入れない結界に、人間ごときの水夏と水緑は入れたというのか。どういうことだ？

　というか、螺旋階段を駆け上がっているのに、何故、水緑は息を切らせない？　スポーツ大好き水夏ですら少し苦しくなっているのに（絶対に内ない緒しよだが）。

「結界をやすやす破って、思ったところへ瞬しゆん間かん移動するなんて、人間のオレたちができるかあ？　超能力者でもなければ無理だろ……て、あれ？」

　何階分を上ったのか憶おぼえていない、まだ最上階は遠いのか、と上を見て、気づく。

（ん？　そういえば……）

　少し考えてから──マジマジと、水緑の広い背中を見た。

　手足は長いし頭は小さいし、スタイルは相変わらず常識を度外視したレベルのハイスペックだ──なんて、今はどうでもいい。

「何？」

　水夏の視線に気づいたらしい水緑が、踊おどり場ばでふと足を止めて振ふり返かえった。

　小さな窓から外を見て、だいぶ上まで上がったのが判る。

「……水緑も、旧庁舎の旧知事室に入ったら魔界に入り込んでしまったって言ってたよな？」

「うん」

「神父様がくれたロザリオ、机に置いてきたって言ってたけど、持ってたよな？」

「気づいたら、勝手にポケットに入ってた」

「……瞬間移動……？」

　呟つぶやいてしまう。水緑は、ちらり、と水夏を見るだけで返事をしなかったが。

（三大支配者が一柱、アスタロトの大広間ならセキュリティーも厳重なはずなのに、水緑はあっさり入ったみたいだし。無礼きわまりない言動も許されていた感じだし。……それって、人間以外の特別な存在って認にん識しきされていたから、とか、あり得ないか……？）

　アスタロトの謁見の間へ入る能力は、鍵を開く能力の応用とも言えないだろうか。

　何より、精せい鋭えいの魔ま物ものたちが歯が立たない強さとか、常識的に考えたらあり得ない。いや、もう現状がすべて常識と違うけど。

（神父様からもらったロザリオの効果パワーだと水緑は言っていたけど、そもそもそれが、瞬間移動で水緑の元に戻もどってたんだよな？）

　水夏なんかは胸につけていたのに、悪魔を威い嚇かくすることしかできなかった。大男に担かつがれて問答無用に地下牢ろうへ連行されてしまったのだ。

（……まさか、水緑が……？）

　何もかも《特別》な水緑を考えると、一つの推測が脳裏をよぎる。

（サルガタナス、かもしれない……？）

　六柱レベルの大悪魔なら、ロザリオの魔ま除よけパワーが持ち主の水緑に都合よく発揮する可能性はないか？

　やはり、自分はただの人間だった、なんて暢気に安あん堵どできない問題だ。

　条件が当てはまりすぎている。アガリアレプトが、水夏以外の人間は魔界にいないと断言していたのも、水緑がサルガタナスならありな気がする。

「……水緑って、教会嫌きらい？」

「はあ？」

　思わず尋たずねてしまう。神父様のことを、最近疎うとましそうにしていたのは反はん抗こう期だからかと思っていたのだが……もしや。

「僕が嫌いでも、水夏ちゃんは好きだろ、あの教会のコト」

「いや、オレはともかく。水緑個人の意見として、居い心地ごこちはどうなんだよ？」

「どうも何も、水夏ちゃんがいたいんだから、僕もいるしかないだろ。当たり前なことをいまさら聞いてくるなよ。ちょっと苛いらつくから」

　はあ、と呆れたように嘆たん息そくしての呟きには、少しムカついた。

「別に、オレと一いつ緒しよにいろなんて頼たのんでねーよ？　苛つくほど嫌いやなら、出て行く方向で神父様と話し合えよ。オレは無理に水緑を引き留めないから」

「…………」

「わ」

　ぐい、と肩かたを摑まれて壁に背中をたたきつけられる。乱暴だ痛い、と声を上げないのは子供の頃ころから何度もしているケンカの影響だ、弱音なんか吐はかない。

「……水夏ちゃん、僕から離れたり、僕以外と一緒にいるの選んだら、承知しないから」

「は？」

　腰こしをかがめ、わざわざ水夏に視線を合わせてまで告げてくる水緑の表情は真しん剣けんだ。

　鋭するどさすら感じて、悔くやしいが緊きん張ちようして竦すくんでしまった。

「キレるよ、僕。手段選ばない、何するか判らないから」

「って……何？」

「自分で考えろ、馬ば鹿か水夏」

　吐はき捨すてるように言って、すぐに水夏を離はなす。

　途と端たんに、窓の外から自分たちを捜す能天使たちの声が耳に飛とび込んできた。無意識に水緑の声しか聞こえなくなっていたらしい。

（考えろって、何をだよ……）

　冷たくて力強い手が離れて、ほっとしたなんて認めたくない。

（何だ、こいつ）

　捻ひねくれて反抗期真まっ盛さかりのくせに、変なところは幼い頃とまるで変わらない甘あまえん坊ぼうだ。

　水夏が水緑以外と遊んだりすると、不ふ機き嫌げんになり邪じや魔ましてきて大変だった。

　水夏が鬱うつ陶とうしいような発言もするくせに、水夏が同じような発言を水緑にすることは許さない。ものすごく怒る。

　こういうところは昔とまったく変わらないならもうちょっと可か愛わいく甘えればいいのに、とは思うが、そんな水緑は気持ち悪い。

「まあ……とにかくだな」

　ふう、と息を大きく吐いてから、螺旋階段を見た。まだ上があるが、もう少しでゴールな気もする。ロザリオの輝きは強くなっていてブレスレットの禍まが々まがしさも濃こくなっているし。

（バレないようにしないと）

　水緑が、サルガタナス（でほぼ決定）であることを。

　そう考えないことの方が無理があるくらい、水緑＝サルガタナスという構図がぴったり一いつ致ちしている。

　確信した水夏の決心は早い。再び階段を駆け上がりつつ、心に決める。

（水緑が一生、人間として暮らせるように）

　悪魔の記き憶おくがなくて良かった。これをチャンスとして、徹てつ底ていして悪魔としての魂たましいを浄じよう化かし、神父様の完かん璧ぺきなる助手として生まれ変わってもらう。

「魔物に近づいてるからか、ブレスレットも変化してるな。ブキミに光ってるし、明らかに異質で気味悪い」

「僕としては、ロザリオの光よりブレスレットの光の方が嫌な気しないけど」

　水夏と水緑の手首にはめられたブレスレットは、大聖堂の奥へ進めば進むほど、より一層の鈍にぶく黒い気を放つようになっていた。

（やっぱり、水緑が大悪魔のサルガタナスだからか？）

　普通の悪魔は到とう底てい無理でも、大悪魔なら人間界の教会くらいは行けるだろうし、『壊滅の福音』の設定では、悪魔でも《ベリト・ブレス》なる最強守護アイテムを入手していれば天界に入れるというルールがあった。まさに、水夏と水緑がつけているのがそれだ。

「……あの奥の扉に、悪魔がいるんじゃないか？」

　ゲーム内の見取り図を思い出しつつ、階段を上がった先の扉を指し摘てきする。

「そろそろ最上階についてもいいしね。あそこの扉だけ、通ってきたどの扉とも違うし」

　重厚でいて真っ白な扉には、祝福を表す百ゆ合りや様々な草木のレリーフが彫ほられている。これらは毎日、聖堂で見ている神に捧ささげる祝福の言葉ものであった。こんな細部まで、ゲームと同じだ。

「《何なん人ぴとも、深い愛に包み受け入れよ。例え魔に冒おかされていようとも神の御み力ちからは万ばん能のうなり。すべてを光に包み浄化し、神は受け入れる》……福音だよな。捕らえられた悪魔も、今頃天使に変わっていたりして」

「悪魔からすれば呪じゆ詛そだよ。神も天使も、ありがたくはないんだから」

「────」

　不機嫌はともかく、この悪魔寄りの思考が心配だ。サルガタナスの記憶がこのまま思い出されそうで不安を感じてしまう──思わず、水緑の背中を叩たたいた。

「だめだめ！　思考が暗い！　どんよりしててもどうしようもないだろ！　前向こうぜ！　オレがいるし！　悪魔に戻……狙ねらわれたらどうすんだ！」

「悪魔!?　悪魔がどこにいるってえ!?」

「わあびっくりした！」

　いきなり扉がばん！　と開き、中から現れた青年に叱しかられてしまった。

「誰!?」

「それはこっちの台詞せりふだ！　……って、悪魔の気配感じたけど……悪魔じゃないのか？」

「ははははい！」

　うっかり警けい戒かいしまくり引く水夏の前に、水緑が立ちはだかる。背後からそっと様子をうかがえば、青年はジロジロと、水夏を凝ぎよう視ししてきていた。

「……へえ、珍めずらしい。人間か？」

　白と金の装そう飾しよくが美しい司祭風の服は、もしや高位の天使しか着用できないものではないだろうか？　外を飛び回る能天使は、もうちょっと動きやすそうな格好をしているし（宗教絵画にあるような、布きれ一枚のぺらぺらではないが）。

　とはいえ、青年はまるでチンピラのようだ。水緑よりさらに長身で、見た目は神父様と変わりないくらいの背格好とスタイル、顔立ちも心なしか似ている。

（いや、似てるどころかそっくり？　目つきと態度が真逆なだけで!?）

　違うのはこの粗そ暴ぼうな態度と口調、雰囲気の悪さだけな気がする。神父様はいつでも水夏へは天使のような笑え顔がおを向けてくれているからこそ、余計に差が気になった。

「悪魔の侵入じゃなきゃいいんだよ。天使も神も心が広いからな。けれど天界案内役抜ぬきで動き回るのは駄だ目めだ、俺おれの許可もらってからにしろ。案内してやる」

「えーと、案内担当をチェンジって、お願いできません？」

「こんな美しい俺様の何が不満だよ、ああ？」

（敬愛する神父様そっくりなのに、言動が真逆で最悪だからだよ）

　顎あごをくいっと動かし、近寄れ、と指示されるが無視だ。水緑のシャツを強く握にぎりしめる指すら動かない。情けないが、水緑も拒きよ否ひしないのでこのままでいた。

「お前ら悪魔の気配があるってことは、悪魔に頼まれて来たとかだろ？　誰が関係してる？　最低でも大柱レベルでもない限り、こんな最さい奥おうまで入って来れないしな」

（やたら推測されてるし当たってるし！）

　それにしてもなぜ、目前の水緑を丸無視して水夏ばかりを見るのか。

「怯おびえるなよ、不ふ愉ゆ快かいだな。おい、お前に天界行きを命じたのは誰だ？」

「えーと……魔界で地位の高い悪魔たち……です。口数がやたら多い、超ちよう美形で自画自賛もしまくる系で、貴族のごとき優雅な服装をしていた……」

　悪魔たちの姿はヘビメタ系からリーマン系、ストリートギャング系、中世風など個性豊かで共通しているのは色しき彩さいがダークということのみだったが、天使は統とう率そつの取れた服を着ていて、そんなところまでゲームにそっくりだ、とか考えて無理矢理緊張をほぐす。

「アスタロトか。三大支配者が一柱に命じられたら、そりゃー断れないよな、あいつの能力なら自分で天界まで入れるくせに、面めん倒どうくさがったのか」

（違う。アガリアレプト）

　ち、と舌打ちをするこのチンピラ天使は、アスタロトを知っているほどの高位な天使なのか。

「で、何で協力する？　悪魔に魂を売ろうとか考えてる？　よせよせ、天界の方がいいぞ。文字通りパラダイスだし」

「あ、いや……！　たまたま魔界に寄ってしまっただけの、人間で……っ」

　じろじろと水夏を詮せん索さくする迫力に負けて、しどろもどろになる。ああもう、神父様がガラ悪くなった感じで、嫌すぎる。

「たまたま魔界に寄ったって、どうしたらこうなるんだよ人間が。……ああ、もしかして悪魔の呪じゆ符ふか何か持ってるのか？　速そつ攻こうで捨てろよ。悪魔に憧どう憬けいしてもいいことなんかないぞ」

「ホントにただの偶然で！　悪魔なんか憧れてないし！　というか教会で育って神父様が里親だから！　悪魔に脅きよう迫はくされて捕らわれた悪魔に会いに来たというか……！」

「水夏ちゃん、何で言うんだよ」

　じっと様子をうかがっていた水緑がぼそ、と呟く。そんなの判っている、判っているが、神父様に似ている天使だったもので、つい正直になってしまった。

「……ま、天界の気を強く放つロザリオも持ってるみたいだしな。……不思議だなお前、こんな人間、初めてだ」

「えっ、マジで!?」

「天界の気をたっぷり含ふくんだ飯を体内に吸収させてるかと思えば、悪魔がそれを消すべく呪じゆ文もんをかけてる気配も感じる。しかも、一回や二回じゃない、ほぼ日常的に」

「ええええええ!?」

「……お前、人間なのに悪魔と天使に囲まれた生活してるのか？　すごい複雑な環かん境きようだな……大だい丈じよう夫ぶか？」

　同情したような視線を向けられるが、水夏には身に覚えがない。

（水緑はサルガタナスかもしれないけど、本人が気づいてないから、悪魔の呪文は無理だろ。それに天界の気がたっぷりな食料って何だ？）

「天使が育てた野菜で、天使が調理したやつだよ。それに身近な悪魔が魔術をかけてる」

「カオスだ」

　首をかしげるしかない。

「毎日の飯は、神父様が家庭菜園でとれた新鮮な野菜をたっぷり使って作ってくれるかな……。かなり美お味いしくて、特にニンニクを滅め茶ちや苦く茶ちや使うんだよな」

「ニンニクは、魔を退治する貴重な食料だ」

　チンピラ天使が、興味深そうに水夏の顔をのぞき込んできた。なるほど、神父様の料理は天使が作ったように素晴らしいらしい。

「その神父、お前が悪魔に狙われていることを知っていて、敢あえてニンニク三ざん昧まいにしてんのか？　なかなか思し慮りよ深ぶかい神の代理人だ」

「えーまあ……」

　あのノホホンとした神父様が、そんな計算をしているとは思えない。ただのニンニク愛好家なだけと信じているが一応、頷うなずいておいた。

「あー、ちなみに、お前はその神父をどう思ってる？」

「どう、とは？」

　チンピラ天使が、コホン、と咳せきをして言葉を選ぶように訊きくので首をかしげる。

「いや……ほら、……好きとか、大好きとか、誰よりも側そばにいてほしい、とか」

　前向きすぎる言葉の羅ら列れつなのに、何故そんなにしどろもどろで聞きにくそうなのか。

「そりゃあ大好きに決まってるし。神父様だけは絶対にオレを裏切らない、神父様のためなら何でもしたいけど」

「……へえ、その神父のことが好きなのか」

「一番好きに決まってる」

「……そうか。一番か」

　何だろう、ほっとしてるし嬉うれしそうだ。同じ顔ではあるが、他人のはずなのに。もしや、神父様の守護天使か何かだろうか？

「水夏ちゃん、何の噓うそだよ。あり得ない、ムカつく」

　一気に水緑が不機嫌になった。神父様への反抗期が面倒臭くさいので聞こえないフリだ。

「相方と毎日、聖堂の掃そう除じとかしてるのも、天界の気をオレが得ているのに関係ある？」

　何故か最近は、一緒に行うタイミングがずれているが、それは言う必要はないだろう。

「どんな動きしてるんだ？　その相方ってのが悪魔なんじゃないか？　お前に気づかれないように同じ行こう為いをすることで、呪術となしてるとか」

「いや、それはない。オレと一緒に教会に捨てられてて、神父様を里親として育って同じ飯を食ってるし」

　横にその相方がいるというのに、何を言うのか。ドキドキしてしまうが、水緑はしかめっ面つらのままじっと話を聞くだけだった。

「人間界の教会なんざ、聖遺物があるような超結界聖域でもない限り、大悪魔からしたらまるで問題ないさ。むしろ、隠かくれ蓑みのに丁度良いとか思うだろ」

「絶対、ないって」

　チンピラ天使の疑念へは、水緑が即時に否定してきた。

「聖遺物なんかにこだわるのは、中世ヨーロッパくらいだ。聖人の骨や髪かみの毛けや血やミイラなんかを奉たてまつるなんて、今はしてないよ」

「やめろ、目前にいるのはガチものの宗教関係者だ。説教されるぞ」

　反抗期まっさかりな水緑が問題発言をするので、水夏は手で口をふさいでやった。

　チンピラ天使は水緑の言葉がまるで聞こえてないかのようなのもブキミだ。水夏としては内心で焦あせってしまう。

「じゃあその、相方とかいうヤツのことで困ったこととかないか？　俺がお前を救ってやるぜ？　離り縁えんする協力をしてやろう」

「遠えん慮りよする。目下困ってるのは、人間界にいつ戻れるか判らないことくらい」

　水緑が悪魔であったとしても、水夏に呪術を仕し掛かけるなんてしないに決まってる。

「ああ、それがアスタロトとの契けい約やく内容か」

　いやアガリアレプトです、とは言うべきか悩なやみ、うやむやに笑顔で誤ご魔ま化かした。

「人間を救うためには、アスタロトの思い通りにならないといけない……っていうのは業ごう腹はらだしな。天界から人間界へ返してやるのが、一番だよな」

「本当に？　そうしてもらえると助かる……！」

「それにはまず、お前にこびりついた魔界の気を全部浄化しなきゃな。洗礼して体洗いまくってやっから、あっちの聖水場で裸はだかになれ」

　指差す方向は、ゲームでも天使が浄化してパワー充じゆう電でんする場となっていた浴室の方向だった。

「はあ？　裸？　何それ反対」

「へ？　水緑？　いいじゃないか、別に体洗うくらい」

「駄目だって」

　チンピラ天使の後をついて行きつつ断固として反対する水緑は、そういえば裸を見られるのが大嫌いだったのを思い出す。水夏以外には絶対に裸を見せないし、水夏が水緑以外に裸を見せることも何故か大反対だった。神父様が無敵の笑顔で、当時小さかった二人を風ふ呂ろに入れようとした時も、全速力で逃げたほどである──水夏を脇わきに抱かかえて。

（ま、人間界に戻れるのなら、背に腹は代えられないと諦あきらめるだろ）

　ないしは、二人で入ればいい。他に誰も寄せずに。

「えーと、チ……天使さんが、体の浄化に付き合うとかはさすがにない？　部屋の外で待ってるとか？」

「お前、魔界グッズもらってきすぎだから、上級天使が直接洗ってやらないと取れないほどの瘴しよう気きで溢あふれてるんだよ。俺が直々に体の隅すみ々ずみまで洗ってやるから、感謝しろ」

「──あーまあ……」

　さて、困った。水緑の不機嫌な顔はさらにしかめっ面になってしまう。

「逃げよう」

「え!?　うわ！」

　水緑が、水夏の手を摑んでいきなり反対側へ走り出した。

「おいこら！　どこ行くんだ!?」

　背中でチンピラ天使の怒ど声せいが聞こえるが、水緑は止まらない。迷いなく向かうのは、偶然か、ないしはゲームの見取り図を知っているのかどっちか不明だが、悪魔が捕らえられていると水夏も予想する部屋だ。

　真っ白な柱と壁に世界遺産的な大聖堂を思わせる装飾が施ほどこされた廊ろう下かをがむしゃらに走れば、チンピラ天使の姿も気配も判らなくなった。

　水夏たちを捜す能天使たちの姿も見えないし、ようやく一息つく。

「……そういえば、あのチンピ……天使、水緑のことまったく気にしてなかったなあ。何でだろ」

「気にするほどの存在じゃないから」

　そうか？　しっくりこないが。

「とにかく、この扉を開ければそこに悪魔が収監されてるだろうし……っ、ブレスレット見せて、と……」

　大きな扉は、今まで通り過ぎてきた扉と何ら変わりなく豪ごう奢しやなのだが、放つ気が違う。

　緊張しつつ水夏の身長より三倍は高い扉をそっと押すと、驚おどろくほど軽くそして無音で開いた。
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「わあびっくり！」

　緊きん張ちようしつつ、開けた扉とびらの向こうで仁に王おう立だちしていた天使の存在に、心臓が飛び出るほど驚おどろいた。

「っどうして先回り!?　隠かくしルートでもあった!?」

「アホか、高速の天使だぞ俺おれは。文字通り飛んで先回りしたんだよ」
















　ストーカーみたい、と水み緑ろくが呟つぶやいたがバチあたりすぎるので聞こえなかったことにする。

　ハー……と、深々とため息をつかれてしまった。

「お前、度胸あるな……。天界を天使に案内されてる最中さなか、意味なくダッシュで逃にげる人間なんざ初めてだ。実は人間のフリした上級天使とかか？」

「っとんでもないです！」

　顎あごに手をやり水み夏かを見ていたチンピラ天使の目つきと態度には慣れず、とにかく居い心地ごこちが悪い（いや天界が居心地良くなること即すなわち人間界とグッバイな気がするので、それでいいのだが）。歩み寄れるか、と水夏は、賭かけに出る質問をした。

「ち、ちなみに……」

「ああ？　何だよ」

「何な故ぜ、天使と推測？　魔界の気をまとってるのに……オレの正体が悪魔だったりとか、思わない？」

「思うわけないだろ。もし悪魔なら、俺に睨にらまれた時点でとっくに消しよう滅めつしてる」

「ですね」

　場がなごむことなく、終しゆう了りようだ。

　納なつ得とくしている水夏を、チンピラ天使はジロジロと凝ぎよう視しした。

「一人で天界に来たり……お前、どこまでアスタロトや他の悪魔から入れ知恵されてるんだ？　ここが悪魔収しゆう監かん部屋って知ってるのは、その手首にある悪魔の印からの指示だろうけど」

「えーまあ」

　ゲームの知識とは言えない。どうやって誤ご魔ま化かすか考えて──ふと、気づいた。

「一人？　オレが？」

「他に誰だれがいるって言うんだよ。お前、天界来てからずっと一人じゃないか」

「はあ？」

　何を言われてるのか。冗じよう談だんなのか？

　困ったので、つい横で黙だまって天使を睨む水緑を見上げる。よほど水緑が気にくわなくて、わざと無視しているのか？　判わからなくて答えを逡しゆん巡じゆんしていれば、チンピラ天使がいかにも不ふ審しんそうに低い声こわ音ねでさらに訊きいてきた。

「もしかして……誰か、もう一人側そばにいるのか？」

「え？」

「俺には、お前しか見えないんだけど。誰が一いつ緒しよだ？　人間のわけないよな？　人間なら熾し天てん使しの指揮官である俺が見えないわけないし。……もしや、このウリエル様から気配を殺せるレベルの高位な大悪魔を連つれ込こんだか？」

「────」

　じ、と水夏の心を見み透すかそうとしている鋭するどい視線に、水夏は息を飲のむ。

　あまりの衝しよう撃げきの告白に、水夏の思考が一いつ瞬しゆん、停止してしまったのだ。幻げん聴ちようと思いたいが、そうではない──つまり。

「っウリエル!?　って、天使四天王の!?　ミカエル、ガブリエル、ラファエルとともに神に最も愛されし選ばれた天使!?　火や地じ獄ごくを支配して地獄の門を破は壊かいしてたたき落とし、罪人の魂たましいを地獄から引きずり出して拷ごう問もんする究極の極ごく道どう天使!?　ゲームからの知識だけど！」

「水夏ちゃん、よく口が回るね。それよりゲームのキャラ設定がずいぶん正しいのは興味深いな」

「っチンピラってどういう意味だ？　善悪がきっちりしている導きの天使だ！」

　水夏の正直を水緑が指し摘てきしてきたが、それによるチンピラ天使改めウリエルの怒いかりが恐こわすぎて、逃げの体勢になってしまう。

「と、とんだ大物が……っ！　なんで、天界の案内役……っ」

「人間に転生した初めての天使だったせいか、聖人を天界に案内したり天使以外に接する役割を請うけ負おってるからだろ」

　さすがは水緑だ、詳くわしい。

　はた、と気づく。

（……そういえばチンピ……ウリエルが、水緑のこと見えてないみたいなこと言ってたな。六柱悪魔にもなると、ウリエルですら騙だませるのか？）

　そんなにサルガタナスの、体を隠す能力はすごいのだろうか。

（ああけど、気配はしっかり気づいていたよな。オレの言動が原因だったけど）

　水緑は単身赴ふ任にんの大悪魔、という説は水夏の中ではほぼ確定だ。なので、無意識に発動しているであろうサルガタナスの能力に、ただただ感心してしまう。

（何が何でも、ウリエルに水緑の存在がバレないようにしないと……！）

　それが現状で水夏が水緑を護まもるためにできる、唯ゆい一いつのことだ。

「水夏ちゃん、逃げた方がいいかも」

「え!?」

　いきなり、水緑に背中を押おされる。不意打ちだったのでよろけてしまったのだが、すぐ背後を何かが猛もうスピードで過よぎっていき、助けてもらったことに気づく。

「え、背後の床ゆかが溶とけてる……？　一体何が……？」

《ガアアアアアアアア！》

「わあああああ!?」

　水緑を振ふり返かえったのだが、そのさらに向こうにあまりにも存在感がありすぎる生物が雄お叫たけびを上げているのに、視界も意識も全部持って行かれた。

　今まで、仁王立ちしたウリエルに遮さえぎられて、室内が見えなかったのだが。

「静かにしろ！　客じゃないんだ捕ほ虜りよなんだからな！　また聖水ぶっかけるぞ悪魔！」

《ギャアアアアアアア！》

「きゃあああああ！」

　ウリエルが檻おりを蹴ければ、その中にいた巨きよ大だいなドラゴンが、がっちゃがっちゃと一層暴れた。東とう寺じの五重塔ごじゆうのとうほどデカくはないが、八や坂さか神社の楼ろう門もんよりは大きい。めっちゃ恐い。

「っ、悪魔っつか魔ま獣じゆう!?　今なんか目からビーム出さなかった!?」

「吐はき出したのは悪あく霊りようだろ。ほら、床も壁かべも溶けてるところがある、悪あ霊れらの臭しゆう気きで溶けたんだ。修理代は魔ま界かいに請せい求きゆうして払はらってもらうしかないよな」

「っ冷静すぎじゃないですか!?　炎ほのおの天使ウリエルさん!?」

　誰だ、こんなのとっ捕つかまえた天使は。

「俺が捕まえる前も、さんざん悪霊を吐き出しやがって、天界を汚よごしまくっていたんだぞ。まあ全部地獄に落としてやって、こいつには聖水かけたら大人しくなったけど」

「っやっぱ捕まえた張本天使！」

　判っていた。

「水夏ちゃん、落ち着きなよ。《壊かい滅めつの福ふく音いん》にもちゃんといた、悪魔側の最強魔獣【ブネ】じゃないか。悪霊を操あやつり召しよう喚かん者に知ち恵えを与あたえる超ちようレアキャラ。課金しまくってもそうそう出ないから、良かったね、まさかの本物に会えて」

「っ何でそんな詳しいんだ水緑!?　やっぱゲームやってるだろ!?」

　何でそんなに冷静なのか判らないが、水緑は感心したように魔獣を見上げている。恐くないのか、水夏なんか牢ろうから一番離はなれた壁にへばりついているというのに。

「アカウントは持ってないけど、うん。水夏ちゃんがいない時に、《光掲かかげし最強戦士・ミカ》でログインして、ランク上げしてるよ」

「なるほどー！　無課金なのにやたら強くなって英えい雄ゆうにまで上のぼり詰つめた理由、なんか判った気がする！」

「無課金は、制作会社に申し訳ないからある程度はお金払った方がいいよ。僕ぼくが、適正な課金をしてるからいいけど」

「それはそれは！　無課金だと入手できないはずのアイテムが揃そろっていた謎なぞがいろいろ解けた！　うおおありがとうとしか言えないけど！」

　おかしいと思っていたのだ。ゲームをするたびに、何だか不思議なくらいレベルアップしていたことが。てっきり、そういうボーナス的なものが自動的に更こう新しんされていたのかと思い込んでいたのだが（実はこの《壊滅の福音》以外のゲームをしたことがないから、疑問も持たなかった）。

「お前、何を一人でブツブツ呟いてるんだ!?　そんなにブネが恐いのか？　それともやっぱり誰か連れてきてるのか？　誰だ!?　どこにいる!?」

「いないいないいない絶対にいない！　サルガタナスなんか間ま違ちがいなくいません！」

　ウリエルが振り返って水夏を睨んできたのに、目め眩まいがする勢いで首を横にぶんぶん振って誤魔化した。じっと水夏を凝視していたウリエルだが、しばらくしてから、そうか、と納得する。

「ま。サルガタナスごときなら、俺は気配見つけられるからな。確かにいないようだ」

（良かった……！）

　ギリギリ、水緑がいるのはバレずにすんだようだ。

　──が。

「ぎゃあ！」

　ドラゴンいやブネが、ぎろり、と水夏を見る。そして口を大きく開いた。

《ゴォォォォォォォ！》

　黒く濁った渦うずが、水夏に向かって放射される。黒い骸がい骨こつの集団であることは判った、気持ち悪い。

　こんなに離れていても確実に水夏が狙ねらわれていて、無む謀ぼうだが無意識の防ぼう御ぎよで顔の前で腕うでをクロスさせて立ちすくむ。

「っいや無理だろ!?　逃げろって！」

「っ!?」

　禍まが々まがしく毒々しいそれを受けたら死ぬかもしれない、そんな恐きよう怖ふが水夏の脳のう裏りを過ぎったのだが──。

「え、何……っ!?」

　迫せまる悪霊の塊かたまりよりもさらに禍々しい暗黒が、水夏を包つつみ込む。

　それが、手首にはめられたブレスレットから放出されたものと気づいたのは、ブネの毒素を吸収し尽つくしたからだ。何が起きた、と驚く間もない。ブレスレットはエネルギーを蓄ちく積せきしたかのように膨ぼう張ちようし、とうとう水夏の手首から離れる。

「何で？　え？」

　宙に浮ういて、黒い靄もやに囲まれたままブネの方へふわふわと寄っていった。

「檻どころかこの部屋に天界の強固な結界を張っているのに、自由きままだな魔界の諸もろ々もろめ！　あーもう、ミカエルが出張してるから！　あいつがいれば何とかなるのに！」

　なるほど、ミカエルは出張中なのか。まさか、人間界に単身赴任とかなら笑……いごとではない。

「このまま魔獣がブレスレットを得ると、どうなる……？　本当に、オレも水緑も人間界に帰れるんだろうか」

　なすすべもなく呆ぼう然ぜんと眺ながめていたら、ウリエルが焦あせったように怒ど鳴なってきた。

「何ブレスレットを手放してるんだよ！　悪魔に渡わたすことになるだろ！　止めろバカ！」

　と言われても、魔獣に寄る勇気というか無謀はできない。今度こそ溶かされる。

「お前が今までしてたブレスレットには、魔界のエネルギーが充じゆう塡てんされていたんだよ！　魔界に戻もどるチャンスを虎こ視し眈たん々たんと狙ってたこの魔獣にとっては、これ以上ない大チャンスが詰まった代しろ物ものなんだ！」

（マジか）

「あーもう！　その魔界の気溢あふれるブレスレットが心配だったから、さっさとお前を洗礼するなり洗せん濯たくするなりで清めて魔界製品は全部没ぼつ収しゆうしたかったのに！」

　ウリエルが、宙をさまようブレスレットを摑つかもうとするが、天使の気に反発してか、絶対に寄せつけない。ウリエルが寄ると、バチッと火花が散る。

　悔くやしそうに、舌打ちをする──激げき昂こうした様子はさすが炎の天使だ。見事なほどに、殺さつ伐ばつとしていた。

「あれ、三大支配者全部のパワー詰め込んでるのか!?　この俺が摑めないって相当な魔界の力が込められてるぞ先に言え！　それを魔獣が得れば、あの檻なんざ瞬しゆん時じに破壊してこの部屋から逃げた上に暴れまくって天界を悪霊だらけにするぞ！　いくら四大天使の俺だって、全部の悪霊を地獄へたたき落とすには時間がかかる！　責任取れるのかお前！」

（ひえええええ！　お許しを……！）

　そういう重要なことは先に教えてほしかった。今や水夏は、天使に脅きよう迫はくされるという経験をしている貴重な人間の一人だ。キリストの復活ほどではないが、ファティマの聖母出現に近いレアケースだと思うので、バチカンから奇き跡せき認にん定ていしてもらってもいいんじゃないか、とか思う（現実逃避だ）。

「み、水緑……！　ウリエルの怒ど号ごう、恐くないの……!?」

「別に。水夏ちゃんより喧やかましいなんて、面めん倒どうな天使だなって呆あきれてるよ」

　土下座したまま後退して逃げ切りたい水夏に対し、むすっとしたまま炎と地獄タルタロスを支配する天使を睨む水緑の、この貫かん禄ろく。聖戦士レベルにすごい勇気だ。

「天界で暴れた後は、人間界に降りて災わざわい起こすぜ？　それを使命としてる、七二柱が二六番目の魔ま王おうだからな、いいのか!?」

「っあいつ家か畜ちくじゃないの!?　魔王なんて偉えらい地位!?」

　家畜＝飼育して利用する獣けものだ。てっきり、悪魔のペットレベルと思っていたのに。

「水夏ちゃん、ブネのデータはゲームにもあったよ。好きなゲームなら、もうちょっと調べるべきだろ」

　持っていないレアキャラには、詳しくない。

「こいつが人間界を滅ほろぼすという用事があるから、そのときに同行できるって意味だった……のかな？」

「面倒がなくて、合理的ではあるよね」

「不条理だろ。魔界側は、説明不足にもほどがある……！」

　このままブネにブレスレットが渡れば、水夏は裏切り者のユダに匹ひつ敵てきするかそれ以上の黒歴史の持ち主になってしまうじゃないか。

「何が何でも、あの浮ふ遊ゆうしてるブレスレットの回収を……！　ってか、そういや水緑もブレスレットしてたよな？　どこにある!?」

「手首にあるよ」

　見せてくれたそれは、黒く鈍にぶい光を放っていたものの膨張したり力を充塡しているような様子はなかった。何故だ、思わず眉み間けんが寄った。

「……くっそう、悪魔の連中、オレだけハズレ引かしたのか……っ？」

「じゃなくて、水夏ちゃんのと違う役目があるんじゃないか？　あの浮遊してるブレスレットを、ブネの方へ行かせないように引っ張ってるように感じる。磁力みたいな力で」

「本当か!?」

　確かに、見ると水夏のブレスレットは魔獣の方へ寄らずにいる。水緑のブレスレットと黒い光で繫つながっているようで、動けないでいるように感じた。これは、水夏が人類壊滅の元げん凶きようとならないで済むチャンスかもしれない。

「ブネの方は、水夏ちゃんのブレスレットが欲しくて欲しくて、暴れているけどね」

「こ、こわい……」

　巨大なドラゴンが鉄檻をガチャガチャ揺ゆらしているド真ん前にいるのに、何なに故ゆえに冷静なのか水緑は。物心ついた時から、大たい概がいのことには冷静で、そういえば感情的になるのは水夏とのケンカくらいだった。

　ふと、魔獣が水緑に気づく──ブレスレットを見た。

《ギャアアアアアア！》

「わああああ！　チンピラすら気づかなかったのに、何で見えるの!?」

　雄叫びを上げ、ふたたび口から悪霊を吐き出す。臭気を放つ禍々しい塊は、しかし水緑ではなく水夏を狙っていた。

「それヤバイだろ!?　なしなし……！　うわ！」

「水夏ちゃん！　……！」

　とても逃げられない。水夏は反射的に頭を両腕で隠してからその場にしゃがみ込んだ。これは幼い頃ころは神父様に、今は学校で学び続けてきた《災害の時には頭を隠して身を縮こませる》、の教育のたまものな条件反射だ。

「っ馬ば鹿か！　ただ標的になりやすくなってるだけだろ！」

　水緑が怒鳴り、水夏の体を思い切り自分の方へ引き寄せる。すると、水夏が今までいたところに、悪霊らが勢いよく突つっ込んでいった。白く美しい床が、醜みにくく溶けて悪霊に破壊されている──ぞっとした。

「うわ……！」

　しかし、それらは床から浮遊すると今度こそ水夏に襲おそいかかる。悪霊から逃げる冷静さも余よ裕ゆうもない、万ばん事じ休すだ。
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「は？」

　水夏を胸に抱かかえた水緑が、訳のわからない言葉を呟いた、何それ？　と訊こうと水緑を見上げれば、ウリエルも静かに口を開く。

「[image: 〓]」

「っどこの言葉!?」

「っいいから離れてろ！　水夏！」

（水夏って、このピンチにいきなり名前呼ぶ!?）

　ウリエルは水夏を庇かばうように立ち、腕を魔獣の方へ掲げる。すると、その手には赤く揺らめく焰ほのおが召喚された。
















「え……？　手品……？」

「のハズあるか！　俺は四大天使が一柱だぞ！　召喚だよ召喚！　最強の能力の！」

「あ、そうか、焰を操り悪魔を退治する……」

　ミカエルに並ぶ戦せん闘とう大得意の天使だった。

　焰が弓のような形に変化すると、焰の塊であった矢が魔獣へ向けて放たれる。

《グアァァァァ……！》

　矢が魔獣の額に刺ささると同時に、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが響ひびく。焰の矢はまるで紐ひものように尾おを伸のばし、魔獣の巨きよ体たいを縛しばり上あげた。

「ちなみに、さっきの言葉は天使の祝辞だ。天上神への賛美は悪魔の最も忌いみ嫌きらうものだからな、それを具現化させて放って束そく縛ばくしてやった」

「す、すごい……言葉ですら物質の武器となりえるとは……」

　特とく撮さつの世界だ。

　しかも、みるみる魔獣は小さくなっていく。子供の時に、水緑と一緒に行った夜祭りで神父様に買ってもらった怪かい獣じゆうの形をした風船がしぼむ姿を水夏は思い出した。

「悪魔の力を浄じよう化かされて失ってしまったから、小さくなったみたいだね」

「さすがは、四大天使の力だよなあ。七二柱に選ばれる魔王を一いち撃げきでぬいぐるみレベルにまで萎しぼますなんて……」

　牢屋の中できゅーきゅー可か愛わいい声で鳴いているブネは、元魔獣で今はポケットに入るモンスターだ。ゴジラのごとく暴れまくっていたあの恐怖の大王スタイルを見た直後だけに、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛く感じる。

「……何でだ？」

「え？」

　そんな可愛い魔王を、ウリエルは険しい表情で凝視していた。何かを考えるように顎に手をやりつつ、水夏の顔をのぞき込んでくる──何もかも、見透かしてやろうとしているかのような視線と態度はとても苦手だ。粗そ暴ぼうなくせに、勘かんがいいし。

「何が……？」

「普ふ段だんと違う。明らかに異質なものを感じるんだよな。第三者が、手を出した……？」

「ええ？」

　表情の僅わずかな変化も見み逃のがすまいとするような、鋭い視線が水夏を縛りつける。

「俺は、魔王ブネを捕まえて収監部屋にぶち込んだけど、その時と同じ力を使っただけだ。なのに、今のブネは魔王としての力のほとんど失ってる。さっきの魔ま力りよく充塡ブレスレットがブネの手に入らず宙で停てい滞たいしていたのも謎だしな。お前、魔界からすごい武器を与えられていないか？」

「そんなのない！　全然ない！」

「さっきから、行動も怪あやしすぎるんだよ。誰かと会話しているような態度だし」

「ひ、独り言……！　独り言の癖くせあって！　冷静になれるから！」

「魔王ブネの攻こう撃げきから逃げる時に、見えない誰かに引っ張られるような動きしたり」

「パントマイム！　パントマイムの練習！　つかフェイント狙って！」

　苦しい言い訳だ。ウリエルの顔が、鼻がくっつきそうな近さでますます寄ってきた。

　水緑を隠していることがバレやしないかとドキドキしてしまう──視線を逸そらしたい。

　ああ、不思議でいて綺き麗れいな目の色──と考えていたら、大おお仰ぎようなため息をつかれた。

「……魔王ブネの悪霊攻撃対象となっていて、本当にそんな空気読まない自己主張してたら、かなりおかしい人間だぞ。……まあいい、俺が悪魔だったら間違いなくお前に何か託たくそうとは思わないし、絶対、利用することだけを考えるからな」

　天使にそこまでけなされるほど、できは悪くないつもりだが。

「ま、どうせブレスレット以外に、アスタロトあたりからうさんくさいアイテムもらってて、それが発動したんだろ。……悪魔が姿隠して同行しているっていうのが一番しっくりくるんだけど、俺が視みえないってことからして、可能性は小さいしなあ」

（怖い怖い怖い怖い）

「自分の能力、過信しすぎ」

　水緑よ、適正な自己評価だ。ウリエルという天使は最強かつ優ゆう秀しゆうでいて、神に愛されている。

「というか」

　相変わらずウリエルには見えていないらしい水緑をそっと見上げる。

「まさか、水緑……悪魔としての記き憶おく、ある……？」

「──悪魔としての、記憶？」
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「ウリエルと似たような呪じゆ文もんめいた言葉、呟つぶやいてたろ？　あれ、ヘブライ語じゃないのか？　それ唱えたから魔ま王おうでもある魔ま獣じゆうがあんなに弱くなったんじゃないのか？　……水み緑ろく、魔ま術じゆつ使えるのか？」

「────」

「……悪あく魔まの時の記き憶おく、持ってる？　……というか、やっぱりお前って……人間界に単身赴ふ任にんだか出張だか出向だかしてきてる、魔ま界かいの企き業ぎよう戦士？」

　どんな企業だ、何を言ってるのか。ちょっと混乱している。

　確かく認にんするような水み夏かの質問には、水緑は視線を逸そらしたまま聞こえないフリだ。そうか、そう来たか。子供の頃ころから都合が悪くなったら無表情で聞こえないフリに徹てつしていた。

（もしかして、悪魔ってオレが知ったら怯おびえるって思ってるから、白状できないのかな）

　そんなことは絶対にない。いつでもずっと、不幸も幸福も分け合ってきたのだ、大事な相方というか片割れというか、とにかく水夏は何があっても水緑を嫌きらいにならない自信は当たり前にある。

「言っていいんだぞ？　お前が実は、魔王のサルガ……」

「もしやサルガタナス、一いつ緒しよにいるのか？　アスタロトあたりが姿を隠かくす能力に協力していれば、あいつレベルであっても、俺おれは気づけないかもな」

「────」

　心臓が止まるかと思った。本当に、この天使の鋭するどさは恐こわい。

「顔色悪いぞ、いきなり」

「ええ？　いや、あれ？　えーと……猿さるがどうしたって？」

「お前、噓うそが言えない天使より、噓、下手だな……」

　ほっといてもらおうか。

　思わず息を飲んだ水夏をじっと見つめたまま、なるほど、とウリエルは小さく呟いた。

「やっぱりなあ、最初っから謎なぞとうさんくささ漂ただよいすぎだったけど。悪知恵働くアスタロトが、ブレスレットだけ持たせて人間を天界へやるなんてあり得ないと思ってたぜ。サルガタナスみたいな外見と真逆な腹黒と関わるなんて、お前も苦労するな」

「いや、そこまで悪い性格じゃないし、そういう性格も含ふくめて嫌いじゃないから……っ！」

　慌あわててフォローをしてしまう。水緑のためにも水夏としては、そこらへんを断じて否定しておきたい。

「え？　もしかしてお前、あいつ好き？　気に入ってる？　うわ、それ憑ひよう依いされてるんじゃないのか？　よせよせ、近くにいてもろくなコトない、あの男は最悪だぞ」

（憑依じゃなくて、いつも一緒にいるから！）

　言えないこの、もどかしさ。

　それに、今件の首しゆ謀ぼう者はアスタロトではなく、そんなサルガタナスを捜さがしている、アガリアレプトな気がする。あの悪魔も大たい概がい根こん性じようがねじ曲がっていて、ウリエルなら絶対に大嫌いだろうと思っているのに、名前も出てこないのは不思議だ。戦ったことがないのだろうか（《壊かい滅めつの福ふく音いん》でも、能力の属性がまったく違ちがうゆえにほとんど遭そう遇ぐうはなかった）。

「て、天使的には、オレが悪魔を庇かばうのは……アウト？」

「そりゃ当然」

　即そく答とうで断言されてしまった。とはいえ、説教される風でもない。

「人間が悪魔を畏い怖ふするのは当然だし、嫌うとかの次元じゃない付き合いがあるのかもな。勝ち目もねーし、言う通りにしている内に、錯さつ覚かく起こすんだ」

　怯える水夏に対し、ウリエルはあっさりと当然のように答えてくれた。さすがに心の底から安あん堵どしてしまう。厳しく責められると思っていた分、どっと力が抜ぬける。

「とはいえ、天界では重大なペナルティにはなるぞ。俺は慈じ愛あいの天使とはまったく違って、過あやまちを犯おかした人間を罰ばつする天使だから」

　ずっとごまかし続けていた方がよかった。目の前が真っ暗だ。

「ま、その悪行として一番の大問題は、これだけどな」

「え？」

　いきなり、ウリエルが水夏の襟えり元もとへ手を伸のばしてきた。そのまま壁かべに背中をたたきつけられた勢いで、喉のどからうめき声が漏もれた。

「ちょ……っ！　っ！」

　殴なぐられる!?　と首をすぼめた途と端たん、Ｔシャツを勢いよく引き上げられてしまう。

「え……っ!?」

「ほら、自分から差し出せ」

　予想外すぎて何が起きたのか判わからない、ウリエルが水夏のＴシャツを脱ぬがせにかかってきている。じっと裸はだかの上半身を見ていたかと思えば、今度はズボンに手を伸ばしてきた。

　この行動の意味は？　想定外すぎやしないか？

「ちょー！　変態！　天使のくせに!?」

「うるさい！　ずっと気になってたんだよ！　自分から見せろ！　ほら！」

　さすが戦せん闘とうに特化した天使だ、やたら力が強い。必死に抵てい抗こうすれば、今度は腹ばいにされそうになる。

「何を!?　ちょ、後ろ向かせようとすんな……！」

「本当に何も知らないと言い張るなら、俺が確かめてやるっていうんだよ！」

「ぎゃー！！！　痴ち漢かん天使！」

　暴れる水夏を押さえつけ、背中を向かせようとしてくる。全力で反はん抗こうしていたら、頭上から舌打ちが聞こえた。本当に天使か？　ヤ○ザが一いつ般ぱん人じんの身ぐるみ剝はがすイメージしかない。

「っ!?」

　しかし、いきなりウリエルがばっと離はなれた。

　何が起きたのか判らないで振ふり返かえると、ウリエルが険しい表情のまま周囲を見回している。

「……サルガタナスか？　今の殺気は……？　いや俺を超こえる殺気なんか、六柱ごときの悪魔が出せるわけないが……？」

（あ、水緑がすごく、ウリエルを睨にらんでる）

　はっきり見える水夏には判った。見えていないウリエルは釈然としないまま、まあいいか、と小さく呟いた。

「目的のものは、お前のズボンのケツポケットで見つけたから」

　天使のくせにお下品な言い方だ。素行はもっとひどい、ひらひらと得意げに水夏に見せてきたのは、水夏の全財産が入った財さい布ふだった。

「泥どろ棒ぼう!?　金を盗とる!?」

「アホか！　天使が窃せつ盗とうするわけないだろ！　これだよ目的はこれ！」

「あ！　オレの大事なもの！」

　心に正直すぎる抗こう議ぎに、粗暴天使が怒ど鳴なり返してくる。

　水夏の大事な財布を粗そ雑ざつに開き、中から取り出したものは予想に反して金ではなかった。

　水夏にとっては、金以上に大事なものだったけれども。

「返せよ！　まるでドブに落とした紙し幣へいみたいなツマミ方して失礼だな……！」

　ウリエルが親指と人差し指でつまみ上げたものは、水緑が昔、お守りとしてくれたイラストカードだ。

「愛の天使がこんな汚きたない極ごく悪あくなもの、ベタベタ触さわりたいわけないだろ。俺が四大天使だから触れるけどな、下級隊の平天使なら、これ持ってるお前に触ふれただけで消滅だ」

「えっ!?　何で!?」

「お前、本気で何も判ってないんだな」

　呆あきれたようにウリエルがため息をつく。

「ここに描かれているのは、三大支配者級の、大悪魔の紋もん章しようだ。しかも、大概の天使を寄せつけない、常に悪魔を側そばに寄せる能力を備えている《凶きよう器き》だ」

「え!?　マジ!?」

「こんな呪じゆ符ふを作れる大悪魔なんざ、アスタロトしかいねーな。お前、その部下のサルガタナスにそっと持たされてたんだよ」

　ウリエルは説明しながら焰ほのおを召しよう喚かんし、つまんでいた紙を燃やした。あ！　と焦あせって前のめりになる水夏へ、しかし突つき出だされたのはまったく燃え痕あとのない、元の紙だった。

「魔力だけ浄じよう化かしておいた。これでただの紙になったから、持ってても問題ない」

「あ、そうなんだ……ど、どうも……」

　受け取ると、確かにまったく前と変わらない。ほっとして、一緒に返へん却きやくされた財布の中にまたしまう。

「お前、これが何か判らないまま大事にしてたんだろ？　そんなものを、燃やすことはさすがにできないから」

　ウリエルは、非常に暴力的でチンピラだが、良いところもあるのかもしれない。

「？　何だよ、そんなじっと見て。何か、質問でもあるのか？」

「いや、そうじゃないんだけど……」

　どう答えていいか判らず、ついつい顔を凝ぎよう視ししていたようだ。

「穏おだやかに微笑ほほえんでいれば、神父様に似てて尊敬できるのになって……」

「似てなくても尊敬しろよ、四大天使のウリエル様だぞ」

「いや、神父様のことは、世界で一番尊敬してるから。それでいい」

「いいって、何だそれ。……ったく、まあいいけど」

　ウリエルを尊敬することを真っ向から遠えん慮りよしてみたが、怒おこられはしなかった。

　そんな水夏を、ウリエルから離しながら水緑が感心する。

「水夏ちゃん、僕ぼくからのプレゼントは全部、大事にとっておいてくれてるよね」

「そ、そりゃあ……！　というか、お前なんであんなのオレにくれたんだよ!?　自分で作ったのか!?　誰だれかからもらったのか!?」

　とてつもなく気になったので、水夏はウリエルにバレないようにボソボソと問い質ただす。

　答えは、しれっとしたものだった。

「堀ほり川かわ一いち条じよう戻もどり橋ばしの下の遊歩道で、水夏ちゃんと離れて迷子になったことあったろ？　そのときに、生おい茂しげった木の下からぬっと出て来た黒ずくめの大人が、描き方を教えてくれたんだ。教会に暮らしてるなら、君はこれを自分と、自分の大事な人に持たせなさいって」

「十三日の金曜日で、やたら夕日が真っ赤で街が血のように染まって見えた日か」

　印象深すぎて、はっきり憶おぼえている。六歳児の足で教会から一キロも離れたところに水緑がいたのが不思議で、神父様や信者さんがとても心配しつつ驚おどろいていたのだ。

（黒ずくめって、アスタロト？　あんな子供の時にすでに遭遇してたのか？　そんな大悪魔が、うちの近所に現れたのか）

　魔界の謎だ。

「あんな最強呪符を持たせるだけの価値が、この人間にあるのかねえ」

　ウリエルが、しみじみと呟く。さらに、せっかく体が離れたのに再び顔を寄せてきた。

「そんな大事な人間のお前を、何で魔王ブネ救出に天界へ向かわせたんだろうな。普ふ通つうなら二度と戻もどってこないと思うだろ？　お前くらい器量の良い人間なら、魔界か人間界の裏ルートでいくらでも高値で売れるのにな」

「物ぶつ騒そうなことを言うなよ。人身売買なんて冗じよう談だんじゃないし、どこに需じゆ要ようがあるんだよ。過か酷こくな肉体労働者にされるのか？　劣れつ悪あくな環かん境きようの地下坑こう内ないに、潜もぐらされるとか」

　反論すれば、横で水緑がぼそりと呟く。

「若くて活いきが良いんだし、内臓のバラ売りだよ」

　絶対に嫌いやだ。冷静になんてことを言うのか、水緑は。

「ないしは、富ふ豪ごうの変態が、愛人にするために買うとか」

「最悪すぎて、想像すら追いつかないんだけど」

　唯ゆい一いつの身内相手に、どんだけ物騒な推測を披ひ露ろうするのか、しかも無表情のまま。

「けど大だい丈じよう夫ぶ、水夏ちゃんが売られることあったら僕が買ってあげるよ」

「ありがとう、水緑のピンチの時はオレもそうするから」

　慰なぐさめのつもりか水緑がフォローしてくれるが、そもそも魔界の人身売買ルートと無む縁えんなのだから不可能だろう。

「おい人間、サルガタナスと喋しやべってるのか？　独り言みたいでブキミだぞ。……まあいい、俺の質問に答えろ。お前、ここの構造判ってる感じだよな？　人間のくせに、なんでだ？　ブネの収しゆう監かん部屋を見つけられたのも、偶ぐう然ぜんじゃないだろ？」

「それは」

　ウリエルが、じっと水夏を凝視しながら訊きいてくる。一挙一動、僅わずかな表情の変化も見み逃のがすまいとするあの双そう眸ぼうが苦手と思いつつも、水夏はああ、とスマホを取り出した。

「オレがやってるゲームがたまたま、そっくりな世界だったから」

「はあ？」

　ウリエルが怪け訝げんな声を上げる。水夏は慌ててスクリーンショットのゲーム画面を見せた──電波が通じていないから、実際のゲームを見せられないのがもどかしい。

「このゲーム、天使と悪魔が戦ってるんだ。その世界観も内容も、偶然とは思えないレベルで酷こく似じしてる。城や大聖堂の形や内部もそっくりだから、図らずも動けるんだ」

「って、ああ《壊滅の福音》のことか？　そりゃーそっくりだろ」

「え!?　知ってた!?　つかなんでそっくり!?」

「だってあれ、人間界で勤務してる天使がゲーム制作会社に入社して作ってるし」

　マジか。

「しかも、最前線で悪魔と戦う天使の一柱だし、魔界のことにも詳くわしいからな。天魔両界に精せい巧こうな世界観のゲームになったんだろ。人間らに天界や魔界の存在を知らせるきっかけになって良いんじゃないか？」

「な、なるほど……」

　何な故ぜ、天使が人間界で働いているのか。

「え……？　よもや、映画や漫まん画がであるような、人間の経済界に天使と悪魔が浸しん透とうしているとか、不ふ穏おんな事件があったりする……？」

「いや、人間界で生活する上に公共物を利用させてもらってるんだから、等価の金銭を払はらうために金を得ようと天使は労働してるんだよ」

　水夏が思う以上に、さすがの天使様だった。

「ホントにそれだけかな。給料得るだけが目的なら、別に天界と魔界のリアルを舞ぶ台たいにしたゲームなんか作る必要ないんじゃないか？」

「確かに」

　水緑の推測に、水夏もうんうん頷うなずいた。しかし、ウリエルは水緑のそんな怪訝な発言は聞こえていないだろうし、さてどう質問しようかと思ったのだが。

「ま、それ以外にも一石二鳥を狙ねらっているのは、事実だ」

「事実か」

　チンピラだけど善良な天使が、自分からカミングアウトしてくれる。

「人間の思考や本ほん性しようを知りたい。ネット回線の対戦型ゲームってやつでは本性が出やすいんだろ？　なら、世界中の人間の中から適性のあるヤツを探すのに丁度良いだろうってことで、ゲームを利用するのも手かもなと」

「適性のある人間を探す？　何の適性？」

「聖人」

「…………」

　聞き間違いだろうか。

　眉み間けんが寄ってしまった水夏のスマホをいろいろいじりながら（気づいたら奪うばわれていた）、ウリエルがさらに水夏を混乱の泉へ招き入れる。

「おい、写真なんだけど」

　ウリエルは器用にも、スマホ内の画像データを開いていた。

「この司祭スタイルの若い男が、お前の大好きな神父様？」

「そうだよ」

　自分にそっくりというのは、気にしていないらしい。ふうん、と喉のど元もとで呟いてから、さらに指し摘てきしてきた。

「けどこの神父より、いかにも捻ひねくれてるっぽい若い男の写真の方が割合多いんじゃないか？　どういうことだ？　まさか、この捻くれ男の方が神父より好きとか？」

「それ、オレの大事な相方だ」

「ふうん……大事な、ねえ……へえ」

　何にこだわっているのか。神父様と同じ顔で水緑の写真を睨みつけるのはやめて欲ほしい。

「見てて不ふ愉ゆ快かいだから、返す。あ、こいつの写真、全削さく除じよしていいか？」

「いいわけないだろ」

　よほど、水緑に興味が持てなかったらしい。しかしその様子で、サルガタナスであろうと人間の姿だと気づけないということが判った。

「ゲームは忍にん耐たい力に持久力、先見の明が必ひつ須すだ。しかも、運営サイドの意図を正確に理解し逆手に取りつつ、利益を与えながらも損をしないで己おのれの地位を確立する……これらのスキルを身につけられる真の英雄を、探してるんだが」

「ああまあ、それは確かにゲーム内では一目置かれるけど、人間界のリアルではどうだろう」

　ウリエルの本気に、ついつい棒読みな返答をしてしまうのは、聖人が重度のゲーマーってありなのか、という不安からに尽つきる。

「そもそも、対戦型ネットゲームしまくっている、聖人って。本当に、人間代表として、天界や魔界の高位の連中とリアルで渡わたっていけるのか……？」

　下手すれば、自室から一歩も出ない、他人との会話を十数年はしていないという聖人が爆ばく誕たんするかもしれない。

「というか、おい人間。お前もやってるってことは、なんて名前を使ってるんだ？」

「え？　あーまあ……」

　訊かれるかなとは思ったが。言いにくい。

「……ひ、《光掲かかげし最強戦士・ミカ》だけど……」

「え？　そうなのか!?」

　ウリエルが驚き、スマホから顔を上げた。

「お前があの《光掲げし最強戦士・ミカ》だったのか!?」

「ええまあ」

　否定したい、こう何度も連呼されると余計に羞しゆう恥ち心しんが煽あおられる。

「連呼されると、厨ちゆう二にっぷりがよりクローズアップされるハンドルネームだ」

「言うな」

　水緑の遠慮のなさが辛つらい。そんな水夏に、ウリエルは違う感心をしていた。

「最高ランクの天使側の騎き士しじゃないか！　ミカなんて名乗ってるから、ミカエルが参戦してるのかと思ってたぜ！　ゲーム音おん痴ちの究極アウトドア体力馬ば鹿かのくせに、よくあんな上位騎士になれたなって感心してたんだけど！」

　まさかの、四大天使仲間からすらも暴言を受ける《神に最も愛される天使》ミカエルに、さらに興味がわいてきた。

「いやーお前が《光掲げし最強戦士・ミカ》だったのかあ……俺、魔界側の騎士だけど、尊敬してたんだよ。常に正々堂々、弱っていれば悪魔すら助ける男気……そうか、一度会ってみたかったけど、お前かあ……そうか」

　しみじみと語るウリエルだが、さらっとゲーマー宣言してたのが気になる。

「そっか。これぞ、神の導き。天界に来るのも必然だったということか。なるほど、お前が天界に派は遣けんされた理由が全部わかったぞ」

　魔界に迷まよい込こみ、消されないだろうという理由で天界に派遣されたという、明確な理由は最初からわかっていたし説明もしてあったはずだが。

「お前こそが、聖人に選ばれた人間なんだな」

「はああ？」

「だからこそ、こうして天界に呼ばれ、四大天使たる俺からの試練を受けていた、と」

「うわー無理矢理な展開ー」

　本音が口から漏れたら、ウリエルに睨まれた。しかし、水緑は水夏に同意の様子だ。

「すべての理ことわりは、神のみぞ知るなんだよ！　お前は己の危険も顧かえりみず、悪魔ごときとの約束を果たすために命懸がけで天界の心臓部に忍しのび込んだ！　魔王ブネの凶きよう暴ぼうさに怯ひるむことなくブレスレットを渡そうとしてたろう!?」

（してません）

　言いたいが、ご都合すぎるウリエルの、信念の迫はく力りよくに負けて口が動かない。

「ゲーム内で見せていた勇気と正義感、責任感そのもの、いやそれ以上じゃないか！　まさしく聖人にふさわしい人間だろ!?」

「ただの成り行き。人間界に戻りたい一心が起こした、偶然の連れん鎖さなだけだ」

「え、えーと。ただの成り行きで、人間界に戻りたい一心が起こした偶然の、連鎖？　なだけだ……かな？」

　水緑が水夏の耳元で言うのを、そのまま復唱する。

　困った。さっきまでさんざんだったのに、評価が急きゆう上じよう昇しようしすぎてついて行けない。何だろう、このいきなりな《天界の仲間だよな》意識は。

「神が創りたもうた世界に偶然なんざない。すべてが最善なる未来へ向かうための、必然なんだよ。己の運命に背そむくな人間」

　勘かんが良いくせに、何故こんなことだけは思い込めるのか、この四大天使は。水緑からの助言もないので、水夏がただ作り笑え顔がおのままでいれば、ウリエルは肩かたを竦すくめた。

「──ま、お前がどう抗あらがおうとも、いずれ判る。真実は、一つしかない」

　決めポーズつきだ。人間界の探たん偵てい漫画でも愛読しているのだろうか。

「ちなみに俺は、お前とゲーム上で何度も会ってるぞ。《６６６》だ」

「マジ!?　オレと対等に戦う、悪魔側の最強騎士じゃないか!?」

　好敵手として、何度か魔界の奥おくで遭遇していた最強大悪魔だ。まさかの本物の天使が、なんで悪魔として参戦しているのか。

「悪魔のフリして最さい奥おうに入り込み、信じ込ませてから内部壊滅させようと思ったんだよ。もろ悪魔っぽくするために、《６６６》って名前でな」

「自じ称しよう《善良で愛と平和と慶よろこびを運ぶ天使様》の思考としてそれは」

　ネーミングセンスがただならないほど厨二だが、いかにもウリエルらしい。だが、《光掲げし最強戦士・ミカ》にそれを指摘する資格はない。

「いいんだよ。悪魔の連中だって参戦してて、しかも天界側についてるヤツもいるしな」

「マジか」

　何この、目くそ鼻くそ対戦は。

「天界側は、サルガタナスが《偽ぎ善ぜん剣けん士し・姑こ息そくデヤンス》として。アガリアレプトは天界と魔界の中心にある中立世界に暮らす《詭き弁べんの商人・ゲスイ》だろ？　で、アスタロトが天界・魔界両方の最奥に入り込む《裏切り詩し吟ぎん家・ナルシス仮面》だけどな。他にも悪魔連中は潜ひそんでいるんじゃないか？」

「っまさかの腹黒スーパースター勢せい揃ぞろい!?」

　ゲーム内では知らない者はないほどの、有名なダーティメンツじゃないか。

「けど、どうやってゲームするんだよ。さすがに天界や魔界に人間界からの電波は届かないだろ？」

「ちゃんと無線ＬＡＮアダプターつけて、人間界から電波もらってるんだよ。だから、人間界に転勤、勤務してる天使らはそれらの支払いのためにも働く必要がある」

　お疲つかれ様さまだ。悪魔はどうなんだろうか、やはり悪いコトをしてなんぼ、だろうから無断借用だろうか。さすがは悪だ。貧びん乏ぼうな高校生だってネット使用料を払っているのに、なんという極悪さだ。

「ほら水夏ちゃん、あれらのマスターは僕じゃなかったろ？」

「そうだなぁ。まさか、人間以外が動かしていたなんて予想だにしなかったけど」

　何より、水夏の知らない水夏のキャラを勝手に使って水緑が参加していたことも知らなかったが。

「僕を疑ったことは、謝あやまらない？」

「あーごめんごめん」

　ただゲームユーザーなのか、と誤解しただけだったのだが、水緑が根に持つと面めん倒どうくさいので、早々に謝っておく。

「水夏ちゃんが僕の言うこと、一つ聞いてくれないと、許さない」

「……って、何？　毎朝の寝ね坊ぼうをもう二度とするなって？」

「それは当たり前のことだから。そうじゃなくて」

　ほれほれ、とウリエルがマイスマホを取り出し見せてくるゲーム画面に驚きよう愕がくしつつも（本当にアンテナ立ってゲーム可能だし、《６６６》だった。水夏の天界のイメージが崩くずれていく）、水緑に答えれば、一呼吸置いて、改めて口を開いた。

「聖人には、なるな」

「は？」

　いきなりのそれ？

「──まあ、なる気ないけど。そんなに念を押される必要もなく」

「僕は、天界が嫌いだから」

「それは問題発言だぞ」

　まあ、判っていたから驚きはしない。水緑が実はサルガタナスと判ったこと以上の驚きなんかそうそうない。

（ってか、あれ？）

　──というか。

（《偽善剣士・姑息デヤンス》がサルガタナス……なら、マスターは水緑ってことだろ？　あと、悪魔の記憶……あるんじゃね？）

「ん？　そういやそこに、サルガタナスがいるんだろ？　確認とってみればいいじゃないか」

　ウリエルも、水緑が見えないのに的確に水緑を指差して訊いてくる。

「僕は、水夏ちゃんのキャラクターしか動かしたことないよ」

「本当に？　噓じゃなくて？　内ない緒しよでキャラクター持ってるとかじゃないのか？」

「水夏ちゃんにだけは、僕は一度でも噓ついたことない」

「……だよなあ」

　それは水夏もだ。お互たがい年ねん齢れいの割にはそこそこ修しゆ羅ら場ばをくぐって生きてきたので、大人相手に噓も言えるが（水夏の場合はすぐ顔に出るので速そつ攻こうでバレる）、互いの間に噓はつかないという暗あん黙もくのルールがあった。

「じゃあ、水緑は、もしかして……サルガタナスじゃ、ない？」

　けれど、瞬しゆん間かん移動できたり、アスタロトの側にいたり。しかも地上に転勤してたサルガタナスに水緑がすごく当てはまるのだから、間違いないとは思うのだが。

　信じられない思いで水緑の真意を探さぐるべくじっと顔を見つめ続けていると、おいおい、とウリエルが呆れたようにため息をつく。

「何だよ、混乱したフリして、何かを誤魔化したいのか？　あ、俺の予想以上にサルガタナスと気が合ったとか？　やめとけ、あいつは可か愛わいこぶってるだけの根性悪だぞ」

「顔はいいけど、可愛こぶってないし」

　さすがにムッとした。天使からすれば、悪魔は短所ばかりかもしれないが水夏にとっては大切な存在なのに。

「悪魔だからって、そんな言い方ないだろ。人間界でこれ以上ないくらいにいいヤツとして過ごしてるんだから……っ！」

「いいヤツって何だ？　人間界の怪あやしいカフェで無邪気ぶってるとか？」

「……は？」

「しかも、女装だろ？　どんな怪しい接待だよ……」

「────」

　頭が真っ白になる。聞き間違いか、何かの間違いか。どっちもか。どっちもだ。

「水緑」

「何？」

　深く深呼吸をして、自分を落ち着かせ──水緑に、震ふるえる声を抑おさえつつ尋たずねた。

「……お前、オレに内緒で、そんな趣しゆ味みを……っ？　似合いすぎて恐い気が……！」

「って、何のこと？」

「別にオレは、どんな趣味でも尊重を……おわ！」

　問とい詰つめていた最中だったが、失敗をした。うっかり、水緑のさらに向こうにいる、魔獣ブネ（体長三十センチくらい）に意識が奪われた。

　水緑もウリエルも、水夏と同じ方を見た。なぜなら。

「え!?　ポケットモ○スター・ブネがメジェド様に昇しよう華か!?」
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「メジェド様？　白い布被かぶって大きな目を描いただけに見える、元祖ゆるキャラとも言われるエジプト神話の神様のことか？　何でいきなり？　ソロモン七二柱の大悪あく魔まが改宗するんだよ」

　人間界のソーシャルゲームをしているんだ、ゆるキャラとかの単語を知っていても驚おどろかない。

　ウリエルが眉まゆを顰ひそめて指し摘てきするのに、水み夏かは慌あわててぶんぶん首を横に振ふる。

「いやほら！　ブネの目からビームが！　光がばーっと出てるし！」

「ああ、確かにそういう能力のある、エジプト神話の中でも謎なぞの多い神様だね。古今東西の、ミステリーマニアが熱く論議してるのは知ってるけど」

「そんなメジェド様雑学に食いつかなくてもいいから！　見ろあれ！」

　ブネの変化に気づいたウリエルは、おー、と感心（？）しながら見ているが、水み緑ろくは別視点に注目している。だから頭を両側から押おさえ、ポケ○ン・ブネを無理矢理視界に入れた。

「へえ。本当に目が光ってて、ぬいぐるみの形をした映写機みたいだ」

　水夏とは違ちがう感想を水緑は口にしたが、その通り目から光線を出して、その光は白い壁かべを照らしていた。すると、砂すな嵐あらしの音とともに荒い画像の中央に、

『３』

『２』

『１』

　数字が映ったかと思えば、知っている顔がひょい、と現れた。

『やっほーお疲つかれ』

「アガ……!?」

「あ！　お前！」

　水夏に続いてウリエルも映像を指差し声を上げる。

　そこに映ったのは、水夏と水緑を天界へ送おくり込こんだ張本悪魔だった。満面の笑みで、手をひらひらと振っている。

『そろそろ頃ころ合あいかなーって感じたから、ちょっと挨あい拶さつに出て来たんだけど。何だか色々と面おも白しろい会話してるねえ君たち。かみ合っているようでかみ合っていない感じに笑わせてもらったよ。あ、ずーっと様子は聴きいていたんだけど』

「え!?　どうやって!?」

「水夏ちゃん、僕ぼくのブレスレットが光ってる」

　水緑が呟つぶやくのに慌てて見る。水夏は絶句した──なるほど、黒く鈍にぶい光を放っているのだが、その光が糸のように伸のびてブネに繫つながっていた。

『君の相方くんがつけてるブレスレットは、サルガタナスの能力がたっぷり詰つめ込まれているからね』

「はあ？」

　ウリエルが眉を顰めるのを楽しそうに眺ながめ、アガリアレプトはさらに続けた。

『天界での君たちのやりとりライブは、ラジオ状態ではっきり明確、精度十分に魔ま界かいまで届いてるってわけ』

「瞬しゆん間かん移動の能力って……っ、盗とう聴ちよう器き的な使い方もあるのか！」

『己おのれの能力を応用かつ多用できるからこその、六柱だよ。少し考えたら判わかるだろう？　脳みそ使いなよ、聖人候補の人間くん』

　水夏はあからさまに上から目線で馬ば鹿かにされてしまったが、そんなの知らないし興味もない。というか、悪魔に馬鹿にされる筋合いはない。

『ちなみに、盗聴器じゃなくて送受信可能な高性能無線機だから。人聞き悪いこと言わないで欲ほしいな。ほら、《壊かい滅めつの福ふく音いん》にもあったろう？　敵の会話を聴くアイテムが』

　それを使うことを得意をするのは《裏切り詩し吟ぎん家・ナルシス仮面》＝アスタロトだが、《詭き弁べんの商人・ゲスイ》＝アガリアレプトも愛用するようになったのか。

「オレ、水緑のブレスレットには、天界の奥おく底そこまで侵しん入にゆうせざるを得ない悪魔を護まもる力があるものだと思ってたんだけど……。オレのブレスレットみたいな変化もなかったし」

『うんそれ、かなりの勘かん違ちがい。というか、僕の発言と君自身の思い込みに矛む盾じゆんがあるってこと、気づかない？　チンピラ天使は気づいているのに』

「何だとゴラア」

「え？　矛盾？　何が？」

　ウリエルへの指摘へうっかり頷うなずいてしまったのはともかく、アガリアレプトの言葉の真意が判らない。水緑を見たが、水夏と視線を合わせるだけで意見はなかった。

　ただ、顎あごに手を当て考えていたウリエルが、映像から水夏へ視線を向ける。

「おい、お前が一いつ緒しよにいるのは、サルガタナスじゃないのか？　そうなら何で、あの女装野や郎ろうの能力が詰め込まれたブレスレットを利用する必要があるんだ？」

「いや、水緑は女装してな……って、え？」

「自分自身の能力使えば十分だろ？　お前が、そのサルガタナスの能力混入ブレスレットを使用するってなら判るけど」

「あ」

　ようやく言われた意味が判った。

　アガリアレプトが満足そうに笑う。

『いやー、魔界側は、君と君の相方の会話は筒つつ抜ぬけだし、最初っから君が誤解するのは判っていたというかそう仕向けていたから、面白かったよ。チンピラから一いつ生しよう懸けん命めいに相方を護ろうとする、その姿勢がけなげでねえ。いやー感動したー』

「水夏ちゃんは、自分の能力を過信しすぎなんだ。僕を護りきれるわけないんだから、無理しなきゃいいのに。馬鹿だろ」

「あーあー悪かったよ！　お前に迷めい惑わくかけたつもりはないけど！」

「うん、僕以外に同じコトしてたら相手そいつぶち殺してるけどね」

「っ平和が何より！」

　何を言ってるか自分でも判らない。

　不ふ愉ゆ快かいなのかそうでないのか、水緑の呟きからは心理が読みにくい。

「っやっぱり違うのか!?　この人間が連れてるのはサルガタナスじゃないのか!?　相方の正体がサルガタナスじゃないと!?　ややこしいなおい！」

「っあー！　オレも今までそう思ってたけど違ったようでスミマセンね！」

　水緑とウリエルの双そう方ほうに突つっ込むのは忙いそがしい。

『愉快だねえ。君って見て良し聞いて良しからかって良しの、最高の逸いつ材ざいだよ。いやあ、聖人なんか断って、魔人にならないかい？』

「ほっとけ！　というか聖人候補にも魔人候補にもならないから！　普ふ通つうの人間だから！」

　アガリアレプトにも突っ込むと、ウリエルが、あぁ？　とチンピラ声を漏もらした。

「アホか、《光掲かかげし最強戦士・ミカ》ってことでお前は聖人候補最終選せん抜ばつメンバーになってるんだよ。うちのソシャゲするからには、その覚かく悟ごはあって当然だろ」

「平へい凡ぼんに暮らしていた人間の誰だれが、昨今の天界では聖人スカウトにＲＰＧゲームを利用するなんて予想できるんだよ。せめて、注意書きしておけっての！」

「ちゃんとしてある。『この世界での勇者は、天使らに選ばれる可能性がある。心して世界を救え』と！」

「っそんなオープニングメッセージ、誰が事実だと思うか！」

　壮そう大だいな音楽とともに『壊滅の福音』の世界観を説明し、そして最後のメッセージとしてそれが流れるのだが、これを本気で信じなかった水夏に不ふ手て際ぎわがあったとは思わない。

　映像の向こうでは、ぱちぱちとアガリアレプトが拍はく手しゆしていた。

『君たち、良いコンビだよね。ケンカ漫まん才ざいでデビューしたらどう？』

「冗じよう談だんじゃない、水夏ちゃんの相方は僕だけだ」

　水緑よ、食い気味ではっきり否定するべきはそこじゃない。

　にしても、ほっとしたことが、一つある。

「水緑がサルガタナスじゃなくて良かった……。もし、お前が大悪魔が一柱だったらって、心配になってたんだ……」

「そんな、あり得ない想像してたとか、水夏ちゃん無む駄だに心配しすぎ。僕が、六柱の悪魔なはずないじゃないか」

「だよなあ……」

　つまり、水緑が魔ま力りよく（？）的なものを使ったのは、ブレスレットを通じてサルガタナスが魔界から能力を送り込んでいたのだろう。呪じゆ文もんみたいなものもブレスレットを通じてサルガタナスが告げたのだろうし。

　──まあ、呪じゆ符ふの件はアレだ、ただの人間である水夏が魔界と天界に来るくらいの奇き跡せきがあるのだから、通りすがりのアスタロトから子供の頃の水緑がたまたま呪符を受け取っていても何らおかしいことはない。

（つまり、水緑は普通の人間ということだ……！）

　安あん堵どしていたのだが。

「……サルガタナスの能力、どうして使えるんだ？　人間界に行方ゆくえ不明になっていて捜さがしてる最中なんだろ？　能力だけ瞬間移動でもして、貸してきたとか……？」

『そんな特技はさすがの悪魔だってないよ。サルガタナスがいないのって、噓うそだし』

「は？」

　一いつ瞬しゆん、本気で何を言われたのか判らず、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　しれっと悪気ない口調でアガリアレプトが続ける。

『サルガタナス、最初から行方不明になんかなってないんだ。というか、人間界に転勤してないから。ただ出勤してるだけ。毎日の連れん絡らく会で会ってるよ』

「っさっきもゲーム会社に勤務してる天使の話で思ったけど、出勤と転勤の差って何!?」

　あんまり驚きすぎて、そこじゃないだろう的な疑問を投げてしまった。

「人間界に暮らしているのが転勤で、魔界ないしは天界で生活するけど働き口は人間界にあるのが出勤なんじゃないかな」

「ありがとう！」

　冷静に水緑が教えてくれた。一瞬でも（なく、そこそこ長い時間）、こんな客観的な相方をサルガタナスと疑っていたことが申し訳ない。

　ウリエルが、アガリアレプト（の映像）を睨にらみつけたその表情のまま、水夏を見る。

　チンピラが因いん縁ねんをつけるかのような、態度だ。

「何、お前。サルガタナスが行方不明って騙だまされてたのか？　それでいて、一緒に来てたのがサルガタナスと思ってたってどういうことだ？　意味が判らないな」

「……説明は、あの大噓つき野郎で大悪党の悪魔に聞いてくれ……」

「俺おれ、あの口から出任せナルシス野郎が大だい嫌きらいすぎて、喋しやべりたくない」

　そこは偶ぐう然ぜんにも、水夏も同じだ。気が合った。

「つか、お前の相方もサルガタナスと同じく女装好きなのか？　メイドコスプレってやつか？　だから、サルガタナスと勘違いしてたとか？」

「いや、相方……水緑はそんなのしないし。興味もないというか。……あーもう、じゃあ、本物のサルガタナスはどこにいたんだよ……現れてくれないと、オレが困……ん？」

　何が何だか判らないまま、脱だつ力りよくしてへたり込みそうだったのだが──ふと、重要なことに気づく。

「……。……！　女装？　メイドコス？　……男の娘こ？」

　何か、見たことがある。たしか、魔界の地下牢ろうと大広間で。

「！！！　ってー！　いたー！　もしや僕っこメイドがサルガタナスか！」

　いきなり判った。思った以上に大声だったが、かまっていられない。

『はーい！　僕を呼んだあ？』

「いた────っ！」

　しかも、映像の中でアガリアレプトの横から、ひょいと姿を現した。

　間違いなく、地下牢と謁えつ見けんの間で遭そう遇ぐうした性別不ふ詳しようのメイドだ。これがサルガタナスなのか。マジか。

「な、なるほど……っ！　そういえば、鍵かぎを開けて瞬間移動もしてた……！」

「そんな、サルガタナスの能力を包つつみ隠かくさず見せられて、何で気づかなかったんだ？」

　真顔で問うな、ウリエル。オレが可か哀わい相そうだろう。

　怒いかりの矛ほこ先さきは当然ながら、悪びれず満面の笑えみを振りまく映像の中の大悪魔たちだ。

「っ真横にいて、堂々とオレを騙していたのか!?　この大噓つき悪魔！」

『え？　そりゃそうだよね。君の言う通り、僕らは大悪魔だし？　正直さを求める方が悪いんじゃないのかい？』

「…………」

　なるほど、人間の尺度で測っていた水夏じぶんが間違いだったということだ。取りあえずアガリアレプトをぶん殴なぐってやりたい（実際にやったら、絶対に負けるけど）。

「おい、まさか……オレと水緑をわざわざ天界に行かせたのは、その軽いノリで冗談だった、とか言わないよな？」

『それは魔ま王おうブネの救出に、協力してもらいたかったからで噓じゃないよ。あと、テストも兼かねていたかな。スカウトするに値あたいする人間かどうかって』

「スカウト？」

　しれっと答えるアガリアレプトの背後では、サルガタナスがブネに手を振っている。無視をして、さらに説明を求める水夏だ。

『そう、悪魔と人間界を繫げるいわゆる「魔人」のね。天界で言うところの「聖人」みたいなもんかな。ほら、歴史上常にいるだろう？　《憎にくまれっ子こ世にはばかる》の究極版みたいな極ごく悪あく人。それの人材捜ししてるんだよねぇ』

「……オレ、悪魔嫌いなんで……」

　お断りははっきりと。聖人スカウトの比にならないヤバさではないか。

　困っていると、悪魔側の映像へ崇すう高こうなる天使様がガンを飛ばした。

「おい、こいつは天う界ちが先に目をつけたんだぞ。横取りはなしだろ、全面戦争しかけたろか？　ああ？」

『あ、その人間はいらないから。単純で思考回路が表情にダダ漏れの、考えなしに動くような明朗バカは無理無理無理ぜったいに無理』

（ほっとけ）

　ウリエルに速攻で返答するアガリアレプトは真顔だ。つまり本心だろう、それはそれで失礼な気がする。

　アガリアレプトが、映像の中から水夏の方へ指を差した。

『魔界側は、この単たん細さい胞ぼうの相方をスカウトするつもりでいる』

「あ？」

「は!?」

　ウリエルは眉を顰めるが、水夏としては目が飛び出るほどびっくりだ。

「へえ……僕？　あ、天界側よりは、全然いいけど……」

「いやいやいやいやいや！　絶対に駄だ目め！　駄目だから！」

　何で指名された水緑が冷静なのか。というか、前向きなのが恐こわい、恐すぎる。

「悪いことは言わないから、せめて天使側につこう？　……ほら、教会に住んでるから、オレたち天使側だし？　……えーと、オレも聖人候補はごめんこうむるけど、アレだ水緑が魔界にスカウトされるならまだ天界の方にスカウトされて欲しいし……っ」

「水夏ちゃん、混乱してるだろ。まとまってから話しなよ」

　いやだから、なんでそんなに冷静なんだ水緑。魔人にスカウトされたのだぞ？

「水緑！　よし！　こうしよう！　オレも付き合うから、天界側について魔界側をともに倒たおそう！　な？」

「絶対に嫌いやだ」

　まさかの否定が来た。水夏と一緒なら、といつものように言うと思っていたのに。

「神様とか天使とか、もともと嫌いだから」

　いやそれ、かなりな問題発言ではないだろうか？　判っていたから、驚きはないけれど、とりあえず悪魔たちが拍手するのはいただけない。

「お前、教会で育ってそれはおかしいだろ？　せめて興味ないくらいで譲じよう歩ほしろよ」

　それも問題なんだが。

「水夏ちゃんこそ気づけよ。一体、神や天使が僕たちにどんな幸福をもたらしてくれた？　僕たちだけじゃない、何も悪いことしてない人や動物が、たくさん不幸になってるだろ。悪事を働くヤツが楽しく暮らせる人間界に、平等な幸福をもたらさない神なんか好きじゃない。だから、協力できない」

「水緑……」

　飲まれそうになるほど、真しん剣けんな眼まな差ざしだ。偽いつわりなく本心であることがわかり、水夏は何も答えられなかった。

『いやぁ素す晴ばらしい！　その通り！　その考え方は、堕だ天使たちと気が合うよ！』

「うるさい」

　大絶賛する映像向こうの悪魔へ文句を言うしかできない。ああ、ウリエルに水緑が見えなくて本当に良かった。

『有力だよねえ、いやあさすが。僕の目に間違いはなかった』

「は？」

　満足そうにアガリアレプトが続ける。

『子供の頃から、君の相方くんには目をつけていたんだよ。で、人間界で会ったりお土産みやげ渡わたしたりしてたんだ』

　そう自じ慢まんげに語る言葉に、一つの接点を見み抜ぬいた。

「っ！　夕日で真っ赤に染まった街で水緑に呪符を渡した悪魔!?」

『逢魔おうまが刻ときは異形の時間で、しかもあの世とこの世の境目である一いち条じよう戻もどり橋ばしにいたからねえ、そりゃあ僕も気分よく人間界へ散歩に行くよね。で、そこで会ったんだけど』

　まさかの、水緑へ謎の呪符をもたらした犯人はこいつだったか。

（あれ？　アスタロトじゃなかったっけ？）

　勘違いだろうか。

『で、そんな将来有力な彼かれが、今回は天界に行ったらどういう反応をするか、それを見たくて単細胞聖人……あ、君のことだよ水夏くん。──に、付つき添そわせたんだ』

『最強四大天使のウリちゃんへ媚こびるどころか反骨心あらわにするなんてーっ♪　これ以上ない逸材だよ♡　僕たち大悪魔は、君を心から歓かん迎げいするからね♬』

「いらんいらんいらん！」

　街角で怪あやしい芸能事務所へスカウトするおっさんよりも胡う散さん臭くさく怪しい笑顔を作り、アガリアレプトは水緑へ向かい手を差さし伸のべてくる。その背後で僕っこメイドが『来て来て♡』と文字通りの歓迎の声を上げるが、当の水緑は無視だ。

　ウリエルが、水緑の方を見て指差した。

「……おい、見えてないけど『魔人』有力候補よ。お前、この人間の相方で一緒に暮らしてるんだろ？　教会住まいみたいだし、もし悪魔側についたら、教会追い出されるからな」

「僕はただ、水夏ちゃんがいるからいるだけだ。教会に固こ執しつしてない」

「……気配すらわからないけど、反論された気しかしない」

　ウリエルは勘が良い。水夏としては、水緑に異議ありだ。

「おい、オレは教会から離はなれる気はないからな？　水緑と離れる気もないけど、同じくらい神父様とも離れる気はないし」

「────」

「だよなあ？　うんうん、神父のこと大好きだよな、お前」

　うっかり本心を訴うつたえたのだが、水緑の目が細まったのがわかる。反比例するように、ウリエルが得意そうに笑んだ。神父様とそっくりな造作でそういう、自慢げかつ水緑に勝った的な、挑ちよう発はつの視線を向けないで欲しい。神父様はそんなことしないし、ウリエルが見えていないだけで、水緑と至近距きよ離りでメンチ切ってる状態になっている。

『じゃーん♪　ブネちゃんの救出大成功♡　ボクの瞬間移動術、大成功♬』

　女装サルガタナスが、声高らかに宣言する。その手にはポケ○ン状態のままのブネがぬいぐるみよろしく抱だっこされていた。あれ？　と思って牢を見ると、そこにはブネの姿がない。そんな能力もあるのか、あのメイドは。

「ブネがいなくて、どうやって魔界ライブ実じつ況きようをしているんだ……？」

「このブレスレットが映写機になってる感じだね」

　なるほど、水緑がつけているブレスレット（もう外せばいいのに）から光が出ている。

『ま、天界にいて魔人になる宣言すると、ちょっと天使たちがざわめいて面めん倒どう臭くさくなるし、だからといって今から魔界に戻るのも難しいだろうし』

「当たり前だろ、ブネとは違う。俺が全力で、魔界行きを阻そ止ししてやる」

　ブネを抱っこして踊おどってるサルガタナスを背にするアガリアレプトへ、ウリエルが反論する。面倒臭い、という水緑の呟きが、天使には聞こえなくて良かった。

『ま、いいや。魔人スカウトに関してはいきなりな話だろうし、とりあえず今件は一度、人間界に持ち帰ってくれる？　じっくり家族と熟考してくれ』

「っ帰れるのか!?」

「熟考の必要なし、速攻お断りだろ、唯ゆい一いつの身内が聖人候補なんだからよ」

　水夏が思わず声を上げたが、ウリエルは冷静に反論する。確かにその通りだが、うっかりそれより帰れることに喜んでしまった。

（人間界で、水緑をゆっくり引き留めよう、神父様も一緒に）

『ホントはわざわざ帰すとか面倒だけどねえ。悪魔は噓をつくのが美徳だけど、約束は契けい約やくだし、そうなると絶対に護らないといけないんだ。ま、ブネも取り返せたし、人間の分際でよく働いてくれたから戻すよ。よっ！　未来の魔人の身内！』

「させるか！」

「阻止してやるからな！」

　アガリアレプトのはやし立てには、水夏とウリエルがほぼ同時に反論した。問題の水緑が、人ごとのように聴いているのが気になったのだが。

「ほんっと、お前はふざけていてムカつくな！　いつまでも俺を騙して自分の思い通りにやれると思うなよ！　『壊滅の福音』で詩吟家として天界に入り込んだりできたのも、たまたまだからな！　たまたま！　俺は負けてない！」

「え？」

　ウリエルが映像のアガリアレプトへ叫ぶ文句に、水夏は首をかしげた。

「……あいつ、《詭弁の商人・ゲスイ》だろ？　……《裏切り詩吟家・ナルシス仮面》なのか？」

「？　そりゃそうだけど？　あんなナルシストは、魔界広しといえどあいつが抜きん出て重度だし、どう見てもそこかしこで詩吟謳うたっててもおかしくないだろ」

　ウリエルが指を差して言うのに、アガリアレプトが芝居がかって眉を顰めた。

『不法侵入した深夜の墓地で一人踊おどり狂くるっててもおかしくない、と言わんばかりの評価はやめてくれない？　そんな能天気じゃないよ、僕ぁ』

　能天気というより、ホラーだ。いや、悪魔だからいいのか。

「どっちとも受け取れる返事だよね、ゲスイかナルシス仮面か、どっちとも」

　水緑がバカにしたように呟くが、確かにその通りだ。

「どっちって言いたいんだウリエルは。だってこいつ、アガリアレプトだろ？　なら、ゲスイじゃないか。それともアスタロトに触しよく発はつされて詩吟も憶おぼえたとか？」

「はあ？　何言ってんだよ人間」

　ウリエルが、理解できないと声を上げた。

「この俺が、なんで六柱ごときに騙されて負けるんだよ！　そんな不愉快なことあるわけないだろ！」

（あ、『負けてない』と言った割には負けたことを認めてるのか）

　もちろん色々と察して、口にはしなかった。ウリエルが、映像の中の笑顔な悪魔の顔をだんだんと叩たたきつつ（実際はスクリーン代わりの白しら壁かべを殴っているのだが）、断言した。

「こいつはアスタロト！　三大支配者が一柱！　この俺が手を焼くほどの大悪魔だよ！　噓が上手で竜──今回はブネか──を操あやつる、毒でできたヤツ！」

「はあ!?」

『君面白いよねえ、ほんっとうに僕がアガリアレプトだと思い込んでいて』

「っサルガタナスだけでなく、自分の正体も隠してたのか!?　ナルシス仮面！」

　三大支配者のアスタロトと知ってもうっかり畏い怖ふし忘れて叫んでしまう。横で水緑が、うるさいな、と耳を塞ふさいだのは無視だ。

「アスタロトなら、余よ裕ゆうで天界忍しのび込んで、ポ○モン・ブネを脱出させることができたろ!?」

『もちろんできたよ。今回の一件は、君の相方の魔人適性テストだってば。あ、僕は召しよう喚かんされたんじゃなくて、君を迎えに行っただけだから』

「はああああ!?」

『いやーだって、君が一緒じゃないと嫌って言うからさあ。しばらく君は地下牢に滞たい在ざいしてもらって、ずっと相方くんをスカウトしてたんだけど頑かたくなすぎちゃってて』

「っオレが地下牢にいた時、そんなことが!?　つかだから水緑は大広間にいたのか!?」

「水夏ちゃん、謎が色々解けて良かったね」

　水緑よ、他ひ人と事ごとのように言うな。お前の話だ。

『君は全然、悪魔の適性ないのにねえ……』

「当たり前だろ、こいつは聖人候補だ」

　大おお仰ぎようなため息をつくアガリアレプト──ではなくアスタロトへ、ウリエルが反論する。

　魔界映像の背後では、ずっとサルガタナスが、来て来て～♡　とアピールしている。ユーチューバーの変な映像のような気がしてきた。

「……あーもう……何が何だか、本当に判らなくなってきた……」

　どれが本当で、噓なのか。悪魔はこれだから大嫌いだ。

「そりゃそうだろ。お前は聖人になるから、これから猛もう特訓で天界に染まるべく修しゆ行ぎようするんだしな。朝昼晩みっちりカリキュラムを行ってもらう」

　それも嫌だ、天国が近いとか言いまくる、カルト宗教に感じる。

「お」

　脱力して下を向いた時、ばさばさ、と上着のポケットから色々落ちてしまう。

「あ、ヤバイ、神父様からいただいたロザリオと、水緑からもらった呪符が……って、え？」

　それらが、いきなり輝かがやき始める。

「え!?　何が……!?」

『へえ、自力で人間界に戻るのかい？　すごいね、忌いま々いましい神気溢あふれるロザリオと、いい感じに暗黒の気を充じゆう満まんさせた魔界の呪符──あ、呪のろいは今ちゃんと充じゆう塡てんしたから──が触ふれることで反発し合って、その爆ばく発はつ力で人間界に繫がったようだ』

「何だこれ、そんなすごい力がこもっていたのか？　ロザリオはともかく、呪符は俺が紙っぺらにしてやったのに!!　腹立つぜアスタロト……!!　すぐ処分しろ!!」

「いや、処分は駄目だって……！　うわ！」

　感心するアスタロトとウリエルへ視線を向ける余裕はない。ものすごい吸引力の風がその光の中央から吹ふき込み、水夏は引ひき込まれないように水緑の腕うでを摑つかんだのだが。

「光の真ん中に、飛とび込むよ」
















「はあ!?　何で!?　どこに繫がってるか判らないのに!?」

「アスタロトが人間界って言うんだから、元に戻れるんじゃないのかな。大だい丈じよう夫ぶ、まったく違う世界でも水夏ちゃんは僕が守るから」

「それはどうも……ってか！　ぎゃああああ！」

　躊ちゆう躇ちよなく、水緑が水夏を抱きしめたまま真っ暗な穴へダイブした。

　ものすごい吸引力だ、掃そう除じ機きに吸すい込まれるゴミの気持ちがわかった気がした。

『またね、聖人くんと魔人くん』

（ちがうううううううう！）

　穴に落ちる中、上から聞こえた気がしたのは、アスタロトの声か。ウリエルのことは落ちる一瞬だけ見えたのだが、やれやれ、というように肩かたを竦すくめていた。




　ムカつくけど、人間界に帰れるなら我慢する。
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「おや？　大聖堂で休きゆう憩けいですか？　床ゆかに寝ねているなんて、子供の頃ころを思い出しますね、水み夏かくん。いつ学校から戻りましたか？」

「え？　──あだ！」

　はっと我に返ったのは、頭上から声がかかったからだ。慌あわてて起き上がれば、ごん！　と勢いよく木製の机に頭をぶつけてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですか……？　ああ、カバンまで開いて中身が出てしまった」

「す、すみませ……っ！」

　痛みで涙なみだ目めになっていると、周囲に落ちたものをしなやかで優ゆう雅がな所作の手が拾ってくれるのが判る──誰だれか、と確かく認にんする前に慌てて天てん井じようを見上げた。

「あれ、うちの聖堂……？　ここ、人間界……？」

　大正時代に建てられた建造物ゆえの古い木の香かおりや冷たくも優やさしい気配が、水夏の周りに漂っている。時計を見れば午後四時──逢おう魔まが刻ときか。

「教会ですよ？　天国に行っていた夢でも、見ていました？」

「ウリエ……！」

「瓜うり？」

　キョトン、とした澄すんだ相そう貌ぼうに、水夏は今度こそ確信する。目前にいるのは、あのチンピラ天使ではない。水夏が大好きな神父様である。

「良かった……！　って、水み緑ろくは!?」

「何？」

　水緑の姿はないか、と心配になって聖堂内を見回せば、夕陽に染まりつつ大正時代のステンドグラスを拭ふいていた。

　その、いつもと変わらない日常を見て、今度こそ水夏の体からどっと力が抜ぬけた。

「……良かった……。……日常だ」

「顔色が悪いですね。お弁当も全然食べていませんし……。先程、お友達から社会科見学も早退してしまった、と連絡がありましたよ。体調がすぐれないのなら、病院へ行きましょう」

「すみません……っ!!　見学中は具合悪かったんですけど、今は平気です!!　お弁当も今から食います!!」

「いいですよ、ご無理なさらず」

　神父様は穏おだやかに笑み、開けた弁当を再び閉じる。

「おや……？　ロザリオが溶とけてますね……」

「えっ!?」

　バラけていた水夏の荷物を片付けてくれていた神父様が、ロザリオを拾い上げる。

　鎖くさりが壊こわれていてしかもロザリオがペンチで曲げられプレスされ、火か炎えんで溶かされたような無残な様子になっていた。

「じゅ、呪じゆ符ふは……っ!?」

　慌てて探す。すぐに、椅い子すの下から見つけたのだが──それはほとんど焦こげついており、描かれた紋もん章しようはすべて消えていた。

「すごい……って、ことは……夢じゃなかったのか……？」

　にわかには信じられないが、そういうことなのだろう。さらに慌ててポケットをまさぐると、スマホはちゃんとあった。壊れているかも、と思ったが──良かった、問題なく動くしアンテナも立った。

　一応、『壊かい滅めつの福ふく音いん』を立ち上げる。ああ、ちゃんとゲームが出来る状態だ。何件かメッセージが入っていたのでそれを確認して、力が抜けた。

『無事に戻もどれたか？　今後もよろしくな』とは《６６６》＝ウリエルから。

『いやー。君をからかうのは、楽しかったよ。また、僕ぼくの退たい屈くつしのぎのオモチャとして魔ま界かいに来てくれ。もちろん、君の相方と一いつ緒しよに』とは《裏切り詩し吟ぎん家・ナルシス仮面》＝アスタロトから。『まったあっそぼーね♡』とは《偽ぎ善ぜん剣けん士し・姑こ息そくデヤンス》＝サルガタナスから。

『アスタロト様の謁えつ見けんの間で、あの重じゆう厚こうなカーテン裏にいたのは私です』とは《詭き弁べんの商人・ゲスイ》＝アガリアレプトからだ。個人的には、最後のメッセージに驚おどろいた。

「ああ、新しいロザリオをプレゼントしますね。水夏くん」

「ありがとうございます」

　スマホ画面から視線を神父様へ向け、礼を言う。そして、ふと思った。

「……神父様からいただいたロザリオに、オレは今日、すごく助けられたんですけど……神父様はどうやって、あのロザリオを作られたんですか？」

「水夏くんのお役に立てたのですか？　それは何よりです。どうやって……とは？」

　嬉うれしそうに苦く笑しようしつつも、ふと考える仕草をする。そして神父様は、大聖堂の祭さい壇だんの方を見ながら手を重ねて祈いのる仕草をした。

「この聖堂にて、主へ一心に祈りを捧ささげながらロザリオへ心を込こめました。水夏くんが危険に晒さらされないように、天使様にも助けてもらえるようにとも、強くお願いしています」

「天使……ウ、ウリエル……とか？」

「そうですね、あとはミカエル様とか」

「ああー……」

　何か、判わかった気がする。

「神父様の守護天使様って、多分、ウリエルだと思います……」

　だって、あまりにも顔が似ている。そして、ウリエルに愛されているからロザリオに尋じん常じようでないほどの力を込められる人間となったのではないだろうか。

（アスタロトに気に入られた、水緑もそんな感じなのかな……）

　水緑のことは今後ずっと見張り、悪あく魔まに傾けい倒とうしないように警けい戒かいしなければいけない。

「水夏ちゃんも、ステンドグラスを拭きなよ。いつまでも床に座すわって神父様にくっついてないで。ほんと、赤あかん坊ぼうじゃないんだから」

「わかってるって」

　神父様にばかり寄ってると水緑が不ふ機き嫌げんになるので（よほど水緑の方が赤ん坊だ）、水夏は早々に立ち上がり、神父様から離はなれて水緑の横に並びステンドグラス磨みがきを始めた。

「水緑さあ……憶おぼえてる？」

「何を」

　手を動かしながら、ボソボソと尋たずねる。水緑はまったく普ふ段だんと表情すら変わらない。

「て、天界とか……魔界とか……」

「戻ってこられたし、もう忘れれば？」

　水緑らしいというか、冷静すぎるというか。こんなだから、魔界三大支配者が一柱に目をつけられてしまうのだ、と注意したくなるというか。

　──しかしとりあえず、水緑もああ言うし。なかなか記き憶おくから消せる出来事ではないが、せめて魔界との関わり一いつ切さいは忘ぼう却きやくの彼方かなたへ飛ばそうと水夏は思う。

「いつも二人が大聖堂を綺き麗れいにしてくれているので、主もお喜びでしょう」

（穏やかだよなあ……）

　水夏と水緑の背後で、賛美歌の歌詞カードを整理する神父様は嬉しそうだ。水夏も、そんな温かい神父様の声こわ音ねに、心が安らいでいく。

（こんな方の多分守護天使が、あんなチンピラかもしれないとは……）

　神父様には、何が何でも天界と魔界であった出来事やスカウト事案は内ない緒しよでいよう。

　水夏は、心から誓ちかう。

　──が。

　ふと、神父様の背を見つめていた時に、神父様がスマホを取り出したのが判った。最低限の連絡にしか使っていないことは知っていたが──。

（え？　……《壊滅の福音》にアクセスしてる？）

　よく知った画面が光って見える。さらに、神父様が使うキャラクターも見えてしまったのだが。




　──《６６６》。




（え？　どういうこと……？）

　意味が判らない。というか、判りたくない。

　つまり、それが意味していることは──。




　何だか、水夏が思うような平へい凡ぼんな日常は、この先過ごすことが難しくなりそうだ。

















終　
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　初めましての方も、お久しぶりの方もお手に取ってくださりありがとうございました。

　久しぶりの新作です。読んでくださった方、本当に嬉うれしいです、感謝します。

　舞ぶ台たい等々どうしようかなと思ったのですが、やはり好きな場所と設定で頑がん張ばらせていただきました。

　京都は和の美しさは当然ですが、多国こく籍せきな建物もたくさん残っていて歴史を感じることができます。見学できる役所管かん轄かつの場所や、個人のカフェ、レストラン、ホテルなどもあるので、是ぜ非ひとも巡めぐってみてはいかがでしょうか。

　もちろん教会も、素す敵てきな処ところがたくさんあります。




　イラストは伊い藤とう明あき十と先生。

「闇やみの皇太子」で長らくお願いしていましたが、今回もありがとうございました。期待通りにとても綺き麗れいで格好いいです。

　そして担当さんも今回から違ちがう方になりました。よろしくお願いします……本当に色々不慣れですみません……。




　個人ツイッター　@ariko830

　実録コミック、闇皇ネタ含むコミック　https://pixiv.me/kanazawaariko











「天獄の御子」電子特典ショートショート









「この前の、旧庁舎の見学レポート。結局は水夏ちゃんを抜いた四人で頑張ったんだよ。少しは反省しなよ」

「お前、ずっとそれ批難してるよな」

「水夏ちゃん、反省してないから」

　断言されるが、心外だ。というか。

「水緑、お前はちゃんと手伝ったのか？」

「課題をサボるわけないじゃないか」

「……。一緒に異世界ワールドを満喫していたのに。いつの間に、みんなと一緒に課題をまとめる時間作れてたんだよ。というか、オレを呼べよ」

　知らなかったおかげで、旧庁舎の写真を撮る役目を仰せつかることになった水夏は、言われた通りに重厚な洋館をレンズに映しまくっている。

「呼びに行ったけど、信者のご老人たちの相談相手になっていたから遠慮したんだよ。日頃から、迷える人々に寄り添うのも大事な教会関係者のお勤めって水夏ちゃん自身も言ってたじゃないか」

　なるほど、水緑の意見は正論だ。しかし。

「じゃあ、先日来ていた男子高校生の相談は速攻で邪魔してきたのはどういうことだ？」

「女の子も一応、警戒するけど。水夏ちゃんより僕ばかり見て来るから大丈夫かなって」

　水夏が意図する返答ではない上に、自慢とディスりがあった。

「ほんと、君たち双子の会話って楽しいよね。受けを狙ってない処が、良いんだろうな」

「……お笑い決定戦の審査員みたいな感想、いらねーよ。アスタロト」

　というか、何故に悪魔がここにいる？

　水夏を騙し、水緑と二人で天界へ送り込んだだけでなく、水緑を魔人候補としてスカウトしている大悪魔だ。

　魔界三大支配者が一柱であり、恐らくとても忙しいだろうに、何故、人間界で人間の学校課題を暇そうに眺めているのか意味が判らない。

「お前たち悪魔は、水緑にとってろくでもない影響しか与えないから、近寄るな迷惑だ」

「あのさあ、水夏くん。悪魔は悪いことしてなんぼだし、迷惑って賛辞だよね。嫌がられて喜ばないと思うかい？」

　思わないが、誇らしげに宣言するな。

　しっし、と手を振って遠くへ行け、と強くアピールしたのだが、わざとらしく眉を潜めるだけで、大悪魔は動きもしない。

「君、魔界三大支配者の一柱でもある天下無敵のアスタロト様に向かい、その野良蠅を追い払うがごとき態度は何？　失礼すぎない？」

「蠅は、ほぼすべてが野良だよ」

　研究機関ないしはマニアックな愛好家なら、飼っているかも知れないが。

「ああ、人間界はそうだったっけ？　魔界の大蠅は金銀財宝に囲まれた城に暮らしてるから、うっかり」

「ベルゼブブのことだね」

　アスタロトに水緑がぼそっと呟く。なるほど、そんなのがいたか。それにしても、事情を知らない人間が聞いたら、深刻な厨二病発症者と勘違いされるに違いない。

「……ところで、お前のその格好。よく恥ずかしくないな？」

「何で？　失礼だね君。君が着ている服の数万倍は高級な仕立てと、君の暮らす教会なんかまるっと一棟買っておつりが来るくらい高価な装飾品を複数つけてるのに」

「いや、コスプレにしか見えない、中世ファンタジーな服装もだけど、その頭の側面についてるやつだよ」

　指さして指摘してやる。

　アスタロトは判らないのか首を捻ってから、側面に触れて、ああ、と声を上げた。

「昨日、五㎜ほど髪を切ったの判った？　服装に合わない長さかなやっぱり」

「角だよ角！」

　いかにもな、悪魔特有というか。

「《壊滅の福音》ユーザーに見られたら、間違いなくヘビーユーザーのコスプレって思われるぞ恥ずかしい！」

「けど実際、ヘビーユーザーだよね、この大悪魔も」

　水緑の指摘に水夏は黙る。そうだった。

「大丈夫だよ、僕の姿は君たちしか見えないから」

　アスタロトが言うのに、水夏はほっとした。人ごと（悪魔ごと？）ではあるが、現状こうして会話しているので、知り合いと思われたら困るのだ。この旧庁舎は近所だし、知人に見られて変な噂になったら迷惑この上ないし。

「ま、姿が見えないなら……」

「そう、見えない。だから、君はさっきから一人で騒いでいる変な高校生ということになるけど」

「マジか」

　それならいっそ、やたらクオリティの高いファンタジーコスプレをしている美青年と会話している、高校生と誤解された方が良い。

「……お前、どんな状況においても、絶対にオレに迷惑かけるよな……」

「褒め言葉？　嬉しいねえ」

（駄目だ、何を訴えても響かない）

　嫌味ではなく、本気で賞賛と受け止めている。

　そんなはた迷惑な悪魔なんかと付き合いたくはないのに、何故、人間界に来てもこうやって遭遇してしまうのか。

「そりゃあ、君の双子の相方を魔界にスカウトできるまでは通うに決まってるよ」

「絶対に駄目」

　何と伝えても、聞きやしない。

（いっそ、オレが聖人候補として天界へ行けば、水緑も天界についてくるか……？）

　思うが、それも何か嫌だし（チンピラ天使が苦手だ）。

　はーと溜息しか出ない。

　水夏としては……ただ、平凡な人間として、水緑と人間界で生きていきたいのに。

　なかなか、そうさせてくれない周囲からどうやって逃げるべきか。








終










著

金沢有倖

Ariko Kanazawa




京都市内にいくつもある、美しい明治大正の洋館。

巡り心を寄せる。
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